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一章　だだ漏もれ







《お願いです。〝何でも〟しますから》




　登校中の道すがら、どこからともなく女の子の声が聞こえてきた。

　突とつ然ぜん、可愛かわいらしい声でそんなふうに言われたら、どんな願いだって聞き入れたくなるってもんだ。しかもその声こわ色いろが繊せん弱じやくで儚はかなげときたら、これはもう迷う理由なんて何も無い。

　だって俺おれ、神かん前ざき央おう真まは、女の子の笑え顔がおが大好物なのだから。

　それに〝何でも〟という言葉がここでは一番重要だ。

　アレとかソレとか、色々して貰もらいたい事は山とあるし――何より、可愛い子が恥はずかしがる姿を見るのが俺の生いき甲が斐いと言ってもいい。

　たとえ〝外げ道どう〟だのなんだのと罵ののしられようが、俺は俺なりの喜びを与あたえているつもりで振ふる舞まっている。

　なので俺は意い気き揚よう々ようと返事をした。

「おっけー、いいぜー？　それってどんな願い……あれ？」

　声のした方向へ振り向むいたはずだったのに、そこには誰だれもいなかった。

　っおっかしいなー……絶対今、背中から声かけられたと思ったんだけど。

　合が点てんがいかずにいると、また――

《魔ま神じんさん、魔神さん、お願いです。どうか私のもとに来て下さい》

　さっきと同じ子の声が聞こえてきた。

　俺はもう一いち度ど周囲を確かく認にんしてみる。しかし、前も後ろも見通しの良い道が真まっ直すぐに続いているだけで人ひと影かげなんてただの一人もありゃしない。

《いつも食べてるシュークリームを週三から週二に減らしますからー。ポテチも一袋ふくろ食べちゃったりしませんからー。大だい好すきなチョコも我が慢まんしますからー。どうか来て下さい》

　やっぱり聞こえてきてる。

　しかもそいつは今まで肉声だと思っていたのだが、どうやら違ちがうっぽい。上う手まく説明できないが、俺の脳内に直接語り掛かけてきている、そんな感覚があった。

《あ、今のはやっぱり無しで。冗じよう談だんです》

「冗談なのかよ！」

　代だい償しようを提示したけど結局惜おしくなっちまったってやつか……。

　聞こえてくる脳内声に突っ込みを入れてると、彼かの女じよの口調は少し引ひき締しまったものになる。

《もう他に思い付く事が無かったから……。でも真しん剣けんなんです。だから……お願いです、魔神さん》

　必死さはなんとなく伝わってくる。

　俺はその魔神とやらじゃないけど、なんだか俺がお願いされている、そんな気がした。

《こっちです、私はここです》

「こっちって言われても、どこだよ」

　尋たずねても明確な答えは返ってこない。

《早く来て》

　矢や継つぎ早ばやにそう言われて、思わず俺は答えてしまった。

「ああ、どこへでも行ってやるよ」

　途と端たん、それが切きっ掛けかのように俺の体はどこからともなく湧わいてきた闇やみに掴つかみ取とられた。

「!?」

　一いつ瞬しゆんにして夜がやってきたのかと思ったら、一秒も経たたぬうちに再び明かりの下に晒さらされる。どっちが天で地だか分からなかったが、とにかく抵てい抗こう出来ぬ力で体ごとどこかに放ほうり出だされた。

「っいてっ!?」

　手足に衝しよう撃げきが伝わる。

　何かにぶつかって、そいつを押おし倒たおしながら地面に倒れ込んだような気がするが……。

　ここはどこだ??

　すぐさま辺りを確認すると、明らかにそこは元居た所とは異なる場所だった。

　自宅から程ほど近ちかい地元の高校に登校中だった俺は、さっきまで何の変へん哲てつも無い極ごく普ふ通つうの道を歩いていたはず。しかし今、目の前にある光景は、まるで古代の円形闘技場アリーナのような場所だったのだから。

　観客席が周囲を取り囲むフラットなフィールド。その中央に俺は居た。

　突然こんな所にきちまっただけでも驚おどろきだが、それ以上に俺を驚きよう嘆たんさせる状じよう況きようがこの場に作られていた。

　なんと、俺の周りをたくさんの女の子達たちが囲んでいたのだ。

　しかもその数、優に三十人は越こえている。

　そんな彼かの女じよ達たちは皆みなが皆、軍服のようにかっちりとした制服を身に付けていて、

「おっ、男じゃない!?」

「おおおおお、男だわっ!!」

「きゃあああっ！　男!?」

　なんて慌あわてふためきながら俺のことを見ている。

　どうやらここは男というだけで注目を浴びてしまうような場所らしい。

　それはともかくとして、彼女らは尽く全員が美少女だった！

「な・ん・だ・こ・れ・は!?」

　思わず大おお袈げ裟さに驚いてしまったが――すぐに理解する。

「ああそうか！　俺のファンか！」

「そんな訳ないでしょ。この状況でよくそんな発言が出てくるわね」

　真下で気の強い感じの声が上がった。

　なんで真下なのかというと、仰あお向むけで寝ねている少女の上に俺が四よつん這ばいになって覆おおい被かぶさっていたからだった。

　彼女は俺に向かってきつめの視線を送ってきていた。

　色白で端たん整せいな顔立ち。すーっと通った鼻と吊つり目がちな瞳ひとみ。そして無ぶ愛あい想そうな表情からは勝ち気な印象を受けるが、間ま違ちがいなく彼女も美少女だった。しかも周囲を取り囲んでいる女の子達と比べても飛とび抜ぬけて可愛い。そんな顔が鼻先数センチの場所にあった。

「おっ??　どうしてそんな所にいるんだ？」

「なんでですって？　それはあなたが急に現れたからこうなったのではなくて？」

「急に現れた？　俺が？　てか、ここは一体……」

　言いかけた所で、彼女の方から少し強めの口調で言われる。

「そんな事より、いつまでこの体勢でいるつもりかしら？」

「ああ、悪い悪い」

　俺はさっさと起き上がると、まだ地面に足を投げ出している少女に向かって手を差さし伸のべる。だが彼女はそれを拒きよ否ひして自分の力で立ち上がった。

　巨きよ大だいな剣けんを杖つえのように支えにして。

　ん？　剣？

　そう、彼女の手には剣があった。

　少女の身みの丈たけにも迫せまる長さの両りよう刃ば剣けん。ピアノブラックの光沢を持つそいつは洋剣の体を成しながらも、どこか機械的メカニカルな印象を受ける。

　装そう飾しよくも少なくシンプルな剣だったが、だからこそ翼つばさのように手元に向かって伸びた非対称アシンメトリーな鍔ガードが異形に映る。そこには放熱板ヒートシンクのような細かい蛇じや腹ばら状の金属もうかがえた。
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　そういえば周りにいる女の子達の手にも、それぞれに違った形と色の剣があるのが見て取れた。

　この剣ってもしかして……。

　記き憶おくの中にあるものと照らし合わせようとしていた俺の意識は、すぐに別の場所に奪うばわれてしまった。

　少女が立ち上がったことで、横になっていた時には分からなかった優美な姿態が視界の中に全すべて収まってきたからだ。

　これが目を奪われずにいられるわけがない。

　そのまま何も言わずにただ見み惚とれていると、そんな俺を不ふ審しんに思ったのか、彼女は眉まゆを顰ひそめる。

「何をじろじろと見ているの？」

「いや、可愛いなあと思って」

「……」

　彼女は急に黙だまり込み俺から視線を外す。

　大体彼女みたいな気が強そうな子は、こういうストレートな表現にめっぽう弱いんだよな。今もほら、平静さを失って――――あれ？

「とつぜん何を言い出すのかしら。頭でも強く打ったんじゃない？　それとも最初からおかしいのかしら。なんなら良い病院を知っているから紹しよう介かいしてあげてもいいわよ？　動物病院だけど」

「俺はこのタイミングで『わんっ』とでも吼ほえればいいのか？」

「その病院はウサギ専門よ」

「範はん囲い狭せますぎるだろ」

「ちなみにウサギは数ある動物の中でも性欲の強い生き物とされているわ」

「……」

　おかしいな……僅わずかに動どう揺ようがうかがえたと思ったのに。口数がやたらと多くなったような気はするが、今では物もの凄すごく冷静な表情で俺のことを見み据すえていた。

　こんなはずは……。よし、もうちょっと攻せめてみよう。

「いや俺は正直な人間だからさ。可愛いものは素す直なおに可愛いって言うぜ？」

「ふん、まだそんな事を言うの？」

　やはり彼女の冷ややかな表情は変わらなかった。

　だが、不意に――

《可愛い!?　わわっ、私が!?　そっ、そそそそ、そんなこと面と向かって言われたら、どどどどどどうしたらっ!?》

　突然、脳内にちょっと幼い感じの可か憐れんな声が響ひびいたのだ。

　この声は…………そうだ！　さっき俺のことを呼んでいたあの声だ。でもどこから？

　周りを取り囲んでいる女の子達を見み渡わたしてみるが声の出所はそこからじゃない。

　視線を目の前の彼女に戻もどしてみれば、眉み間けんに皺しわを寄せている顔があるだけだった。

　どういうことだ？

　黙もつ考こうしていると、彼女が冷れい淡たんな態度で俺に言う。

「そもそもあなたは言葉というものをぞんざいに扱あつかいすぎているわ。そういうのを軽けい薄はくって言うのよ。どうせ誰だれ彼かれ構わずにそんな台詞せりふを吐はいているのでしょう？　まるで呼吸をするように」

「誰彼構わずというのには語ご弊へいがあるな。俺はそういった台詞は美少女にしか言わないって決めてるんだけど」

「もっと駄だ目めな人間じゃない」

「駄目？　そうか？　俺は本能に忠実に生きているだけだけど？」

「だからそれが駄目なんでしょ」

「この世の全ての美少女の傍そばにいたい。ただそれだけのちっぽけな願いだというのに」

「まずは現実を把は握あくするという事から始めた方がいいんじゃないかしら？」

「現実ねえ……あ、そういえばさ、俺、君の名前まだ聞いてないな」

「は??　なぜこのタイミングで私が名を名乗らなければならないの？　しかもあなたのような不ふ審しん者しやに」

「俺は神かん前ざき央おう真ま、央真って呼んでくれていいぜ？」

「へー……おう……って、呼ばないわよ」

「で、君の方はなんてーの？　教えてくれないと勝手に名前付けちゃうよ？　たとえば、えーとそうだな……〝うさちゃん〟とか？」

「やめてくれるかしら。私の名前は泉せん明みよう寺じ蓮れん花かよ」

「なるほど、蓮花ちゃんね」

「勝手に名前で呼ばないでくれる？」

「じゃあ蓮花」

「呼び捨て!?」

「で、呼び捨てついでで、なんだけど」

「なにかしら？」

「愛してる」

《えええええええっ!?》

　またあの声が脳内に響いた。

　このタイミングで、この反応。と、すれば……。

　俺は確信した。

　もしかしてこれ……蓮花の声じゃないか？　しかも表には出ない内面の声。

　ようするに、彼女の思っていることが俺に全部筒つつ抜ぬけだって事。

　傲ごう慢まんな感じの外面と、素直でかわいげのある内面とでは、全然口調が違うから最初は同じ人物だと思わなかったけど、よくよく聞いてみれば同質の声だ。

　周りの女の子達は何にも反応を示していないので、これは俺だけに聞こえているっぽい。

　なんでそんなものが聞こえるようになったのかは分からないが、とりあえずそういう事らしい。

　それで、内面だだ漏れ状態の彼女の外面は、今どうなっているのかというと……。

「……」

　ガチガチに硬こう直ちよくしていた。

　真正面を向いたまま、どんな態度を取っていいのか分からずに固まっている。

　どうやら動揺すると黙り込む癖くせがあるっぽい。

　そんな彼女もしばらくすると、多少落ち着いてきたのか険悪な表情を見せ始めた。

「まったく、あなたの言うことには呆あきれるしかないわね。そんな不誠実な告白になんの意味があるというの？　そもそも今初めて会ったばかりの人間にそんなことが言える神経が理解できないわ」

《いっ、今、あ、あああ愛してるって言われた!?　な、なんでそんなこと急に!?　あ、ああありえない、絶対ありえない！》

　あーこれは面おも白しろいな。

　事情が分かると愛想の悪い外面の蓮れん花かも微笑ほほえましく思えてくるから不思議だ。

「俺は全ての美少女を愛している。それは本当の事さ」

「だからそれが理解できないって言ってるのよ。それに、あなたのような人間を相手にする女性は誰もいないと思うわ」

「そうか？　〝本気で愛する心〟はどんな子にも伝わると思うけどなー。たとえばほら、ここにいる女の子達とか」

　蓮花は俺に釣つられるように周囲を見回した。

　すると、取り囲んでいた女子達の間から色んな声が漏れ聞こえてくる。

「あ、こっち見た！」

「えっ!?　ホントだ」

「それより、あの男子、どうしていきなり蓮花に告白してんの？」

「さ、さあ??　なんでだろ？」

「とにかく今言えるのは、これって『きゃー♡』な現場ってことじゃないかしら？」

　そこで俺は蓮花の方へと向き直る。

「ほらね、今も蓮花とこうして話してるだけで彼女達はみんな嫉しつ妬としちゃってる」

「どう解かい釈しやくしたらそんなふうに聞こえるのかしら」

　彼女は呆れたように嘆たん息そくした。

　まあいい。

「納なつ得とくいかないようだから実じつ践せんしてみせてやるよ」

「え？」

　目を丸くした彼女を前に、俺は自信満々に女の子達に向かって叫さけんだ。




「みんな俺の胸に抱だかれて眠ねむれ！」




「…………」

　だだっ広い空間に静せい寂じやくが漂ただよう。

　反応が皆かい無むかと思われたが、しばらくして、あちらこちらでヒソヒソと声が上がり始める。

「なっ、なんか言ってるよ!?」

「え、あれって私達に向かって言ってるの!?」

「どどっ、どういうこと??」

「でも……ちょっと格好かつこいいかも」

「えーうそー」

「そういえば……私もちょっとそんな気が……」

「偶ぐう然ぜんね、あたしもなんだかあの言葉に逆らえないような変な気分に……」

「あ、あなたも感じた？　なんか体に電気が流れたみたいなビビッとした感じ！」

「そうそう！　それ！　私も感じた！」

「何かしらこの感覚……」

　そんな感じで女の子達は戸と惑まどいを見せていた。

「あれ……？　真ま面じ目めにちょっといい感じじゃないか？　これ。とうとう来たのか!?　俺のモテ期が！」

　俺の通ってる高校で、クラスの女子に向かって同じ事を言ったら普ふ通つうに無視されただけだったから、この反応はちょっと予想外だった。

　そんな感じでちょっと浮うかれていたら、横にいた蓮れん花かが物凄く冷淡な目で俺を見ていた。

「私はさっき〝本気で愛する心〟とかいう言葉を聞いた気がするのだけれど、気のせいだったかしら？」

「ああ、だから今、本気でみんなに俺の愛を伝えたところだけど、何か？」

　なぜか彼女の視線が更さらに冷ややかなものになっただけだった。

　そんな中、周囲の女子達の間で誰かが声を上げた。

「泉せん明みよう寺じさん、今回は随ずい分ぶんと珍めずらしい魔神を呼び寄せたみたいじゃない？」

　蓮花は苛いら立だった感じで言い返す。

「は？　何言ってるの？　こんなのが魔神なわけないでしょ。どう見てもこれはいい加減で薄うすっぺらなただのエロ男よ」

「ああゴメン、私が間違ってた。あんたの言う通り彼かれは魔神じゃないね。でも、まともに魔神を剣に宿せないからといって人間の男を呼び寄せるのはどうかなあ？」

　彼女の言葉に合わせて、人ひと垣がきからクスクスと笑い声が上がる。

　更にはこんな言葉も上がった。

「やっぱりっていうか、さすがは〝魔神に嫌われた魔剣士デツドダツク〟ねー」

　それは無論、蓮花を嘲あざける言葉だった。

　嘲ちよう笑しようが燻くすぶるように続くと、蓮れん花かも我慢ならなくなったようで語気を強める。

「今のはちょっと雑念が入っただけよ。もう一度やればちゃんとできるわ！」

「それはどうかなー？　いつもみたいに超ちよう下か級きゆうの悪あく魔まが呼び出されるだけじゃない？　それにその超下級でさえ、まともに扱えてた記憶が私には無いんだけどー。それでも本当に〝魔剣士〟って言えるの？」

　また違う誰かがそう言った。

　蓮花はそれでしょげてしまうのかというと、そうでもなかった。

「歴れつきとした〝魔剣士〟よ。まあ見てなさい、今度は凄すごいのを宿して見せるわ」

　自信満々に言い放った彼女に対して、周りの女子達は敏びん感かんに反応する。

「ちょっと!?　やめてよね！　あんたがやる気を出した時はろくな事にならないんだから」

「どうせその辺が爆ばく発はつするだけなんだから。危ないだけよ」

「そうそう私なんかこの前、前まえ髪がみの先っぽ焦こがされちゃったんだから。もう最悪だよー」

　文句を言いながら蜘く蛛もの子を散らすように遠ざかったのだ。

　どうやら彼女はトラブルメーカーらしい。

　しかし当の蓮花は周りの制止などお構いなしといった様子で、剣を体前に構え、何かに集中し始めていた。

　場に残ったのは俺と彼女だけ。

　目の前で剣を構える蓮花の姿を見ながら〝魔剣士〟という名を思い返していた。

　その名めい称しようも存在も俺は知っている。この場所に呼び出された時から彼女達が持つ剣を見て、もしやと思っていたくらいだ。

　というか、この日本に住む人間なら魔剣士の存在を知らない者なんていないと思う。




　今から十数年前、とある研究者が何処いずこかより古いにしえの魔導書グリモワールを発見したことから全てが始まった。

　その魔導書グリモワールの名は【レメゲトン】。

　かつてのソロモン王が72の魔神とその配下の悪魔を使し役えきする方法を記したとされるものだ。

　だがその内容は判読できたものの、思うような効果を発揮させることができなかった。

　研究者は大層落らく胆たんしたらしいが、そこで思い当たったのが〝魔ま剣けん〟の存在だ。

　古くから魔剣と呼ばれる伝説級の剣には魂たましいが宿っていると、そう言われてきた。

　そこで書物の記述を元に現代科学の力を取り入れ、魔導書グリモワールの役割を果たす魔剣を作り上げた。そしてそこに魔神の魂である【魔魂ソウルコード】を読み込ませ、その力を擬ぎ似じ的てきに再現エミユレートする方法に辿たどり着ついた。

　それが魔剣エミュレーター、【魔神隷従剣レメゲトンソード】だ。

　だが、この魔剣が予想を超こえた性能を持ち合わせていたのがまずかった。現代兵器をも凌りよう駕がする威い力りよくを持った〝兵器〟に成り得てしまったのだ。

　これにより世界の軍事パワーバランスは一気に崩ほう壊かいした。

　魔剣士が世に軍事力として認にん識しきされて以来、日本はその方向性を定めるのに苦労していた。一度これを軍として機能させれば、他国との摩ま擦さつは避さけられない。

　そこで考えられたのが既き存ぞんの自衛隊と共に、自国防衛及および、大災害や事故に迅じん速そくに対処できる超法規的救急部隊アサルトレスキユーとしての発ほつ足そくだった。

　そして国内外への混乱を避ける為ため、政府はその強大な力を一箇か所しよに集めて管理し、平和利用を名目とした魔神隷従剣レメゲトンソードを扱う魔剣士の育成に乗り出したのだった。

　そいつが魔剣士隊と魔剣士学院の始まりだった。




　なんでそんなに詳くわしいのかって？　それは魔神隷従剣レメゲトンソードを扱うことができるのは魔神が好むとされる〝美しき処女のみ〟って話だから。

　そんな純潔美少女の花園みたいな場所があったら、この俺が調べずにいられる訳がない。

　そうなってくると彼女達がしてた今の会話内容といい、手にある特とく殊しゆな剣といい、その辺を鑑かんがみるに、もしかしてここは……そのもしかしてか？

　にわかに信じがたい事だったが、俺は精神集中を始めていた蓮れん花かに向かって恐おそる恐る聞いてみた。

「あのー」

「なによ、今取り込み中なんだから静かにしてくれるかしら？」

　彼女は瞑つぶっていた目を薄く開けて、こちらを煙けむたそうに睨にらむ。

「いやさ、ものすごーく今いま更さらなんだけど、ここってもしかして魔剣士学院？」

「何言ってるの？　そうに決まってるじゃない」

「それって【弦げん月げつ島とう】にある……あの？」

「他にどこにあるっていうの？」

　やっぱりそうなのか。

【国立魔剣士学院】は東京から南に数百キロの孤こ島とうに造られた、魔剣士候補生が学ぶ学校だ。

　俺はてっきり、異世界にでも飛ばされてしまったのかと思ったが、一応地球上だった。

　だけど、もしここが本当に学院のあるあの弦月島だというのなら、さっきまで自宅近くを歩いていたはずの俺は一瞬にして数百キロの距きよ離りを瞬しゆん間かん移動したことになる。そんな事が実際に有り得るのだろうか……？

「で、なんで俺はここにいんの？」

「それはこっちが聞きたいわよ。あなたが突とつ然ぜん降ふってきたおかげで、こっちはとんだ大おお恥はじを掻かいたのだから」

　彼女が言うには、この学内闘技場アリーナで剣に魔神の魂を宿す朝練をしていて、蓮れん花かにその順番が回ってきたところで俺がどこからともなく現れたのだという。

「どうせ盛りの付いた犬のようなあなたの事だから、島に搬はん入にゆうされる定期物資の中にでも紛まぎれ込んで、この学院に侵しん入にゆうしたんでしょ？」

「いやあ船旅は長かったさー……って違うし！　まあでも、蓮花に会う為ならそれくらいのこと朝飯前だけどな」

《ど、どどどどうして、まっ、またそんなこと言って！》

「適当な事を言わないでくれるかしら」

　彼女は真顔でそう受け流したが、心の動揺はバレバレだ。

「適当なんかじゃないよ？　蓮花の為なら狭せまくて寒い船底の貨物の中でもどうってことないし」

「はぐらかさないで。それにもし本当にそうやってこの島に侵入してきたのだとすれば大問題よ」

「問題？」

「まさか、この場所が男子禁制だって事を知らないわけじゃないでしょう？」

「……」

　魔剣士の資質を持った女子はこの国だけでなく、世界にとっても貴重な財産だ。そんな彼女達が、もし男と過あやまちなんかを起こしたりしたら魔剣士としての能力が消失してしまうことになる。だから、この島には女性しかおらず、彼女達が安心して過ごせる環かん境きようが作られている。

　よって男性は弦月島に上陸してはならないと法令で定められているし、島外においても魔剣士と個人的な関係を持つことは接触保護法によって禁止されている。なので今の俺みたく実際に島に降おりればそれは違い法ほうで、即そつ刻こく処しよ罰ばつの対象になってしまうのだ。

「そういやそうだった！」

「今更何を……まあいいわ、もう誰かが通報したでしょうから、そのうち管理局の人間が遅おそかれ早はやかれ逮たい捕ほにやってくるだろうし。ご愁しゆう傷しよう様さま、これも自じ業ごう自じ得とくよね。法を無視したあなたがいけないのだから」

「あー……そりゃまずいなあ」

「何、その態度？　あまり慌てないのね」

「だってここは四方が海で囲まれた孤島なんだろうし、慌てたところで俺に逃にげ場ばなんて無いだろ？」

「あら残念、潔いさぎよいのね。私はあなたが泣きながら許しを乞こう姿が見たかったのに」

「別に蓮れん花かがそれを見たいって言うなら俺は喜んでやるけど？」

「まあ興味深いわね。じゃあ見せてくれるかしら？　誠意が感じられれば情じよう状じよう酌しやく量りようの余地があると管理局の人に言ってあげてもいいわ」

「よし分かった。それじゃ蓮花とお付き合いする為に泣きながら許しを乞うぞー」

《おっ!?　おおおおおお、お付き合いぃっ!?》

　動揺しすぎだろ……。

　そんな彼女の現在の外面はというと、怒おこった顔で無言だった。

「……」

　眉まゆ尻じりが僅かにヒクヒクしているような気もするけど。

「少しでも耳を傾かたむけた私が悪かったわ。あなたみたいなのはさっさと死し刑けいになればいいのよ」

「死刑って……そこまで重罪じゃないだろ！」

「あなたは特別待たい遇ぐうよ」

「どんな待遇だ！　でも、さっきからこっちが悪いみたいになってるけど、俺がここにいるのは蓮花が呼んだからだぜ？　多分」

「は？　何を言ってるの？」

「いやね、蓮花が俺のことを呼ぶから、それに答えたわけ。そしたらもう次の瞬間にはここに飛ばされてたんだよ。いわゆる瞬間移動テレポート的なやつ」

「そんな馬ば鹿かな話、信じるわけないでしょ」

　蓮花は本当に意味が分からないといった顔で言った。

「まあそれは俺自身も信じられないんだけど。でも魔剣士って似たような事できるんじゃないの？　剣けん士しって言うけど、魔ま法ほうみたいな力も扱えるって聞いたことがあるし」

　俺がそう言うと、彼女は少し考えた後、複雑な面おも持もちで答える。

「転移系の魔ま力りよくを持った魔神なんて聞いたこと無いわ」

「そうかー……でも確かに聞こえたんだよな。蓮花の声で『魔神さん、魔神さん、お願いです。どうか私のもとに来て下さい』ってね」

「……!?」

　そこで彼女の顔が隠かくせないほどに紅潮しているのが見て取れた。

「そういえば『シュークリームとかチョコを我慢しますからー。ポテチ一袋食べちゃったりしませんからー』とかも言ってたな」

《ななっ、なんで、そんな事知ってるの!?》

「あーやっぱりそうか」

　今の反応で、この声は蓮れん花かの内心の声だと俺の中で完全に決定付けられた。

　蓮花は自分しか知らない言葉が、他人である俺の口から出てきたせいで気が気でない様子だ。でも外面の彼女は至って冷静な感じで聞いてくる。

「どういうことかしら？」

「んーなんかさ、俺には聞こえちゃうんだよね。蓮花の心の声が」

「どうしてそんな事になってるの？」

「どうしてって言われてもなあ、俺もよく分かんないし。まあとにかく蓮花の心の内は俺に〝だだ漏れ〟って事は間違い無ない」

「だ……だ……漏れ……」

　ようやく彼女は、それを真実と受け止めたらしい。

　虚こ空くうを見つめたままボソボソ呟つぶやくと、しばらくその場で呆ぼう然ぜんとしていた。

　そんなにショックだったのか？　まあ根は素直みたいだしな。

「でも落ち込むような事でもないと思うけどな」

「なんでそんな事が言えるのかしら？」

「たとえばほら、蓮花が口で俺のことを『嫌い嫌い』って言ってても、内面では『好き好き！　央おう真ま、だぁーい好き！』って思ってるってことが伝わるだけだからさ」

「伝わって欲ほしくないわ。それにそんな事、死んでも思わないし」

《ど、どうしよう……私、勘かん違ちがいされるような事思ってなかったかしら……》

　そんな内の声を聞きながら俺はクスリと笑う。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫、俺はちゃーんと分かってるからさ。ほんと典型的なツンデレちゃんなんだから」

「誰がツンデレですって？　断じて私はそんなものでは無いわよ」

「またまたー隠す必要なんて無いのに。その素直さを表に出した方がずっと可愛かわいいぜ？　内側は意外と乙おと女めチックだし。あ、でも今の蓮花も十分可愛いけどな……ってあれ？」

　そんな事を言っていたら、蓮花が急に静かになっていることに気づいた。

　下を向いたまま肩かたを震ふるわせている。

「……さ……ない……と」

「え？」

　彼女は俯うつむいたまま聞き取れないくらいの声で何かを呟いていた。

　なんだか不穏な気配が……。

「ちょっ……？　蓮れん花か??」

　俺おれが心配になって彼女の肩に手を伸ばしかけたその時だった。

「……殺さないと！」

　霞かすんだ声と共に俺の眼前にある空気が切り裂さかれる音がした。

　蓮花が、手にしていた魔神隷従剣レメゲトンソードを突とつ然ぜん、俺に向かって振ふり下おろしてきたのだ。

「おわっ!?　あぶなっ！」

　反射的に後あと退ずさったおかげで二枚に下ろされずに済んだ。

　鼻先をかすめた彼女の切っ先は、今は地面の方を向いていた。

「本当に死んじゃうだろ！」

「そのつもりだけど？」

「冗じよう談だん!?」

「冗談じゃないわよ。だって私の心があなたみたいなのに筒抜けだなんて、そんな人生耐たえられない。でも私には生きてやらなきゃいけない事があるの。じゃあどうすれば全て上う手まく行くかって考えたら、あなたを殺すのが一番適切だってことに辿り着いたわけ。合理的でしょ？」

「極きよく端たん過ぎる！」

「だからお願い、死んで」

　蓮花の声のトーンが一段低くなる。

　何かする気だ。

　彼女は剣けん先さきを天に向かって立て、胸前に持ってくる。

　そこで俺の視線は、柄つかを掴む彼女の手元に行った。

　右手中指に不思議な模様が刻まれた銀色の指輪が嵌はめられていたのだ。

　彼女は口の中で静かに呟く。

「魔麗装ドレスアツプ」

　刹せつ那な、指輪の表面で電子基板に配された回路にも似た線が輝く。

　無数に這はい出でたその線は、彼かの女じよの指から剣の柄へと伝い移り、そのまま刀身へと伸びる。
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　回路配線サーキツトパターンの筋が剣先まで到とう達たつすると――途と端たん、目ま映ばゆい光が彼女の足あし下もとから現れ、まとわりつくように全身を包つつみ込んだ。

　時間にして一秒もない。

　彼女の肢し体たいを包んでいた煌きらめきが細かい粒りゆう子しとなって弾はじけ飛ぶ。

「おおっ!?」

　俺は光の中から現れた彼女の姿に思わず感かん嘆たんの声を上げてしまっていた。

　先さき程ほどまで制服を身に付けていた蓮花だったが、眼前に姿を現した彼女は見目麗うるわしい白色のドレスをまとっていたのだ。

　膝ひざまでを覆うブーツ、ふんわりと広がったスカート、細いくびれを締しめ付つけるコルセットと大きく開いた肩かた口ぐち、しなやかな腕うでには二にの腕までの長手て袋ぶくろ。

　そこまでなら、これから舞ぶ踏とう会かいにでも出席するのかというような出いで立たちだが、実際にはそんな和なごやかなものじゃあなかった。

　一見すると豪ごう奢しやなドレスにも見えるが、その全てが布とは違ちがう、硬こう質しつなもので形作られていたのだ。

　強しいて言うならば〝ドレスアーマー〟と呼べるような存在。

「これが【魔神装甲イーヴルギア】か……」

　魔剣士が魔ま神じんの力を借りて生成する防ぼう御ぎよ装そう甲こう。

　多分、間近で直接目にするのはこれで二度目だ。

　噂うわさじゃ、これさえあればミサイルの雨の中だって身一つで生せい還かん出来るっていう、とんでもない代しろ物ものらしい。

　でもこんな全身真っ白なスタイルは見たことがない。

　それに、これほどまでに装そう甲こうが右みぎ腕うでに偏かたよっているものは初めてだ。

　まるで片かた腕うでだけに巨大な篭手ガントレツトを嵌めているかのよう。

　この異形さを目にしたことで、彼女が白眼視されている理由がなんとなく分かった。

「何をブツブツと言ってるのかしら？　そんな事をしている間に遺ゆい言ごんの一つでも認したためておいたほうがいいわよ？」

「そんなもん書く気はねえ！　世界中の美少女とイチャイチャするっていう野望が果たせない限り死ねないからな」

「そう、じゃあ待つ必要も無いわね。その世界の為に死ぬといいわ」

　彼女は俺の訴うつたえを払はらい捨て、再び剣を向けてきた。

　同時にスカートの後ろがスラスターのように広がり、その下から光の粒子が舞まい上あがる。

　顔の横で構えていた厚みのある刀身が淡あわい光に包まれると、周囲の空気が震しん動どうし、切っ先に只ただならぬエネルギーが集約し始めているのが見て取れた。

　魔剣士の力を説明する際に〝一ひと振ふりで大陸をも真っ二つにする〟という大おお袈げ裟さな表現がよく用いられるが、目の前のそれを見る限り、あながち嘘うそではないんじゃないかと思ってしまう。

　とにかく、見るからにヤバそうな雰ふん囲い気きだってこと。

「刻んであげるわ」

　彼女が冷れい酷こくに言い放つ。

　俺はそれでどうにかなる訳でもないが、反射的に身構えた。

　すると次の瞬間、

　ぷしゅん

　と空気が抜けたような音がして、蓮れん花かが手にしていた剣から光が消きえ失うせた。当然のように足下に向かって放出されていた光の粒子も止まる。

「え？」

　何が起きたのか分からなかったが、当の本人は眉を寄せ、苛いら立だちを露あらわにしていた。

「まさか、またなの!?」

　その言い方からして、よくある事らしい。

　遠巻きに見ている生徒達たちの間からもクスクスと笑い声が聞こえてきていたし。

　蓮花は軽く舌打ちすると、剣けんを下段に構え直した。

「仕方が無いわね」

　どうやら極ごく一いつ般ぱん的てきな剣けん術じゆつに切きり替かえて、このまま続けるようだ。

　彼女はなんの前置きも無く、片足を踏ふみ出した。

　下段の構えから斬きり上げ、手首を捻ひねって横に薙なぐ。

　その太た刀ち筋すじは素人しろうとの俺が見ても分かるくらい、恐ろしく鋭するどくてキレのあるものだった。

　そんな精練された剣けん捌さばきを、ただの一高校生にすぎない俺が避けられるはずもない。

　がしかし――

「な、なんで避けられるの!?」

　蓮花は舞うような連撃を一いつ旦たん止めて、驚おどろきと戸惑いを露わにした。

　俺があまりにもあっさりと彼女の攻こう撃げきをかわしたからだ。

　でも彼女が驚くようなことは俺はなんにもしていない。

「だって、考えてること丸分かりだし」

「な……!?」

　そう、俺は彼女の内心を聞く事が出来るのだから。

「次にどうくるのかってのが事前に分かってれば、そりゃあ素人の俺でも避けられるさ。それに、なんだかんだ言っても本気で殺すつもりなんて端はなから無いだろ？」

「そんな事ないわよ。今その頭を叩たたき斬ってあげるわ」

　そう言うと蓮花は、上段に構えていた剣を俺おれ目め掛がけて真まっ直すぐに振り下ろしてきた。

　だがその太刀筋には先程までの鋭さは無く、この俺でも真しん剣けん白しら刃は取りの真ま似ね事ごとができるくらいのものだった。

　両手でぴたりと刀身を挟はさんで止めると、ひんやりとした金属の感かん触しよくが伝わってくる。

「ほらな、本当にそうするつもりだったら、俺がこんな事できるはずないもの」

「気が変わっただけよ。あなたなんか斬ったら剣が穢けがれるし」

「斬って穢れるって言うんなら、こんなふうに掴つかむのはＯＫなのか？」

「へ……屁へ理り屈くつを言わないでくれる？　剣というものは〝つまらないものを斬った時〟初めて穢れるのよ」

「どっちが屁理屈言ってんだよ」

　この期ごに及んでまだ言い訳するとは……なんという頑がん固こさだ。

　でもまあいいや、見てるだけで面白いし。

　内心ニヤニヤしていた俺だったが、唐とう突とつに起きた現象によって、そいつもどこかに吹ふき飛とんでしまった。

　俺が白しら刃は取りしていた彼女の剣が手元で蒼あお白じろい光をまとって明めい滅めつし、何かに共きよう振しんし始めたのだ。

　刀身は細かく震え、高周波からくる高い音を発生させていた。

「なんだ!?」

「なによこれ!?」

　俺おれ達たちはほぼ同時に似たような反応をした。

　蓮れん花かまでそんな反応を示すなんて、剣を扱う立場の人間もこの現象を把握していないという証しよう拠こだ。

　共振は頭の中をも震わせて、苦痛を与あたえてくる。

　それはまるで脳のう味み噌そを無数の針で突つかれているような感覚だった。

　とにかく我が慢まんならない。

　それならその剣からさっさと手を離はなせばいいじゃないか、と誰だれもが思うだろう。

　だがそれも容易ではなかった。

　掌がまるで剣に接着されたように張り付いたまま取れないのだ。どんなに力を入れようがまったく剥はがれる気がしないし、体も土の中に埋うめられたかのように身動きができない。

　それは蓮花にも言えるようで、彼女も剣を握にぎったまま苦しみに表情を歪ゆがませていた。

「だ……大丈夫……か？」

　苦痛に堪たえながら目の前の彼女に声をかけた。

「な……何がよ？」

　返ってきたのはあからさまに強がった態度。

「何がって……ちょっとこれはヤバイだろ？」

「そうかしら……？　私……にはどうってことないわよ？　あなたみたいなすぐに弱音を吐はく軟なん派ぱな人間と一いつ緒しよにしないでくれるかひぃっ!?　ら」

「いやいや……ここ張り合う場面じゃないから。それとさらっと流して気づかれてないと思ってるだろうけど、最後に『ひいっ』とか言っただろ」

「う、うるさいわね……」

《こ、これって……何が起きてるの??　うぅ……気持ち悪い……苦しい……早くなんとかしないと……もう私……ダメ……》

「ほらー、やっぱり『もうダメ』とか思ってんじゃん」

「勝手に人の心をのぞかないでくれるかしら？」

「そう言われても聞こえちゃうんだから仕方が無い」

「……」

《こうなったら、何か別の事を考えて心を読まれないようにしないと。えーと……そうだ、あれがいいわ。この軽けい薄はく男が島の周りに生息する鮫の餌えさになりますように、餌になりますように、餌になりますように、餌になりますように……》

「お、おい！　今はそんな事考えてる場合じゃないだろ！」

　何をやってるんだ……。

　とにかく今はこの苦痛をなんとかしないと、いい加減気が変になりそうだってのに。

　でも、どうしたらこの状じよう況きようから脱だつすることができるだろうか？

　周りに使えそうなものがないかと目を向けようとしたその時だった。

　ギンッ

　金属同士がぶつかり合う音が鼓こ膜まくを劈つんざいた。

　残ざん響きよう漂ただよう宙に、剣が舞う。

　蓮れん花かの一振りが横から割って入ってきた巨きよ大だいな何かによって弾き飛ばされたのだ。

　瞬しゆん時じに俺の中で続いていた苦痛が綺き麗れいさっぱりと消失。

　そして、

《餌になりますように、餌にな――》

　なぜか同時に蓮花の心の声もプツリと途と絶だえた。

　ん？　あれ？　これって、もしかして……。

　確信に至る前に、

「よし……っと」

　すぐ近くで女の人の声がして、意識がそっちに向いてしまう。

　見ればそこには一人の女性が立っていた。彼女もまた身みの丈たけほどの大剣を手にしていて、今ではそいつを地面に突き立てていた。

　蓮れん花かのものと同様、機械的な印象を受ける剣だったが、形状はだいぶ異なっていた。かなり刃は幅はばもあり、刀身も長い。

　揺ゆるぎ無く、真っ直ぐに伸のびた剣からは洗練された機能美と力強さを感じた。

　やはりこれも魔神隷従剣レメゲトンソードなんだろうか？

　それはさておき、俺達を助けてくれたのは目の前の彼女であることは間ま違ちがい無さそうだ。

　恐らくこの剣で蓮花の剣を弾き飛ばしたのだろう。

　着き崩くずした感じのブラウスにタイトスカートという出で立ちの彼女。

　年としの頃ころは二十代前半くらい。

　特に注目したのは艶えん然ぜんとしたセミロングの銀ぎん髪ぱつだった。白しら髪がとは違う、鮮あざやかな金属質の輝かがやき。それがエキゾチックな魅み惑わくを生み出している。

　そしてなんと言っても抜ばつ群ぐんのプロポーション。背が高く、手足もしなやかで無む駄だな肉がまったく付いていない。はだけたブラウスの襟えり元もとからは豊かな膨ふくらみが覗のぞいているし、タイトスカートの裾すそから伸びる太ももはとても眩まぶしい。

　その風ふう貌ぼうは明らかに周囲にいる女の子達とは違う、大人の女性だった。

　無論、美人さんである。

　ただ表情は非常にまったりとしていて、一言で言い表すならば〝怠だるそう〟な感じだった。口にはプチチョコアイス〝Ｐｉｍｏピモ〟のピックをだらしなく咥くわえていて、それがまた気け怠だるさを助長していた。

　そんな彼女は、大剣の柄を軽く握る。

　すると、あの大質量が彼女の中指にある指輪の中へと吸い込まれるように消えて行った。

　一体、どんな原理なんだ？

　目を見張る俺とは正反対に、彼女は落ち着いた表情でこちらに向き直る。

「えーと、君、名前はなんて言ったっけ？」

「へ？　あー……神かん前ざき央おう真まですけど？」

「そう、神前君ね。あたしはこの学院で教官をやってる紫し刀とう美み影かげっていう者だけど」

「はあ」

　なるほど、教える立場の人間だったのか。

　ならこの人も魔剣士なんだろうか？

　って事は……。

「先生も処女なんですね！」

　俺がそう言ったことで期待していた「きゃー恥はずかしいっ」的な反応が返ってくると思っていた。

　しかし頬ほおを赤らめたのは彼女ではなくて周囲にいる女生徒達の方だった。そして当の本人は特に表情を変えることも無く、平然と答える。

「え？　そうだけど何か問題ある？」

「まったく動じて無いだと!?」

「何か動じる場面だったの？」

「いえいえ、それならそれでいいんです。むしろ全然。はっはっはっ」

「あ、そう」

　素っ気ない態度だった！

「違う、違うなあ。なんでこうもっとグッとくる反応でこないんですかー！」

「グッとくるって何？」

「たとえばほら、あれですよ。『やだー、もうっ、央おう真ま君ったらっ♡』みたいな、せめてこれくらいの反応は示して欲しいわけですよ」

「あーなるほど。やだーもうおうまくんたら」

「すげーやる気ねえ!!　しかもあからさまに面めん倒どう臭くさそうだし！」

　美み影かげ先生は後頭部を掻いた後、一呼吸置いて、

「実際、面倒臭いしね」

「どこまでトドメ刺さす気ですか！　ああ、でも分かりますよ。そんな事言って、きっと照てれ隠しなんですよね？　本当はもっと素す直なおな気持ちを出したいけど教師という立場上、生徒達の前ではそうはいかないと。なるほど、それなら後で裏の方で……」

「はいはい」

「適当にあしらわれた!?」

「神かん前ざき君」

「はい！」

「君、顔はいいんだから、ちょっと黙だまってた方がモテるわよ？」

「はあ、良く言われます」

「それと一いち途ずな人間ほど女性に好かれるわよ？」

「はい、俺は全すべての女性（美人）に一途ですから大だい丈じよう夫ぶです。なので美影先生とも是ぜ非ひお付き合い頂きたく」

「そう、じゃあ私の理想の男性になってくれたら考えてあげなくもないわよ？」

「マジすか!?」

「いや……やっぱちょっと待って」

「引き下がるの早っ！　しかも今、本気でまずったって顔しましたよね？」

「いや……まあ……うん」

「煮にえ切らない返事がもっと嫌だ！」

　そんな中、美み影かげ先生は咥えていたピックを一旦口から離して、今までと違った少し真しん剣けんな目で俺を見み据すえてくる。

「それで話が脱だつ線せんしてしまったけど、君はまず、あたしにお礼を言うべきだよね？」

「え？」

　原因は良く分からないけど、剣から手が離れなくて困っていたところを救ってくれたのはこの人だ。そう言えばまだそのお礼を言ってなかった。

「ああ、そうでしたね。ありがとうございました。でも、さっきのあれってなんだったんですか？」

「その事で君に話があるのよ」

「と、いいますと？」

「さっきの現象は、一振りの剣に対して二人の有資格者が同時に触ふれた事による魔魂ソウルコードの混線が原因よ。って事は魔神隷従剣レメゲトンソードが君に反応してるって事になるわ。本来、男性に反応するはずの無いそれが。これはとても重大な事よ」

「はあ、いまいちピンとこないですけど、そうなると何かまずい事になるんですか？」

「神かん前ざき君、君、この学院に転入しなさい」

　唐突にそんな事を言われて、「えええーっ!?」と驚きの声を上げたのは俺ではなく、周囲の女の子達だった。

　で、俺はというと、

「え、いいんですか!?　こんな楽園みたいな所だったら喜んで転入しますよ！」

　と嬉うれしさのあまり結構はしゃいでしまった。

　美影先生が何を考えてそんな事を言い出したのかは分からないが、俺にとっては願ったり叶かなったりだ。

　とりあえずこの嬉しさを誰かと分かち合いたい！　そう思った俺は、この場所で知り合った最初の人間である蓮れん花かに向かって、

「おっしゃ！　蓮花、これで毎日、一緒に居られるぞ！」

　なんて言ってみた。

　なんか面おも白しろい反応があったらいいなーなんて思いつつ……。

「って、あれ？」

　見れば彼女は、さっき剣が共鳴反応を起こした時の状態のまま、一点を見つめ固まっていた。

　もしや……と思った俺は、傍そばに転がっていた剣を拾ってきて彼女に持たせてみる。

《餌になりますように、餌になりますように、餌になりますように……》

「まだ、それやってたのかっ！」

「えっ……なに??」

　ようやく周囲の状況に気づいた彼女は、俺の方を見ながらきょとんとしていた。

　まったく……どんだけ俺を鮫の餌にしたいんだ！

　それはともかくとして、やっぱり俺が感じた通りだったらしい。

　どうやら蓮花の心の声は、彼女が魔神隷従剣レメゲトンソードを手にしている時にしか聞こえないらしい。

　ならこの事は彼女には黙っておかないとな。面白くなくなっちゃうから。

「何、ニヤニヤしてるのよ？」

「いや、別にニヤニヤなんてしてないよ？」

　怪け訝げんな表情で睨んでくる蓮れん花か。俺はそいつをかわすように言う。

「そんな事より今の聞いてたか？　俺、ここに転入できるらしいぜ？」

「は!?　そんなの無理に決まってるじゃない。この島は男は上陸できないってさっきも言ったわよね？」

「そう言えばそうだった！　先生、俺ってこの場所にいても問題にならないんですか？」

　俺の質問に美み影かげ先生は、おざなりな感じで答える。

「んー？　あーそれ。あたしが上に報告しておくから多分平気よ」

「そんなんで大丈夫なのか!?」

「大丈夫よ。なにしろ君は我々が探し求めていた唯ゆい一いつの存在。72の魔神とその配下の悪あく魔ま全すべてを隷れい従じゆうさせる王――」

　彼女はそこで間を楽しむようにわざと一呼吸空ける。

「〝ソロモン王〟の再来なのだから」







二章　外げ道どうな王子







　弦げん月げつ島とう。

　その名の通り、この島は細長い三日月の形をしている。

　島には魔ま剣けん士し候補生の養成施し設せつである魔剣士学院と、正式な魔剣士として任務を行う魔剣士隊の本部施設が置かれていて、その二つを中心に小さな都市を築いている。

　街の造りは全て中世ヨーロッパのような様式で設計されていて、まるでファンタジーの世界に迷い込んでしまったのではないのかと錯さつ覚かくしてしまう。外界と隔かく絶ぜつされた環境だから尚なお更さらそう感じる。

　石いし畳だたみ風の道路、統一された外観の建物、そして魔剣士隊本部が置かれている街のシンボル的存在の城。

　魔剣士学院に至っては映画に出てくるような魔法学校にわざわざ似せたような建物だった。

　なんでこんな仰ぎよう々ぎようしい事をしているのか？　それにもちゃんと理由があるらしい。

　民衆に対するイメージだ。

　魔ま神じんだの悪あく魔まだのという力を利用している訳だから、ただでさえ印象が悪い。少しでも良く見せる為ための苦肉の策というわけだ。

　とまあ、そんな説明を美み影かげ先生から受けた。

　で、俺は高校二年に進級後、僅わずか一ヶか月げつで、この島にある魔剣士学院にいきなり転入することを余よ儀ぎ無なくされた。まあ、ある事情からもともと一人暮らしだった俺は、今すぐ連れん絡らくを入れなければいけないような家族も知人も特にはいないし身軽なので、その事自体は別にいいんだけど、これが結構バタバタしていて大変だった。

「必要な手続きは全部こちらでやっとくから、今日からここの生徒よ」

「早っ！」

　とかいうやり取りがあった後、俺が飛ばされてきたあの学内闘技場アリーナから、そのまま学院の講堂まで連れていかれ、そこで行われる朝礼の場に立たされたのだ。

　男子用の制服まですでに用意されている準備の良さで、なぜ男物が存在するのかと尋たずねたら、

「ソロモン王が現れる、来きたるべき日の為に保管してあったのよ」

　と言われた。段取り良すぎだろ。

　サイズとか合わなかったらどうする気だったのだろうか？　まあピッタリだけど。

　そんな学院にちょっと不安を抱いだきつつも、舞ぶ台たいに上がった俺はそこから前方を見下ろした。

　目の前には学院の制服に身を包んだ女生徒達がずらりと並んでいる。

　四百人くらいはいるだろうか？　これで全学年、全生徒らしい。

　当然その中に、先さき程ほど闘技場アリーナで目にした子達も交ざっている。

　特に最前列には偶ぐう然ぜんにも蓮れん花かがいて、その無ぶ愛あい想そうな顔付きで俺のことを睨にらみ付けてきていた。

　なので「よっ」ってな感じで手を振ってみたら、そっぽを向かれた。

　つれないなあ……。

　まあ彼女のことはさておき、この状況である。

　素す晴ばらしい。

　その一言に尽つきる。だって数百人単位の美少女の視線を真っ向から受けるだなんて経験はそうそうある事じゃないから。

　しかも生徒達だけじゃない。舞ぶ台たい端はしに並ぶ先生方もみんな若くて美人揃ぞろいだったのだ。それもそうだ、この島には魔剣士の要件を満たす人間しか住んでいないのだから。

　というわけで、生徒も先生もちょくちょく俺の方に視線を送ってきては、近くの人とひそひそ話をしている。そりゃあ世間から隔絶された女ばかりのこの島に、急に男が入ってきたわけだから戸と惑まどいもするだろう。それだけ俺が珍めずらしい存在だってこと。彼かの女じよ達たちからは興きよう味み津しん々しんといった具合のオーラがひしひしと伝わってきていた。

「気を付けー」

　唐突にどこかに設置してあるスピーカーから声が上がった。見れば舞台横にあるスタンドマイクの前に美み影かげ先生が立っていた。

　彼女の号令は酷ひどくだらーんとしたものだったが、それでも生徒達はパリッと身を引ひき締め一いつ斉せいに静まり返る。

　この反応……あんな怠たい惰だな感じでも生徒の間では影えい響きよう力りよくのある先生なのか？

「では、これより学院長からお話があります」

　彼女はそう言うと、控ひかえるように一歩後ろに下がった。

　それで学院長とやらが舞ぶ台たい袖そでから現れたのだが、その姿に俺は驚いた。

　ちっこかったのだ。

　俺の半分くらいしかない身長とツインテールの頭。白いワンピースからはみ出している手足は溢あふれんばかりの瑞みず々みずしさがあった。

　この学院の長は小学生なのか!?　何かの間違いだろ……とも思ったのだが、彼女は俺の後ろを通って壇だん上じようへと向かったので、そうであることは間違い無いっぽい。

　で、その学院長なんだけど、緊きん張ちようしているのか同じ側の手足が一緒に前に出るというぎこちない動作でマイクの前に立った。

　俺はその様子を目で追っていたわけだけど、彼女はこちらの視線に気付くと慌あわてたようになり、すぐに顔を赤くしていた。

　どうしたっていうんだ？

　訝いぶかしげに様子をうかがうが、彼女はその場で黙もくしたままだった。

「……」

　これにはさすがに生徒達も様子がおかしいとざわつき始める。

「学院長」

　そこでスピーカーからかすれた声が漏もれてきた。

　美み影かげ先生だ。

　先程のスタンドマイクから学院長に小声で呼びかけている。

　いやあ、それだと俺達にも丸聞こえだけどな……。

「学院長、聞こえてますかー？　おーい」

「ふぇ??」

　俯いていた彼女はそれでやっと我に返り、周囲をきょろきょろと見回す。そして助けを求める弱々しい声を上げた。

「みっ、美影せんせぇー……」

「甘あまえないで下さい。いくら男耐たい性せいが無いからって緊張しすぎです」

　なるほど、そういうことだったか。

　それで俺は納なつ得とくしたが、チラリとこちらに目を向けてきた学院長は、またもや頬を紅潮させていた。

「だ、だってぇ……」

「だってもクソもありません。早く進めて下さい」

「うぐぅ……」

　涙なみだ目めで口を尖とがらせる姿がなんとも可愛らしい。

　それでもなんとか落ち着きを取とり戻もどしたようで、彼女はようやくまともに口を開いた。

「今日は……みなさんに転入生を……紹しよう介かいしまひゅ」

　噛かんでるし……そして、黙り込んじゃってるし……。

　ってか、話ってそれだけかよ！

　と心の中で突っ込んでいたら、彼女が掌をこちらに見せて短く言ってくる。

「ど、どどどうじょっ」

「えっ？」

　いきなり学院長からサクランボみたいな赤い顔で「どうぞ」とか言われたが、何が「どうぞ」なんだ??

　もしかして、ここで自じ己こ紹しよう介かいしろってことか？

　言葉が足りず、理解するのに時間が掛かかってしまったが、恐おそらくそういうことだろう。

　なら、ここにいる女の子達に俺おれの魅み力りよくでも知ってもらうとしようか。

　そう思って一歩前に進み出ようとしたのだが……その前に俺の隣となりにいた人物に先を越こされてしまった。

　細い体が前に出る。

　その際に黄金こがね色の髪かみがふわりと空気を含ふくんで俺の頬をくすぐる。

　横顔をうかがうと、そこには白磁の肌はだと、宝石のように輝く青い瞳ひとみがあった。

　それはこの講堂にいる少女達とはまた別種の美しさ。

「え、えっと……クロエ・アレクシーウです。国際異能力研究機構から研修生としてやってきました。まだこちらでの生活に不慣れな点もありますが……どうぞよろしくお願いします」

　緊張で表情も体も強こわ張ばっていたが、とても丁てい寧ねいなしゃべり方だった。そんな彼女からはふんわりとした優やさしさを感じた。

　実際、女生徒達もクロエから放たれる異国の趣おもむきに目と心を奪うばわれていた。

　ここに立たされた時、なんで俺以外にも生徒がいるのかなーって最初から気になっていたんだけど、こういう事か。

　偶然にも彼女も転入生だったのだ。

「はっ、はい……どうぞ、これ」

　そんなクロエからマイクを手て渡わたされる。

　まだ緊張が抜ぬけ切れていないのにも関わらず、健気けなげに笑え顔がおを作る姿がいじらしい。

　俺はそいつを受け取ると、今度こそ一歩前へと踏み出す。

　この場に漂ただよう空気から、みんなが俺の言葉に期待してるのが伝わってくる。

　少しだけ緊張してきたかもしれない。

「えーっと……俺の名前は神かん前ざき央おう真ま。突とつ然ぜんだけど大事なことなので、これだけは最初にみんなに言っておく」

　女生徒達は何を言い出すんだろうという感じで、俺のことをぼんやりと見ていた。

　そんな彼女達に俺は力強く言い放つ。

「今日からここは俺の独裁学院ハーレムになる！」

「はああっ!?」

　この場にいた、ほぼ全員が素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　慌てふためく者もいれば、まんざらでもない様子で頬を染めている者もいる。

「ほら、転入生って最初の印象というか、自分がどの立場にいるのかっていうスタンスを表明するのって大事じゃないのかと思ってね。そうすれば受け入れる方も受け入れ易やすいだろ？」

　彼女達を落ち着かせる意味でも説明を付け加えてやったのだが、そこで壇上にいた学院長が震ふるえた声で何か言い出した。

「あ、あのぉ……その……ハーレム？　ですか？　そ、それは、先生方も含まれるんでしょうかぁー……？」

「もちろんですとも！」

　元気良く答えてやった。

「あわわわ……」

　それで学院長は狼狽うろたえながら講こう壇だんの下に屈かがんでしまった。今では目元から上とツインテールくらいしか見えていない。

　そんな中、俺のハーレム宣言に異議を申し立てる声が上がる。

「そんな身勝手な理り屈くつが通るわけないわ」

　最前列で手を挙げながら叫さけんだのは蓮れん花かだった。

「それが通っちゃうんだよなー」

「……え？」

　思っていた事とは違ちがう反応が返ってきたらしく、彼かの女じよの謹きん厳げんな態度が崩くずれかかる。

　これは説明してあげる必要があるな。

「いや、俺ってソロモン王の再来だか末まつ裔えいだか、そんな理由でこの学院への転入が決まったわけで。そのソロモン王ってのはかつて72の魔ま神じんとその配下の悪魔を〝隷従〟させてたらしいんだよね。ってことは、その魔ま神じん達たちを操あやつるここの生徒達も俺に〝隷従〟される存在ってことになってもおかしくないだろって話。美み影かげ先生、そういう事でいいんですよね？」

　蓮花以下、開いた口が塞ふさがらない女生徒達。そんな彼女達の横で美影先生は呆あきれた顔をしていた。

「ちょっと曲解しすぎだけど、まあ、概おおむね間違ってはいないわね」

「先生!?」

　蓮れん花かは信じていたものに裏切られたかのような顔をしていた。しかし美み影かげ先生は平然とした様子で答える。

「彼かれがソロモン王なら、あなた達の力は全て隷従させられてしまうわ。それは古いにしえに交かわされたとされる絶対服従の盟約でそうなっているのだから覆くつがえすことはできない。自分が使し役えきした魔神や悪魔に逆に食い殺されないようにかつての王がそういう術を施ほどこしたのね。これは私達にとって脅きよう威いであると同時に、強大な力を制せい御ぎよできる可能性を秘ひめているの。そういう意味で魔剣士の利益に成り得るかもしれない王の存在を我々は予かねてから捜さがしていたわけで、それが今日、たまたま見つかっちゃったのよね」

「たまたまって……彼は私が……」

「まあ、そうなんだけど、魔神隷従剣レメゲトンソードに反応する男なんてソロモン王以外には考えられないしねー。それで、その盟約関係が今も成り立つ可能性があるわけよ。だから念ねんの為、彼の言う事にはなるべく反論しないよう学院生活を送ってね。もしかしたら盟約違い反はんの戒かい術じゆつが発動して魔剣士の能力にも影えい響きようが出るかもしれないから」

「えええええええぇっ!?」

　甲かん高だかい声で講堂全体が震えた。

　生徒全員が驚きよう愕がくの悲鳴を上げたのだ。

「学院長はそれでいいんですか？」

　蓮花は壇上に問う。

　学院長はまだ講こう壇だんの上から顔半分をのぞかせたままだ。

「せ、せんせいも、了りよう承しよう済みですよー……。政府のお偉えらいさん方にも今朝報告して早さつ急きゆうに了りよう解かいをもらいましたし……。で、でも……ハーレムの事は聞いてませんが……」

「な……」

　蓮花はあまりの事に息が詰つまってそれ以上しゃべれないでいた。

　さて、粗あら方かた補足してもらったから、そろそろいいかな？

　俺はみんなの注目を集めるように壇上で手を挙げた。

「じゃあそういう事だから王様から命令するぜー？」

「おっ、王様ゲーム!?」

　学院長がなんだか過か剰じように反応していた。

　俺は構わず宣言する。

「王様の権限でこの学院の生徒の制服を全員――――水着とする！」

　途と端たん、目の前にいた全ての女生徒の顔が、まるでガスコンロで火を点つけたように一斉に赤くなった。

　おおっ！　これは素晴らしい光景！　俺はこういうのを待ってたんだよなー。

　だがそのうちに、はにかんでいた少女達たちの間で、

「外道ー！」

「人で無しー！」

　とブーイングが始まった。

　ま、そんな罵ば倒とうも俺にとっては栄えい養よう剤ざいにしかならないけどな。

　だが、文句を言っていた生徒達もそのうちに、

「どうしてかしら……おかしいわ。なんだか水着に着き替がえないといけないような気がしてきたわ」

「あ、あれ？　あなたも？　とてもそんな事したく無いんだけど、そうせざるを得ないような気分が……」

「そうそう、なんだか言葉に逆らえない感じ？」

「あわわわ……あたし、もう脱ぬいじゃうかも!?」

「ええっ!?」

　そんなふうにざわめき始めた女子達の姿を見て俺は歓かん喜きする。

　こ、これは……ソロモン王の隷従の力が効いているのか!?

　なら、もうちょっと。

「ちなみにその水着はビキニに限らせてもらう！」

「調子に乗るな」

「いでっ!?」

　いつの間にか舞台に上がってきていた美み影かげ先生が俺の頭を小こ突づいていた。

　どうやらそう簡単には独裁させてもらえないっぽい。

　俺の楽しい学院生活が始まったばかりだというのに、こいつは由ゆ々ゆしき事態だ。

　どうにかならないもんかな？　そんなふうに悩んでいると、ふと舞台下から俺にジト目を向けてきている蓮れん花かと目があった。

　その表情は相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらだった。
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　全校生徒の前での自己紹介を終えた俺は、そのまま授業へ参加する事になった。

　この学院のカリキュラムとかはよく知らない。それよりも女の園そのに入り込めたのが素直に嬉しいし、頭の中はこれから送る毎日ハーレムな学院生活のことで一いつ杯ぱいだった。

　だが、現実はそう甘くはなかった。

　休きゆう憩けい時間も儘ままならず、引っ切り無しに続く授業、授業、また授業。

　なんでこんなに勉強するんだってくらいの忙いそがしさで、女の子達と会話する暇ひますら無かったのだ。

　それもそのはず、魔剣士としての専修科目以外にも一いつ般ぱん高校生が勉強する通常の教科もあるわけで、単純に倍の授業量があったのだ。実技の比率も非常に高く、基き礎そ体力訓練がほとんどなので昼休みになる頃にはもう頭も体もヘトヘトになっていた。

　あーちょっと休もう……。

　授業が終わるチャイムの音と同時に俺は机に突つっ伏ぷした。

　すると同時に俺の背中に視線の集中を感じる。

　当然これは、クラスの女の子達の視線だ。

　やはりこの場所で男は珍しい存在だからな。興味津々といった具合で遠巻きにこちらを注目しているのが分かる。ついでに俺を話題にしたヒソヒソ声なんかも聞こえてきていた。

　まあこれは今に始まったわけでもなく、今朝からずっとこんな調子なんだが。

　で、そんなヒソヒソ話の中でも気になる会話があった。

「神前君って王っていうよりは、王子って感じだよねー」

「あー言えてるー。外道な王子だから、外道王子？」

「あはは、それっぽーい」

　俺はそれを聞いてすぐに思う。

　王子？　ああ、それもいいかもしれないな、と。

　どっしりと王座に腰こしを下ろし国を見据える王よりも、多少モラトリアム風味の王子の方が性には合っている。

　そのネーミングに一人納得しながら少し顔を上げると、斜ななめ前の席にいる女子の姿が目に入ってくる。

　それは金きん髪ぱつが美しい異国の少女。偶然にも俺と同日にこの学院に転入してきた海外研修生、クロエだ。

　世界でもここにしかない魔神隷従剣レメゲトンソードの技術とその養成校。

　平和利用とはいえ、今やその技術の全てを独どく占せんしているこの日本には、視察にやってきたり、実際に研修生を送ったりする国や国際機関は珍しくない。

　彼女もその一人みたいだが……そういえば同じクラスになってたんだった。あんまり忙しすぎて声をかける暇も無かったな。

　そんな彼女だが、まだ緊張が解けていないのか視線を机の一点に落とし、物もの凄すごく正しい姿勢で椅い子すに座すわっていた。

　そりゃ初日からすぐに打ち解けるなんて、なかなか難しいことだけれど、それにしたって緊張しすぎじゃないか？

　たまにクラスメイトが親しくなろうと声をかけてきてくれるが、彼女の方が張はり詰めすぎていて上う手まく言葉を返すことができず、生徒達は気まずい空気に耐たえかねて離はなれていってしまっていた。

　相当の人見知りだな、これは。

　じゃあそろそろ俺が声をかけるか。最初からそのつもりだったし。

「よっ」

「えっ……!?」

　俺の声に反応して彼女はその脆ぜい弱じやくな肩かたを震わせた。口元をあわあわとさせて狼狽うろたえが濃こくなる。それでも俺は構わず続けた。

「これも何かの縁えん、転入生同士仲良くしようぜ？」

　そう言って彼女に手を差し出だす。すると彼女は思おもい掛がけないことのように目を丸くした。

「わ……わたしと仲良くしてくれるんですか？」

「ああ、そのつもりで声かけたんだけど」

「えっと……」

「神かん前ざき央おう真まだ」

「神前さん」

「央真でいいよ」

「では……央真さん、こんな私でもいいんですか？」

「もちろん」

　クロエはそこで急に申し訳無さそうになり、頬を紅潮させながら上うわ目め遣づかいでこちらを見てくる。

「あのー……本当に？」

「嘘うそ言ってどうするんだよ」

　そこで彼女の顔が花が咲さいたように明るくなる。

「あ、ああっ、ありがとうございます！　こういう所、〝初めて〟で……そ、その……慣れていないというか……とても心細かったんです。本当にありがとうございます！」

　彼女は俺の手を取って、心底嬉しそうに何度も振り動かしていた。

　というか、〝初めて〟ってどういう事だろう？　学校とかに通ったことが無いとか？

「それにしても、心底不安だったんだな」

「え？」

「いや、物凄く嬉しそうだからさー」

　そう言って俺は、自分の手を包つつむ込むように強く握にぎっている彼女の両手を見やる。

「あっ……!?　なっ!?　わっ、わたしとしたことが！」

　クロエは自身がしている行こう為いに今いま頃ごろになって気付き、赤くなりながら慌てて手を離した。

　しかし、俺はその手を逃のがさず掴つかむ。

「ああっ、そのままでＯＫ」

「ふぇっ!?」

　彼女は驚おどろいて目を見張った。そしてすぐに首を振り始める。

「だ、だだダメです！　本当にまずいです！　お願いです、お願いします！」

「えっと……」

　さすがにそこまで懇こん願がんされると手を離さないわけにもいかない。何か触さわられるとまずい事でもあるのだろうか？

　仕方が無いので手を離した。すると今度は急に申し訳なさそうにしてくる。

「ごごごめんなさい！　もし気を悪くされたのなら謝あやまります！　ごめんなさい！」

「いや、もう謝ってるし」

「あっ、ごめんなさい！」

　さすがに俺も苦笑いをするしかなかった。

「まあ、新しい場所に慣れるのって大変だよな」

「そ、そうですね」

「俺もまだこの学院はおろか、島のことも全然分からないし。そこでどうだろう？　不慣れな者同士、今度の日曜日に一いつ緒しよに街を見て回るというのは」

「そ、それはどういう……？」

「まあ平たくいえば〝デート〟だな」

「でーと……？　ですか？」

　クロエは「どういう意味だろう？」といったふうに首を傾かしげた。どうやらデートも知らない箱入りお嬢じようさんのようだ。

「俺もここで生活する以上、色々と確かく認にんしておきたい事もあるし。いいだろ？」

「え？　あ……は、はい！　よ、よろしくお願いします！」

　彼女は疑う様子も無く、強張った体でペコペコと何度も頭を下げた。お辞じ儀ぎ文化なんて無いだろうに、日本人以上に日本人らしかった。

　これは彼女は頼たのんだら断れないタイプだな。そういう所が素す直なおで可愛らしい。

　蓮花も彼女の十分の一くらいでもいいから素直さを表に出してくれたらいいのに、と思ってしまう。

「じゃあ、何時に待ち合わせにしようか？　あ、その前にアドレス交こう換かんしよう」

「あ、はい」

　クロエは素直に携けい帯たい端たん末まつを取り出していた。

　俺おれ達たちが互たがいのアドレス情報を交換しようとしていると、突とつ如じよ近くで声が上がった。

「何をやっているのかしら？」

　振り返かえれば、そこに立っていたのは刺とげ々とげしい険相をした蓮れん花かだった。

　彼女は俺を冷れい淡たんな目で睨む。

「学院内での不品行な行為は感心できないわね」

「不品行？　アドレス交換が??」

「そうよ。そのようなふしだらな行為、見み逃のがすわけにはいかないでしょう？」

「ふしだらな行為というのはどういう事を指すんだ？」

「だから今、あなたが――」

「アドレス交換がなんでふしだらなのか、俺にはさっぱり分からないんだが説明してくれ」

「そ……それはあれよ。男女がそんなに近しい関係になれば自おのずとそういう方向に……」

「そういう方向って？」

　俺は本気で分からないといった顔をした。すると彼女は酷く困こん窮きゆうした顔をして、

「と、とにかく駄だ目めなものは駄目。さっきも朝礼でハ……ハーレムとかいう不ふ謹きん慎しんな発言をしていたでしょ。そういう発言は全部禁止よ」

「ハーレムのどこが不謹慎なんだ？　俺が作るハーレムはみんなが幸せになれるハーレムだぞ？」

「そんなもの、あるわけ無いじゃない。そうやって口車に乗せて、どうせイヤらしい事を迫せまってくるに決まっているわ。そして嫌いやがる私を無む理り矢や理りに……それはもう目も当てられない下品で猥みだらな事よ」

　いつの間にか自分の事に話がすり替かわってるけど、もしかしてこれは、あれか？

「実は蓮花が一番、ふしだらなんじゃないか？」

　ボッ

　そんな音がしてもおかしく無いくらいに、冷然としていたはずの蓮花の顔が真っ赤に燃え上がった。

「そ、そんな訳ないでしょ」

「思いっ切り動どう揺ようしてるじゃないか」

「ふっ、ふざけないでよ」

「蓮れん花かはイヤらしいなあ」

　俺はニヤニヤとした視線を蓮花に向けた。

　彼女は貞てい潔けつな表情を崩さないように堪こらえる。口元などは、ぐっと横に引き結んでいた。

「イヤらしいとはどういう意味ですか？」

　そこへクロエがきょとんとした顔で聞いてくる。どうやら本当に分からないらしい。

「ああ、それはだな。女性としての魅力を最高に持っている人に向けられる賞賛の言葉さ」

「まあ、そうなんですか。ということは、ここにいらっしゃる泉せん明みよう寺じさんは尊敬すべき、すごい人なんですね」

「ああ、すごいぞ？　なにしろすごいイヤらしいからな」

「すごいイヤらしいんですかー」

「へっ、変なこと教えないでよ！」

　蓮花は物凄い剣けん幕まくで分け入ってきた。でもクロエはそこで、

「わたしも蓮花さんのようにイヤらしい人になりたいですー」

　なんて言い出した。

「ならばこの俺が指南してあげてもいいぞ。蓮花のようにイヤらしくしてやる」

「本当ですか！　ぜひ、お願いします」

「なに馬ば鹿かなこと言ってるのよ！　あと色々と誤解を招くような発言は止めてくれるかしら」

「え？　だって本当のことだろ？」

　俺がニコニコしながら言うと、蓮花に視殺されるんじゃないかと思われるほどの眼力で睨まれた。

　そんな最中、クロエは相変わらずのマイペースで言ってくる。

「それで、まずはどんな事をしたらいいですかー？」

「そうだな、とりあえず俺に抱きついてみようか」

「それはダメです」

「む……」

　いきなり拒きよ否ひされた。

「じゃあ、服でも脱いでみようか」

「はい♪」

「それはいいのかよ！」

　彼女の判断基準が分からない。

　クロエはさっさと制服の上着を脱ぎ、今ではブラウスのボタンに手を掛けていた。

　と、そこへ、

「あなたもさっきから何考えてるの？　羞しゆう恥ち心しんというものが無いのかしら」

　蓮れん花かが彼女の手を制止していた。

「羞恥心……ですか？」

　クロエは目を丸くするだけで良く分かっていない様子だ。

　蓮花は説明することを諦あきらめたのか、嘆たん息そくして彼女が脱いだ上着を肩に掛けてやっていた。

　そして、

「元はといえば全すべてあなたがいけないのよ。彼女をそそのかさないでくれる？」

　とうとう俺に矛先が向いてきた。

「仕方が無いなあ。じゃあさ、これからみんなで飯食いに行かない？　俺、腹減っちゃってさ」

「どうしてこの流れでそうなるのよ。それに誰だれがあなたなんかと」

「え、お昼ごはんですか！」

　二人の反応は正反対だった。

　全く俺の誘さそいに乗る気が無い蓮花に対して、クロエは、

「一緒に食べてくれるんですかー？」

　と目をキラキラさせて行く気満々だった。

「あなた、こんなのに付いていったら何をされるか分からないわよ？」

「何かって、なんですか？」

「そ、それは……」

　また同じような事で俺に弄いじられると思ったのか、蓮花は言いい淀よどむ。

「おいおい、心外だな。俺は女の子が喜ぶような事はしても、悲しませるような事はしないぞ？」

「どうだか」

　蓮花は冷めた視線を向けてくる。俺は一つ溜め息を吐ついた。

「仕方が無い、じゃあ二人だけで行こうか」

「はい！」

　クロエが気持ちのいい返事をすると、

「ちょっと、待ちなさいよ」

　すぐに蓮花が口を挟んできた。

「なんだ、やっぱり行く気になったのか？」

「ちっ、違うわよ。二人きりにしたら、あなたが彼女に何をするか分からないでしょ。だから仕方無く付いていくのよ」

「ふーん」

「なによ」

　彼女はむっとした表情を見せる。

　俺はその不機嫌な顔を少しの間見つめた後、尋ねる。

「で、この学院って学食とかあるの？」

　蓮れん花かは不服そうに答える。

「ふん、こっちよ……」

　そんな彼女に連れられて、俺とクロエは学内にある食堂へと向かった。
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　食堂は校舎から伸のびる渡わたり廊ろう下かを進んだ別べつ棟むねにあるらしい。

　言われた通りに歩いていると、まるで聖堂の如き外観の建物が目の前に現れて絶句した。

　まさかあれが食堂だとは思いも寄らなかったのだ。

　とても飯を食うような場所とは思えない荘そう厳ごんさ。内装も同様で、アーチ状に組まれた高い天てん井じようにはステンドグラスなどもはめ込まれていた。

　どんな晩ばん餐さん会かいに来てしまったんだ？　コース料理でも出てくるのか？

　そんなふうに思っていたら、中身は好すきな料理を好きなだけ皿に盛って食べるブッフェ形式の学食だった。しかも食費は国が負担してくれているらしく、俺達は一銭も払はらう必要が無いというから素す晴ばらしい。だからほとんどの生徒がここで昼食を取っていた。

　でも中には自分で弁当を作ってきたり、街で購こう入にゆうしたものを持ってきている子もいた。そっちは自じ己こ負担になるらしい。

　俺達は各おの々おのに好みの料理をチョイスしてきて空いている席に着く。

　当然、男である俺がいることでこのテーブルは注目を浴びてしまっていた。

　蓮花はそれが我が慢まんならないようだ。

「早く食べて教室に戻りましょ」

「何言ってんだよ。今、来たばかりだってのに」

「そうですよ？　ゆっくりと楽しみましょ」

　クロエも賛同する。

「わたし誰かとランチするなんて初めてなんですー。だから、もうちょっと堪たん能のうさせて下さい」

「ほら、クロエもこう言ってるじゃないか……って初めて!?」

　思わずスルーしてしまうところだった。

「初めてって、どういう事？　まさか……友達がいなかったとか？」

「え……？　あっ、あー……まー似たようなものです。はい」

　なんか歯切れの悪い答え方だったが……そうか、そうだったのか。

　同情してしまった俺は、ある思いに至った。

「よし、ここはクロエにみんなで飯を食うことの楽しさを教えてあげようじゃないか。なあ蓮れん花か？」

「は？　私も？」

「当たり前だろー」

「そんな事言ってもただ食べるだけじゃない。それ以外何があるって言うのよ」

「食べ方にも色々あるだろ？　楽しい食べ方がさ」

　蓮花は首を傾げていた。

「えっと、クロエ、それを一つ取ってくれるか？」

　俺は彼女の前にある皿を指差してそう言った。

　そこにはブリの照り焼きとか、里さと芋いもの煮にっ転ころがしとか和風系の料理ばかりが載のっていた。海外からやってきた人間にしてはやたらと渋しぶいチョイスだったが、俺はその中でも鮮あざやかな黄色が映はえる厚焼き玉子を指し示していた。

「これですか？」

　そう言ってクロエは厚い一切れをフォークに刺さした。

「そうそう、それそれ。そいつを俺のここに」

「こんな感じですか？」

　俺がアーンと口を開いたら、クロエは苺いちご色に頬ほおを染めながら素直に厚焼き玉子を近付けてくる。

　そこで蓮花が声を張り上げた。

「ちょっと!?　待ちなさいよ、何やってるのよ!?」

「何って、アーンだけど？」

「ア……って、そんな行為がこの学院内で許されると思ってるの？」

「いや別に許されるだろ？　特に規則がある訳でもなし」

「こ、公こう序じよ良りよう俗ぞくに反するのよ！　見なさい、みんなあなたのやってる行為に動揺してしまっているわ」

　周りを見れば、食堂にいた全ての生徒が食事の手を休めてまで俺達の様子に注目していた。しかもみんな頬がほんのりと赤い。

　ああ、そういえばここにいる子達はこういう事にあんまり慣れてないもんな。

「じゃあ、この場にいる全員からアーンしてもらおうかな」

「!?」

　周囲でガタガタッと椅子の脚あしを引ひき摺ずるような音が一いつ斉せいに上がった。

　見ればみんな顔に動揺の色を浮うかべている。

　それは蓮れん花かも同じだった。

「な、なんでそういう事になるのよ！」

「そうすればそれが常識になるわけで、そうなれば公序良俗にも反しないかと思ってね」

「そんな道理が通るわけないでしょ」

「だったらさ、蓮花が代わりにアーンしてよ」

「はっ!?」

　これにはさすがに彼女の冷れい徹てつな表情も崩れた。

「い、意味が分からないわ」

「だから、蓮花が俺おれにアーンしてくれれば、それと引き替えに全員とアーンするっていう案を取とり止やめるってこと」

「そんな取り引きとも呼べないような取り引きが通用するわけが……」

「楽しいと思うけどなー」

「そんなわけないでしょ」

「やったことあるのか？」

「な、ないわよ」

「じゃあ楽しいか楽しくないかなんて分からないじゃないか」

「そんなのやるまでもないでしょ？」

「やってもみないうちから否定するなんて、剣の道を志す者らしくないな」

「ぐっ……」

　その言葉が一番効いたようだった。

「あ、俺その海老えびがいいな」

　蓮花の手元をのぞき込みながら言うと、彼女は鋭い目を俺に向けてくる。

「言っておくけど、私は格好悪い人間になりたくないだけだから」

「はいはい」

　彼女は納得いかなそうな顔をしながら自分の皿にあった海老フライをフォークに刺して、プルプルと震える手で俺に差し出してくる。

「ほら、ちゃんと『アーン』って口に出して」

「……」

　彼女は頬を燃もえ尽つきそうなほど真っ赤に染めながら、視線をそらす。

「ア……アーン……」

　か細い声が聞こえてきて、海老フライは俺の口の中に収まった。

「ああっ、蓮れん花かに食べさせてもらう海老フライは格別だなあ」

　俺は真実心からそう思ったので言ったのだが、彼女は歯は噛がみする。

「げ……外道……」

「でも楽しかっただろ？」

「ぜ、全然、楽しくなんてないわよ。もういいでしょ、これで終わりね」

「何言ってるんだ、食事はこれからじゃないか」

「っ!?」

　蓮花の顔が青ざめたようにも見えた。

　本当はもっと素直な心が内面にある癖くせにいつも仏頂面だったから、表に出せない深い理由でもあるのかと思ったがそうでもないようだ。僅わずかに垣かい間ま見みえた表情に安心する。

　さて、今度はクロエに食べさせてもらおっかなーなんて考えていると、ふと思い出す。

「そうだ、さっきクロエにアドレス教えてもらおうとしてそのままだったな」

「あ、そうでしたね。今、しましょうか？」

　クロエは携けい帯たい端末を取り出した。

　俺は蓮花の方にも視線を向ける。

「蓮花も交換しよう」

「はい??　なんであなたに私のアドレスも教えなければいけないのよ」

「蓮花と四六時中会話がしたいからに決まってるだろ？　言わせんなよ恥ずかしい」

「……」

　それで彼女は完全に黙り込んでしまった。

　ああ、今こそ心の声が聞きたい！

　するとこのタイミングでクロエの端たん末まつに着信があった。

　メールかと思われる音が流れる。

　早さつ速そく、メールボックスを開いた彼女だったが、次の瞬しゆん間かんその表情が固まる。

　それはこれまで見せていた柔にゆう和わな面おも立だちからは考えられないほどの鬼き気き迫せまったものだった。

　心配になった俺は声をかける。

「どうしたんだ？　何か悪い知らせでも？」

「へ!?　い、いや……なんでもないです。大したことじゃないです」

　彼かの女じよは慌あわてて画面を見られないように端末をしまう。

「そんなふうには見えないけど？　本当に平気なのか？」

「だ、だいじょうぶです！　それより、わたし、ちょっと用事ができたんでこれで！」

「えっ、ちょっ!?」

　俺が止める間も無く、彼女は駆かけ足あしで食堂を出て行ってしまった。

　なんだよ、明らかにおかしいだろ。

　絶対、何かあったとしか考えられない。

　居ても立っても居られなくなった俺は、自分で盛った料理を急いで口に入れ、クロエが残していった分も掻かき込み、隣となりにいた蓮れん花かに言う。

「追うぞ」
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　食堂を出た俺と蓮花はクロエの行方ゆくえを捜さがしていた。

　中庭の方に向かって走って行く姿が見えたので多分、そっちじゃないかと思い来てみたのだが、そこには彼女どころか人っ子一人いなかった。

　仕方が無いので校舎に向かい、教室を見て回る。生徒達にも聞いてみたりもした。

　でも彼女の行方は分からず、ふらふらとしているうちにまた最初の中庭に戻もどってきてしまっていた。

　ふと一息入れるように辺りを見み渡わたす。

　手入れの行き届いた緑の庭園。

　シンメトリーに形作られた中庭の先には緩ゆるやかな丘おかが見える。

　丘の上には数基の風車が回っていた。その風車はヨーロッパの農村に建っていそうなレトロな外観だったが、別に中で穀物を挽ひいてたりするわけではない。

　聞いた話によると内装は表向きに反して近代的で、高効率の風力発電機になっているらしい。あちこちに設置されているこの風車群が島の電力の大部分を担になっているのだとか。

　さて、もうすぐ昼休みが終わってしまう。それぐらいの時間が経たっていた。

　食堂の窓辺から見ていた限りでは、クロエはあの風車の方へ向かって行ったようにも見えた。もしかしたらあそこに？

　そう思った俺は、ちょっと距きよ離りがあるが、そこまで行ってみようと蓮れん花かに告げる。これで見つからなかったら教室に戻ろうという約束をして。

　数分後。

　俺達は数ある風車のうちの一つに辿たどり着ついていた。

　袂たもとから見上げれば巨きよ大だいな四枚羽の羽根車が風を受け、力強く回っている。

　ここには一切の遮しや蔽へい物が無い為ためか身に当たる風も厳しい。

「一体どこへ行ったんだ？」

　勘かんは外れていた。見通しが利ききすぎるくらいのこの場所に人ひと影かげは無い。

　俺が嘆息していると、傍そばにいた蓮花がいつもの冷淡な口調で言ってくる。

「無理に捜す必要も無いと思うわよ」

「どうしてさ」

「誰しも触ふれられたく無いことの一つや二つあるものよ」

「そうは言ってもあの様子は普ふ通つうじゃなかったぜ？」

「本人が大だい丈じよう夫ぶだって言ってるんだから、放って置くより他は無いでしょ？　もし助けが必要なら向こうから言ってくるわよ」

「それがちゃんと言える人間ならな。誰かさんみたいに素直になれない奴もいる事だし」

「何それ？　私に言ってるの？」

「間ま違ちがってるのか？」

　蓮花はキッと目を細める。

「だから、あなたは無ぶ粋すいなのよ」

　それを言うならお前もな。

　そんなふうに言い返そうとしていた時だった。

　俺の耳が風鳴りの変調を捉とらえた。先さき程ほどまで一定のリズムで回り続けていた風車に異変を感じたのだ。

　すぐ真上にある巨大な羽根車を見上げると、あれだけ勢い良く回っていたそれが油が切れた車輪のように軋きしむ音を立てて制止した。

　そして羽根車の軸じく受うけに亀き裂れつが走る。

　落ちてくる。

　反射的にそう感じた俺は蓮花の体に覆おおい被かぶさっていた。

「きゃっ!?　何するのよ！」

　彼女はまだ事態に気付いていない。

　大きな影が上方から迫ってくる。

　羽根車が落下したのだ。

　蓮れん花かを抱だいて回かい避ひする余よ裕ゆうは無かった。

「ちょっと大人しくしてろ！」

　ビクッとなった彼女の右手に自分の手を重ねる。

　確かこいつで。

　意識を込めると蓮花の指輪が反応する。

　次の瞬間には俺の手の中に身みの丈たけほどの巨大な剣けんが出現していた。

　魔神隷従剣レメゲトンソード……！

　俺は迷わずそいつを振るった。

　刹せつ那な、

　縦一文字に閃せん光こうが走り、羽根車は真っ二つに切きり裂さかれ破は砕さいする。

　しかし、それだけでは済まなかった。

　閃光は風車もろとも破は壊かいし、その背後にあった地面をも削けずり取って、遥はるか先にある森の木々を数十本薙なぎ倒たおしたのだ。

　辺りには焼やけ焦こげたような匂においが立たち籠こめる。
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　風車はまるで爆ばく撃げきでも受けたかのように完全に原型をとどめない状態にまで破壊されていた。

　これには剣を振るった俺自身も実感が無く、呆ぼう然ぜんとしてしまった。

「これが魔ま剣けん……」

　そう呟つぶやいた俺を蓮花はぼんやりとした瞳ひとみで見つめていた。

　ともかくなんとか惨さん事じを免まぬがれた。美み影かげ先生が指輪の中に剣を収めるのを見ていたから、もしやと思い、見よう見まねでやってみたけどどうにかできた。

　もし思うようにできていなかったらと考えると……危ねえ。

　だが、なんで急に風車の軸じくが折れたりしたんだ？　整備不良や老ろう朽きゆう化かなんてことがあるのか？　こんな場所で。

　疑問に思いながら傍かたわらに転がる羽根車の残ざん骸がいを目にすると、俺が破壊したものとは明らかに違ちがう鋭えい利りな切り口を軸の部分に見つけたのだ。

　こいつは……。

　意図的にこうなるように仕組まれていたとしか思えない。

　でも、どうしてこんな事を？

　考えれば考えるほど謎なぞが深まるだけだった。

　ドクン

　そんな時だ。ふと俺の心臓が強く拍打つのを感じた。痛いくらいに。

　同時に体中の血液が沸ふつ騰とうしたように熱くなる。

　こいつは……魔剣を使った影えい響きようなのか？

「いつ見ても美味おいしそうな生き娘むすめだな」

　俺は片手に抱かかえていた蓮れん花かに向かってそう言った。

　なんだか気分が高こう揚ようして普ふ段だん使わない言こと葉ば遣づかいになっている。

「っ!?」

　当然、彼女は警けい戒かい心しんを露あらわにして、俺から離れようとする。だが彼女の細い体は俺の腕うでにがっちり掴まれていて身動きができない状態。

「ちょ、ちょっと！　離しなさいよ。今のあなた、な、なんか変よ？」

　俺は女の子好きで、ちょっかいを出すのが大好物だ。

　だからと言って、こんな無理矢理なやり方は流りゆう儀ぎに反するはずなのに、その衝しよう動どうを止められない。

「助けてやったというのに、そんな態度はなかろう。むしろ礼の一つも貰もらいたいものだ」

「お礼って……それは……あ、ありがとう……？」

「そんな礼では我われの欲望は満たされないな」

「欲望って……じゃあ何をすればいいって言うのよ」

　そこで俺は人差し指の先で彼女のピンク色の唇くちびるをなぞる。

　彼女は息を呑のんで、赤くなった。

「これが欲しいな」

「なっ……!?　ななな……そんなの駄目に決まってるでしょ！　何考えてるのよ！」

「では君は我が与あたえた恩に報むくいない不届き者ということになるが？」

「どうしてそんなに恩着せがましいのよ！」

「それで、くれるのか？　くれないのか？」

　俺は彼女の唇に視線を置く。

「なんでそれでなきゃいけないのよ！　他のものでいいでしょ」

「これがいいのだ」

「……」

　彼女は完全に沈ちん黙もくしてしまった。

《どっ、どどどどどうしてもって言うんなら……その、考えてあげなくもないけど……今はダメ！　だってまだ、心の準備とかできてないし！》

　心の声が聞こえてくる。持っていた魔剣を彼女の手にそっと触れさせていたからだ。

「では、いつならいいかな？」

　俺がそう尋たずねると、彼女は手元にある剣の存在に気づき、眉まゆ尻じりをヒクヒクとさせた。

「死ね！」

《ばっ、ばかあああああっ!!》

　彼女のアッパーカットが俺の顎あごに決まり、それが切っ掛かけの如く、沸騰するほど熱くなっていた体内血液が急激に冷めてゆくのを感じた。
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　俺が教室に戻ると誰もいなかった。

　それも風車の騒そう動どうが瞬またたく間まに本校舎に伝わり、午後の授業が急きゆう遽きよ休講となったからだ。

　俺はあの場所で現場検証的なものに立ち会わされていたから、その間にみんな帰ってしまったのだろう。

　蓮れん花かも同じように立ち会っていたが、俺が詳くわしい事情を先生方に話しているうちにいなくなっていた。

　俺だけ置いてけぼりかよ。

　そういや、さっきのアレはなんだったんだろうな。

　急に体が熱くなって、いつもより蓮花を虐いじめたい衝動に駆られてしまった。

　魔剣のせいなのか、なんなのか、その切っ掛けが分からない。とりあえずそんな事はこの学院に来るまでは無かったから環かん境きようのせいなんだろうか？

　今のところ原因は不明だ。

　俺は閑かん散さんとした周囲に目を向ける。

　なんとも寂さびしい光景だ。

　そんな教室の真ん中でぼーっと立っていると、ふと声が掛かった。

「あら？　神かん前ざき君、まだいたの？」

　不思議なものを見るような目で入り口に美み影かげ先生が立っていた。

　相変わらず、眠ねむそうでだらーんとした態度だ。

「なんでそんな不可解な感じなんすか。俺、さっきまで大変だったんですからね？」

「あら、そうだったわね」

　彼女は軽く笑った。

「それにしても、なんなんですかあれは」

　俺が尋ねたのは、もちろん意図的に細工されていたと思われるあの風車についてだ。

「それについては魔ま剣けん士し隊本部と協力して調査してみるわ。現時点ではなんとも言えないわね」

「お願いしますよ、ほんと。あんまり生きた心ここ地ちしなかったんですから」

「何言ってんのよ、それくらいの事で。早速ソロモン王の力を発揮したらしいじゃない。実際、なんとかなったでしょ」

「いや、まあ……でも俺、魔剣士については朝からの授業分くらいしか教わって無いんですからね？　それでなんとかなったと言われても……」

「それだけで、あれだけの事ができるんだから将来有望じゃない」

「はあ……」

　そうとしか答えられなかった。

「で、壊こわした風車の弁べん償しよう代は将来神かん前ざき君が魔剣士隊に入った時の給料から天引きって事でいいわね？」

「なんだと!?　ああするしかなかったんだから仕方が無いでしょ！　っていうか、こういうのってお咎とがめ無しですよね？　基本」

「ふふ、社会を舐なめてもらっては困るわね」

「鬼おにだ……」

　まあいいや、これ以上話していても埒らちがあかない。俺は他に聞きたい事があったんだった。

「そういえば、みんなもう下校したみたいですけど、どこへ？」

「ん？　ああ、寮りように帰ったのよ」

「寮??」

「もうっ、この校舎の裏手に建ってるでしょ。そこよ」

「なんでそんな事も知らないの？　みたいな言い方されても困るんですが！」

「え、何？　とにかく、授業終しゆう了りよう後の活動はみんなそっちでってことになってるから。あ、まずったー、３‐２だったかー」

　彼女は俺との会話などそっちのけで手にしていたタブレット端末の画面に夢中だった。

　なんか競馬サイトっぽいのがチラリと見えたぞ？

「明らかに面めん倒どう臭くさくなってますよね？」

「ん？　まだ何か？」

「う……じゃあ俺も今日からその寮に？」

「そこは女じよ子し寮りようだから駄だ目めよ。特に神かん前ざき君みたいなのは何をしでかすか分からないし」

「なら俺はどこで生活を？」

「急に転入が決まったのに男だん子し寮りようなんて用意できるわけないじゃない！」

「なんで逆ギレ気味なんだ!?」

「とにかく、寮は駄目よ。それ以外……そうね、この校舎だったら夜間は誰もいないから、どこか適当な所見つけてなんとかしてよ」

「適当にって……酷ひどい！　なんて酷い扱あつかいだ！　嘘うそでもいいから、ちょっとは努力している素そ振ぶりを見せてくれ！」

　ちなみに今日の学院での生活では、女子トイレしかないのでトイレには行くな！　とまで言われた。なんとか一箇か所しよだけ俺専用として開放してもらい事無きを得たんだけど……。あのままだったらどうなってたことやら……。

　ソロモン王な俺に女の子達たちはみんな従順でウハウハってのを期待してたのに、いきなり学院ヒエラルキーの最下層にぶち込まれた気分だ。

「そういえばクロエ見ませんでした？」

「クロエさん？　普通に帰って行ったの見たけど？」

「何か変わった様子は無かったですか？」

「そんな事は無かったわよ。寮の場所を教えてあげたらニコニコしてお礼を言ってきたわ。あの子感じの良い子ねー」

　なんだか聞いた限りでは元気そうだ。どうやら俺の思い過ごしだったみたいだな。

「ま、そういうことだから。よろしくー」

「えっ!?　ちょっと！」

　美み影かげ先生は一方的に言い捨てて、教室を出て行こうとする。

「あたしは忘れ物を取りにきただけだから。じゃあねー」

　そう言って彼女は、教きよう卓たくから取り出した栓せん抜ぬきを片手に行ってしまった。

　絶対、学校で飲んでるだろ！

　ったく……で、俺は結局どこで生活すりゃいいんだよ。

　この場所は南海の孤こ島とう。暖かい気候とはいえ、それでも夜は多少冷えるだろう。風か邪ぜを引かないように適当な場所を探さないとなー。

　とりあえず、どこか良い寝ね床どこはないものかと、誰もいなくなった校舎内を見て回る。

　でも教室くらいしかなくて、そこだとやたら広くて落ち着かない。

　困っていると、ふと窓の外に小さな建物を発見する。敷しき地ちの片かた隅すみにあるそれは、ちょっと余裕のある体育倉庫って感じの建物。

　俺にはあれくらいの大きさが落ち着くなあ。

　美み影かげ先生は校舎内って行ってたけど、あそこも学院の敷しき地ち内ないっぽいから別に構わないだろう。

　今日の寝床をそこに決めた俺は早速、校舎の外に出た。

　その建物に近付くと、見た目は校舎の造りに様式を合わせていたが、やはり倉庫のようだった。

　そこにある鉄てつ扉ぴに手を掛け、開ける。鍵かぎは特に付いてはいなかった。

　中に入ると使われていない机とか掃そう除じ用具とか、そういった雑多な物で溢あふれかえっていたが、窓が無いはずのこの場所で内部が明るいことに気付く。

　室内灯が点ついたままだったのだ。

　なんだ、前にここに入った人間が切り忘れたのか？　しょうがないなあ……。

　まあいいや、このまま使うとしよう。少し片付けて過ごしやすいスペースを作るか。

　そう思って、足あし下もとに転がっていた椅い子すを拾い上げようと屈かがんだ。

　すると、ふと床ゆかに落とした視線の先に白くて細いふくらはぎが二つあるのが目に入ってきた。

　そのままそいつを上へと辿ると、張りのある太ももと、小さな白い布切れが見えてくる。形の良いおヘソと引き締しまったお腹なか、そこから更さらに上へ向かうと、またもや布に覆われた見るからに柔やわらかそうな双そう球きゆうがあった。

　これはもしかすると……いや、もしかしなくてもアレだよな。

　女の子の下着姿。

　誰だれだよ、こんな所で脱ぬいでるのは！

　そう思って顔を確かく認にんすると、それは蓮れん花かだった。

　彼女は俺の存在に気付いて、きょとんとした表情で固まっていた。

「何やってんだ？」

　俺は至って冷静に尋ねた。

　彼女はというと、小刻みに震ふるえる腕で胸とヘソの下を隠かくす。表情は変わらない。

　あれ？　なんだ、結構落ち着いてるのか？

　そういう反応だとちょっと拍ひよう子し抜ぬけだなあ、なんて残念に思っていたら、

《ひっ……》

「？」

《きゃああああああああああああああ!?　あばばばばばばっ、み、みみみみみ見てる!?　見られてる!?　何!?　どうして!?　あわわわ》

　彼女の絶ぜつ叫きようが俺の頭の中に響ひびいてきた。

　良く見れば、パンツの方を隠している手に魔神隷従剣レメゲトンソードがあった。
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　心の中では物もの凄すごく動どう揺ようしている癖に、表の蓮れん花かは頬を赤く染めて、眉まゆを顰しかめているくらいだった。

《ヘ、ヘンタイ！　早く出て行ってよ!!　だ、だれにも見られたこと無いのにっ……ばっばかああっ!!》

「あのさー、無理しないで素す直なおに『きゃーエッチー』とか叫さけんで恥はずかしがった方がずっと可愛かわいらしいと思うぞ？」

「は？　恥ずかしい？　あなたのような人間以下の存在を前に羞しゆう恥ち心しんなど感じるわけがないでしょ」

「いや……そこ強がるところじゃないから」

　なんでそこまで虚きよ勢せいを張るかなあ。

「強がる？　この私が？　冗じよう談だんでしょ？」

「冗談も何も、実際取り繕つくろい切れてないだろ。強がりじゃないってんなら、なんで微び妙みように隠してんだ？」

　俺が蓮花の腕から溢れた胸むな元もとと、太ももの付け根辺りに視線を向けると、彼女はビクッと体を震わせた。

「そ、そんな事無いわよ……。これはちょっと……肌はだ寒ざむかっただけよ」

　意地を張りながら、彼女は隠していた腕を解いて、その手を腰こしに持ってゆく。

　当然、柔らかそうな膨ふくらみと腰周りが露わになるが、それでも蓮花は胸を張って空から威い張ばりの態度を示した。

　ツンと得意気に鼻先を上に向けるが、体は微かに震えている。

　俺の視線は自然と彼女の姿態を捉えていた。

《いやっ、恥ずかしい……そ、そんなに見ないで……》

　何やってんだか……。

「ふぅ……」

　俺は一つ、溜ため息いきを吐ついた。

　そして、着ていた制服の上着を脱ぎ、彼女の肩かたから掛けてやる。

「え……？」

　蓮れん花かは何が起こったのか分からないといった表情をしていた。

《な、何？　どういう事??　外げ道どうで傲ごう慢まんなエロ男の癖に》

「俺は紳しん士し的てきなエロ男だからな」

「!?」

　彼女の口元が引き攣つるのが分かった。

「あなた、また私の心を」

「仕方が無いだろ、その剣を持ってる限り、放っておいても全部聞こえてしまうんだから」

　蓮花は一いつ瞬しゆん、瞳を見開く。そしてニヤリとほくそ笑えんだ。

「なるほど、そういうこと」

「あ……しまったああああっ!!」

　折せつ角かく、面おも白しろい玩具おもちやを見つけたと思ったのに、こんな所で口が滑すべってしまった！

　彼女は持っていた剣を体の前に掲かかげる。そして眉み間けんの辺りで軽く集中すると、あの長い剣が中指に嵌はめている指輪の中に吸い込まれ、綺き麗れいさっぱり消えてしまった。

　俺が不思議なものを見るような目でいると、

「何を見ているの？　あなたもさっきやって見せたでしょ？　ここでは珍めずらしいものじゃないわ」

「いや、俺はなんていうか見よう見み真ま似ねでさ……魔剣士の知識については素人しろうとだから」

　俺がそう言うと、彼女は少し得意気な様子でこちらに指輪を向けてきた。

「これは【魔束輪ゴエテイアリング】よ。魔神隷従剣レメゲトンソードはこの中に量子化して持ち運べるの」

「へー便利なもんだな。じゃあ今度、別の指輪を俺が左手薬指にプレゼントしてやるよ」

「……」

「くそっ、聞こえない！」

　もしやと思って試ためしてみたが、やはり彼女の心の声は聞こえなかった。

　でも今までの例からすると、彼女が黙だまり込む時は決まって動揺している時だ。

　ってことは……今も？

　俺の邪よこしまな考えを察知したのか、彼女は眉を吊つり上あげる。

「そんな事より服を着るから後ろを向いててくれる？」

「ん？　あ、ああ」

　俺は素直に背中を向けた。だから最初から、こうしてりゃあいいのに。

　しばらくして、

「いいわよ」

　許可が出たので振り向むく。するとその拍ひよう子しに俺の上着が飛んできた。

「お礼は言わないわよ」

「はいはい」

　むすっとした態度の蓮れん花かは学院の制服に身を包つつんでいた。一いつ般ぱん高校の制服よりもやや軍服に近いデザインのそれは蓮花の表情をより硬かたく見せる。

「そういや、なんでこんな所で素すっ裸ぱだかだったんだ？」

「裸はだかじゃ無いわよ。下着は付けていたわ」

　いちいち面倒臭い奴やつだな。

「ああ、そうだな。で、下着姿で何をしていたんだ？　まさか放課後に倉庫で脱ぎ出すとかいう特とく殊しゆな趣しゆ味みがあるわけではないだろ」

「魔魂ソウルコードを剣に宿す練習をしていたのよ」

「魔魂ソウルコードって魔ま神じんの魂たましいをデータ化したものだろ？　今日の授業でそんな事を言ってた気がする」

「その通りよ。魔神はこの人間世界では肉体を保つことが出来ない。でもその魂は万ばん物ぶつの中に存在する。それらを感じ取り、剣に宿して能力と成す者が魔剣士なわけ。感覚を尖とがらせ、少しでも魔魂ソウルコードを知覚し易やすくする為には素す肌はだに近い姿が一番なのよ」

「なるほど、そういう理由があったのか。でも、それなら他の子達も蓮花のように脱いじゃえばいいのに」

「……」

　そこで彼女は口を噤つぐんでしまった。また内面で動揺しているのかと思ったが、その表情は暗く、別の感情が支配しているかのようにうかがえた。

「他の子達はそこまでしなくても十分に力を扱うことが出来るわ。こんな事までしなくちゃならないのは〝魔神に嫌われた魔剣士デツドダツク〟……と呼ばれる私だけ」

　俺はそこである事を思い出した。

「魔剣が使えない？　ってことは、お前まさか……処女じゃ……無く!?」

　この質問には冷然としていた彼女も耳を赤く染め、慌てた。

「ちっ、違うわよ！」

「あーそれが聞けて良かった。俺の蓮花がすでに穢けがれてしまったのかと思ったよ」

「刻むわよ？」

　彼女はしている指輪をこちらに見せて、再び剣を呼び出そうという素振りを見せる。

「じょっ、冗談だ！」

　それで彼女は手を引っ込め、語気を強める。

「魔剣が使えないわけじゃないわ。上う手まく扱えないだけよ。そこを勘かん違ちがいしないでくれるかしら」

「はい」

　物凄い剣けん幕まくで言われ、俺おれは従順な子犬のように返事をした。こんなんで俺は本当にソロモン王なのか!?

　魔剣は出してこないまでも彼女の怒いかりは収まらないようで、険悪な表情と口調が続く。

「いい？　72柱クラスの魔神を操あやつれるのが上級魔剣士と言われる存在。その72柱の配下に中級と下級の悪あく魔まがいて、それを操るのも魔剣士。でも私は最初から72柱しか狙ねらってないのよ。そう簡単に操れないのは当たり前だわ」

「あれ？　蓮れん花かは超ちよう下か級きゆうすらもまともに扱えないって他の子達が言ってたような気がするけど……」

　鋭するどい眼光で睨にらまれたのでフォローする。

「そ、そうだな。72柱って言うと多そうな数字だけど、聞いた話では上級魔剣士ってまだ数人しか存在してないらしいし、それだけ難しいんだろうな」

「そうよ、豊作だと言われている私達二年生ですら二人しか確認は出来ていないわ。一年と三年はゼロ。それほどの存在って事よ」

「でもこの学院の生徒って、そのまま本部の魔剣士隊にエスカレーター式に入れるんじゃなかったっけ？　正規魔剣士になれさえすれば、それでいいんじゃないのか？」

「何を言ってるの？　さっきから言ってるじゃない。私は72柱しか狙ってないって」

「だから、なんでそこまで72柱にこだわるんだよ」

　下級悪魔すらまともに扱えず、〝魔神に嫌われた魔剣士デツドダツク〟とまで揶や揄ゆされている彼女が、なぜそこを目指そうと思ったのだろうか？　それが俺には分からなかった。

　だが、彼女の瞳は今までに無く生き生きと輝かがやいた。

「黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズに入る。それが私の目標だから」

　その名前と姿は本土にいた俺でもよく耳にしていた。

　魔剣士隊の中でも国民にその活動内容と健全性、そして技術の高さを広くアピールする為に結成された上級魔剣士六人の部隊、それが【黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズ】だ。

　そういや幼い頃ころ、近くの自衛隊基地で行われた魔剣祭に黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズの公開剣けん舞ぶ展示を見に行った記き憶おくがある。

　実際に魔剣士が剣けん技ぎを披ひ露ろうしたり、架か空くうの目標を制圧したりする演習が見られたり、ある意味ショーの印象が強いイベントだ。

　間近で見た、人間としての能力を超こえた動き。そして魔剣士の中でもトップレベルの剣技。

　それには感動というよりも、ただ圧あつ倒とうされたことの方が上だった。

　天を突つき刺さすほどの長大な剣を振ふり上げた魔剣士。

　轟ごう音おんを発し、上空から迫せまり来る鋼鉄の炎えん塊かいを大剣で叩たたき斬きる姿。

　破砕。

　地上は地じ響ひびきを起こし、震える。

　そして怒ど号ごう。

　悲鳴。

　あれ？　なぜだろう？　いつの間にか楽しかったはずの記憶が目を覆いたくなるような惨さん劇げきに変わってゆく。

　幼い俺の傍らには、伏ふしたまま動かない同い年くらいの少女の姿。

　燃え盛る炎ほのお。

　思い出したくも無い記憶が次々に溢れ出してくる。

　これは一体……？

　そこへ苛いら立だった声がぶつけられた。

「聞いているの？」

「え？　あ……」

　蓮れん花かが退たい屈くつそうな顔で俺のことを見ていた。

「自分で尋ねておいて、ぼーっとしているなんてどういう了りよう見けんなのかしら」

「すまない。それでその黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズに入って何をする気なんだ？」

「決まってるでしょ。自国の防衛と災害や事故に遭あって困っている人達を救うのよ」

「それってまんま魔剣士の本務じゃないか。それなら普通の魔剣士でも変わらなくないか？」

「私は黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズじゃなきゃ駄目なの」

「納なつ得とくがいかないなあ」

「別にあなたの納得なんていらないでしょ。そんなことより、あなたにはやってもらう事があるわ」

「ん？」

「とりあえず72柱クラスの魔神を扱えるよう、しばらくあなたに手伝ってもらうから。〝私の魔神として〟。いいわね」

〝私の魔神として〟という所だけが嫌いやみったらしく強調された。

「はい？　なんだそりゃ？」

「みんなの前で恥はじを掻かかされたんだから、これくらい奉ほう仕しするのは当然の事でしょ？　あなた程度でも犬よりは役に立つと思うし」

　不ふ遜そんな態度の彼かの女じよは完全に上から目線だった。

　みんなの前で大たい言げん壮そう語ごを吐いて魔神を呼び寄せたら、俺が降ふってきた。そして笑われた。

　その事をずっと根に持っているのだ。教室ではその事をいまだに話題にし続ける生徒もいて、蓮れん花かの苛いら々いらが俺にも伝わってきていた。

　彼女が魔剣を使うとあらぬ所が爆ばく発はつしたり、土ど壌じようが腐くさり始めたり、今までに色んな事が起きていたらしいから、人間くらい空から降ってきてもおかしくない状態だったらしい。でも、〝男〟というのが結構尾おを引いてしまっているようだ。

　俺は頭を掻く。

「まあ、美少女のお願いは基本全すべて受け入れるのが俺のポリシーだけど。でも一つ交こう換かん条件がある」

「……条件？」

　彼女は何か不安を感じたのか、表情に警戒心が滲にじみ出でる。

「俺、今晩寝ね泊とまりする場所が無くってさ、どこかいい場所を教えてくれないかなーと」

「なんだ、そんな事」

　分かりにくいが、彼女の顔から僅わずかに強こわ張ばりが解けたように見えた。

「この倉庫が使えそうかなーと思って来てみたんだけどさー、欲を言えばもう少し人間らしい生活がしたいところなんだよね。たとえば蓮花の部屋とか」

「やっぱり刻んでいいかしら？」

　再び警けい戒かい線せんが張られた。

「仕方が無いな。それなら別の場所を――」

　言い掛けた時だった。

「……いいわよ、私の部屋にくれば？」

「あれ？　どうしたんだ急に？」

「……」

　彼女は言いい淀よどんだ。そして、

「さっき風車の所で……その……助けてくれたから。そ、その借りの分よ。ただそれだけ」

「ふーん」

　俺は含ふくみ笑わらいをしながら彼女を見つめる。

「なによ、文句があるなら取り消すわよ」

「あ、はいはい、行きます行きます！」

　思いがけず、俺は蓮花の部屋に厄介になることになった。





‡　‡　‡






「ひゃっほーい！」

　俺は部屋に入るなりベッドの上にダイブした。

「なっ、なにしてるのよ！」

　蓮れん花かの冷たい視線が突き刺さる。

「大体、ベッドを目の前にしたら無条件に体が動くだろ」

「そんなわけないでしょ」

「それにいい匂いがするし」

　そう言って俺はベッドの上でゴロゴロと転がる。

「やっ、やめて！」

　怒りながらも、ちょっと慌あわててる。

　それがまた良い。

「まあいいから蓮花もやってみなよ、さあここへ」

　俺が自分の隣となりをぽんぽんと叩くと、

「遠えん慮りよしとくわ」

　と真しん剣けんに断られた。

　ここは学院本校舎の裏手に小さな林を挟はさんで建つ寮。その中にある蓮花の部屋だ。

　全学年、全生徒、四百人余りがここで暮らすわけで、その建物は巨きよ大だいだった。

　三階建ての洋館が学年ごとに三棟とう連なっている。

　蓮花の部屋は六畳じよう間ほどの広さのワンルームで、ベッドと机付きチェスト、そして窓まど際ぎわに小さなテーブルがあるだけのシンプルな場所だった。

　蓮花が言うには他の部屋もみんな同じ形らしい。

「そうそう、最初に断っておくのを忘れていたわ。あなたの寝床はここじゃなくて、あそこよ」

　彼女が指差したのは壁かべ側にあるクローゼットだった。

「あそこから一歩でも出たら刻むから、そのつもりで」

「えー、トイレとか風ふ呂ろとかどうすんだよ」

「知らないわよ」

「んな無む茶ちや苦く茶ちやな」

「部屋に入れてもらえるだけありがたいと思いなさい」

　そんなやり取りをしていると、突とつ然ぜん部屋のドアをノックする音が聞こえた。

「はっ!?　早く中に入って！」

　蓮れん花かは慌てて俺をクローゼットへ押おし込もうとする。連れ込んでいるのがバレるのが嫌らしい。

　でも俺は、彼女の手からするりとすり抜ぬけドアの前に駆かけ寄よる。

「はいはーい、どちらさんで？」

「ばっ……!?」

　首を振る蓮花を無視して俺はドアを開けた。

「あ」

「あれ？　央おう真まさん？　どうしてここに？」

　きょとんとした顔で目の前に立っていたのは金きん髪ぱつが見目麗うるわしいクロエだった。

「それは蓮花がどうしても俺と寝ねたいっていうもんだから」

「そうなんですかー」

「ちょっと!?　何おかしな事を言ってるのよ！　納得するあなたもあなたよ、クロエ」

　俺おれ達たちは落ち着いて話しているというのに、蓮花だけがぷりぷりとしていた。

「そういえばクロエ、あの後、捜さがしてたんだぜ？　急に食堂を飛び出して行ったから心配になってさ」

「そ……そうだったんですか」

「何か大変な事でも？」

「えっ……いや、あの……海の向こうに残してきたペットのインコちゃんが体調を崩くずしてしまったという連れん絡らくが入りまして、それで取り乱してしまったのです」

「そうだったのか。で、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「あ……ええ、なんか勘違いだったらしくて、元気だそうです」

「なら良かった」

「ご心配をおかけしました。それより、央真さんの方は大丈夫だったんですか？　騒ぎになってましたけど……」

「え？　ああ、風車事件のことか。あれならなんともなかったぜ」

「そうですか……ホッ」

　クロエは安堵の息を吐ついた。

　そこへ、もう諦あきらめが付いたのか、蓮花が歩み寄ってくる。

「それでクロエはなんの用事でここへ？」

「いえ、特に用事という訳では無いのですが、あんな形で飛び出して行ってしまいましたので一言お詫わびをと思いまして」

「なんだ、そんなこと」

　蓮花が納得したところで、俺が横からクロエに言う。

「じゃあちょっと寛くつろいでく？　お茶いれるからさ」

「何勝手に自分の部屋みたく振る舞まってるのよ」

　蓮れん花かが険しい表情で言った。

「なんかまずいのか？」

「別に……構わないけど」

「だってさ」

　俺はクロエに向き直り、笑いかけた。

「いいんですか？　泉せん明みよう寺じさん」

「蓮花でいいわよ。どうぞ、入って」

　クロエは「お邪じや魔まします」と言って中に入ってきた。

　そんな彼女に俺はクローゼットの方を指差しながら言う。

「なあクロエ、寛ぎついでに一いつ緒しよに寝ない？」

「はい、喜んで」

「っ!?」

　蓮花はけつまずいた。

「こっちね」

「はい」

　クロエは素直に俺の後に付いてくる。

　俺はクローゼットの中にクッションを敷しき詰つめるとそこに横になる。クロエも中に入ってきて俺の隣に腰こし掛かけた。

　その様子をしばらく呆ぼう然ぜんと見ていた蓮花は、ふと我に返り、

「クロエ、あなた何してるのよ！」

「何か問題が？」

　クロエは本当に意味が分からないようで、ぼんやりとした表情をしていた。

「あなたの貞てい操そう観念はどうなってるのかと聞いているの」

「貞操観念……ってなんですか??」

　それには蓮花も困ったような顔をしていた。

　俺も俺でクロエが男女関係に疎うといことは気になっていた。どこかの箱入りお嬢じよう様さまなんじゃないのかってね。

　その答えが蓮花がした次の質問で判明する。

「あなたはこの男と一緒にいて何も感じないのかって聞いてるのよ」

「わたしは……その……男の人がまったくいない環境で育ったものですから……実はよく分からないのです……」

「分からないって……全然、見たことないの？　父親すらも？」

「はい、生まれてすぐに両親のもとを離はなれ、魔剣士になる為ための訓練を積んできましたから」

「なんでまたそんな……この学院だって男から隔離されているとはいえ、中等教育からなのに……」

「それが私が所属する機関のやり方ですから。あ、でも、みなさんが思っているほど悪い環かん境きようでも無いんですよ？　それなりに楽しくやってきましたから」

　そしてクロエは横目で俺のことを見やり、頬ほおを染める。

「ただ、これだけは分かりました。男性はとても温かい感じがするものだと」

　俺は彼女に向かって頷うなずき返す。

「ああ、クロエの言う通りさ。特にこの俺は数多あまたの男達の中でもかなりホットな部類に入るから、いつでも遠慮無くこの胸に――」

　両手を横に広げて彼女を迎むかえ入いれる体勢を取った俺。全てを言い切る前に、横から蓮れん花かが分け入ってくる。

「なら尚なお更さら気を付けた方がいいわね。何しろこの男は数多の男の中でも日本一の性欲を持つと言っても過言ではないから」

「何を言ってるんだ、失礼だな。性欲の強さで言ったら俺は世界一の自信があるぞ」

「なんで誇ほこらしげなのよ」

「ふっふっふっ……蓮花、おまえは俺を舐めている。いざとなればそのか弱い手足など力ずくで――」

「今度こそ刻んでいいかしら？」

　蓮花は魔束輪ゴエテイアリングを胸前にかざして、魔ま剣けんを呼び出そうとしていた。

「っ――なんていう妄もう想そうをする自由が俺にはある！」

「……何を訳の分からない事を言ってるのかしら？」

　蓮花が白い目でこちらを見ていた。

　俺達がそんなやり取りをしていると、事を見守っていたクロエが柔らかな笑みを浮うかべ言ってくる。

「心配して下さるのはありがたいです。でも、多分大だい丈じよう夫ぶだと思います」

「大丈夫って……あなた」

　蓮花は納得いかないような顔をしていたが、クロエが続ける。

「一般の方々の男女のあり方は良く分かりません。でも、わたしの場合は所属機関から力を失う可能性があるので、男性には一いつ切さい触ふれてはならないと厳しく言われていますから。だから大丈夫かと」

「な、なんだってー!?」

　俺だけが、やたらとでかい声を上げていた。

　そうか、俺が教室で彼女の手を掴つかんだ時、必死に離してくれるよう懇こん願がんされたのはそういう事情があっての事か。にしたって、それじゃあ――

「イチャイチャできないじゃないか！」

「しなくていいのよ！」

　蓮れん花かが今までにない速さで突っ込んできた。

「嫌がる女の子を無む理り矢や理りにとか俺の流りゆう儀ぎに反する。これは困った、非常に困ったぞ」

「あなたはそこでずっと困っているといいわ。それよりお茶をいれてきてくれるかしら？　二人分」

「なんで俺が!?」

「あなた私の魔神として手伝うって約束したわよね？」

「ぐっ……そんな時だけいいように使いやがって……。はいはい、わかったよ。行ってくればいいんだろ」

「部屋を出て廊ろう下かの突き当あたりに給湯室があるから。必要なものは全部そこに揃そろってるわ。そうねジャスミンティーがいいわ」

「へいへい」

　適当に返事をしつつも、そんなに悪い気はしなかった。

　そう思うのも、彼女ら二人が和わ気き藹あい々あいとしている姿を見たから。

　周りから〝魔神に嫌われた魔剣士デツドダツク〟だのと言われ、普ふ段だんから刺とげ々とげしい蓮花も、転入生であるクロエの前では壁を作ることなく多少素直になっているみたいだから。

　楽しそうにしている美少女を端はたから眺ながめているのもまた乙おつなものだ。

　なので俺は真まっ直すぐに給湯室に向かった。

　で、この給湯室。各種茶葉が揃っていて、寮りよう生せいは自由に飲むことができるみたいだった。同じ場所にある小さな冷蔵庫には、誰かに食べられないように個人の名前が書かれたプリンとかロールケーキとかおやつ的な物が入っていて、そこがまた女じよ子し寮りようって感じがした。

　ちなみに蓮花の名前が書かれたシュークリームがあったので俺が食ってやった。

　うまかった。

　そんなわけで俺はティーカップに煎れたジャスミンティーを二組、トレイに載のせて部屋に持ち帰る。

「おい、いれてきたぞ」

　部屋に入るなりそう言うと、クロエは礼を返してくれたが、蓮花は無視だった。

　ちょっとむかついたので、

「いつも可愛い蓮れん花かちゃん、お茶が入りましたよー」

「……」

　やっぱり無視だった。

　くっそー、こんな時、心がのぞけたらと悔くやむ。

　まあいいや、とりあえず持ってるこいつをテーブルに置こう。

　俺はソーサーに載せたティーカップをまず蓮花の前に置く。そして残りの一組をクロエの前に置いた。

「ありがとうございます」

　天使のような笑みを返してくれるクロエ。これこそいれてきた甲か斐いがあるってもんだ。

　それに比べ、隣の無ぶ愛あい想そうときたら……。

　そんなふうに意識が僅かに蓮花の方へ向いた時だった。

　むにゅ

　なんだか肘ひじの辺りに柔らかいものが当たった。

　なんだこれ？　と思って感かん触しよくを確かめるように小刻みに動かすと、〝むにゅむにゅ〟が〝たゆんたゆん〟に変化する。

　もしかしてこれは……。

　そう思って視線を戻もどすと、俺の肘がクロエのたおやかな胸の中に埋うもれていた。

　どうやらカップを置いたまま、よそ見をしたもんだから当たってしまったらしい。

　こいつはラッキー！　と思っていたら、クロエの様子がおかしい。俯うつむいたまま何も言わずプルプルと肩を震わせていたのだ。

「あ、ええっと……？」

　何かまずい雰ふん囲い気きを感じ取った時だった。

「だ……だ……だっだだだだだだめですぅぅっ!!」

　結構な力が俺の胸むな板いたを突く。

「おわっ!?」

　クロエが両手で俺を突き飛とばしてきたのだ。

　しかもまだソーサーを持ったままだったことが災わざわいして、その拍子に熱々のジャスミンティーがカップと共に宙を舞った。

　山やま吹ぶき色いろの液体が襲おそいかかる先には、まだ何が起きたのか分からないといった表情の蓮花がいた。

　このままでは彼女の綺麗な顔を傷付けてしまう。

　ドクン

　まただ。あの時の血液が沸ふつ騰とうするような感覚がこんな時に襲ってきた。

　すでに俺の体は動いていた。

　蓮れん花かの胴どう体たいに飛び付くようにして自分の背で液体を受ける。

（あっつ！）

　沸騰させすぎた自分を呪のろったが、今はそれどころじゃない。勢いがつきすぎて、そのまま床ゆかに倒たおれ込む状態になってしまったもんだから、俺は蓮花の頭を守るように抱かかえ込み、自分がクッションの役割を果たす。

　なんだか背中が痛熱いが、それでなんとかなったようだ。

「ふぅ……」

　安あん堵どの息を吐きながら前を見ると、俺の腕うでに抱だかれた蓮花が口元を引き結んだまま頬を赤く染めていた。

「ご、ごごめんなさい！　そんなふうにするつもりはなかったんです！　ただちょっとビックリして……」

　足先の方からクロエが慌てて駆け寄ってくるのが分かる。

　男に触ふれてはいけない規則がある故、過か剰じように反応するのは理解できるが、それにしたって力入れすぎじゃないか？

「もう少しお手て柔やわらかに頼たのむよ」

　俺は上体を起こしながら彼女に訴うつたえたが、そこで更さらなるアクシデントが起きた。

「大丈夫ですか？　どこか怪け我がは……ひあっ!?」

　先さき程ほどの衝しよう撃げきで床にソーサーが落ちていたらしく、そいつに足を滑らせたクロエの体が俺達の上に降ってきたのだ。

「うおっ!?」

「きゃっ!?」

「ひっ!?」

　三人がほぼ同時に声を上げた。

　しかし、思っていたほど強い当たりは無く、むしろ柔やわらかかった。

「こ、こいつは……」

　俺は感激に打うち震ふるえる。

　左右に蓮花とクロエが寝そべり、彼かの女じよ達たちの肩かたに両りよう腕うでを回している状態ができ上がっていたのだ。

「我われのハーレムがここに完成せり」

　夢にまで見た状じよう況きようが今ここに！　そんなふうに俺が感動を噛かみ締しめている横で、クロエが頬を赤らめていた。

「あれ？　なんだか、こうしていると……不思議と落ち着きます。男の人ってこういうものなんですね」

「いいや、全ての男がというわけじゃない。我だけだ」

「そうなんですか」

　まったく疑問にも思っていない彼女の反対側で、蓮れん花かが何か言いたそうにしていた。でも上手く言葉が出てこないようでモゾモゾとしている。

　俺は両腕に力を入れて彼女達の体を自分に引き寄せる。

「だ、だだだだめですよ！　これ以上は規則に反してしまいます！」

　クロエが顔を赤くして狼狽うろたえ始めた。

「いいではないか、規則など我の前では何の意味も成さぬわ」

「な……なんの根こん拠きよがあってそんなこと言ってるのよ！」

　ようやく反対側で蓮花が口を開いた。

「相変わらず素す直なおではないな。本当は我に抱かれたいのであろう？」

「なっ、何を言ってるの!?　そ、そんなわけないでしょ！　それに、あんたこそなんなの？　また変なしゃべり方になって。おかしいわよ？」

「そんな事はない。それより早く言うのだ、『ぎゅってして下さい』とな」

「はあ!?　どうしてそんな事を言わなければいけないのよ」

　蓮花が恥ずかしそうにしながらも憤怒した時だった。

　バタン

　ノックもせずに部屋のドアが勢い良く開け放たれたのだ。

「静かにして下さい」

　抑よく揚ようの無い声が聞こえてくる。

　見れば入り口に立っていたのは、無機的な容よう貌ぼうを持った小こ柄がらな女の子だった。

　真ま面じ目めそうな顔立ちと、透すき通とおるような白しら肌はだ。髪かみは後ろに二つ縛しばりで垂らしており、清潔感があった。

　彼女は俺達の状態を目にするなり立たち尽つくす。

　蝋ろう人にん形ぎようのように瞬まばたき一つしない。

　それに最初に言葉を発してからずっと黙だまっている。

　ドアを開けたら、いきなり寄り添そって寝ね転ころぶ男女がいたわけだから、もうちょっと「わー」と「きゃー」とか反応が欲ほしいものだな。

　ちょっと物足り無さを感じた俺は、こちらから無表情の彼女に言ってみた。

「一緒にどうだ？」

「……」

　やはり無反応だ。

　と、思ったら急に顔をうつむけた。

　どうしたんだろうと思い、起き上がろうとすると、

　ピシャン

「あ……」

　俺が歩み寄る前に彼女の方からドアを閉めてしまった。

　トテトテーっという小走りの足音が、廊下の奥おくへと消えてゆくのがドア越ごしに聞こえてくる。

　行ってしまったようだ。

「なんだったんだろうな？　あれ」

　俺がそう言うと、火ほ照てった顔で床にぺたんと座すわっていた蓮れん花かがぼそりと呟つぶやく。

「……雪ゆき代しろ羽は奈な、あの子が72柱クラスの魔ま神じんを操る上級魔剣士よ」
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三章　黒王







　魔剣士学院の敷しき地ち内ないには闘技場アリーナがある。俺が最初に飛ばされてきた場所だ。

　見た目は古代の建造物だが、魔剣士の放つ魔ま力りよくに耐たえ得うる現代の技術で建てられたもので、一見するとただの石のように見える外がい壁へきにも対魔ま力りよく障しよう壁へきが張はり巡めぐらされている。観客席やフィールドも同様だ。

　俺は先日に引き続き、またこの闘技場アリーナの中心に立っていた。

　どうやら今日はここで模も擬ぎ戦せん闘とう訓練の授業があるようで、俺も出るように言われたのだ。

　まだなんにも教わっちゃいない俺に何をやれというのだろうか？

　それよりも観客席で女の子達たちの様子を眺めている方がいいんだけどな。

　今はうちのクラス全員がフィールド上に整列し、この授業の教官である美み影かげ先生の説明が続いている。

　俺は一番右みぎ端はしの先頭に並んで話を聞いていたが、さっきから背中がチクチクと痛む。

　確かに昨日背中に熱いお茶を浴びたが、このチクチク感はそれからくるものじゃない。

　真後ろから殺気を感じるのだ。

　俺はこの殺気の正体を知っている。さっきここに並ぶ際に後ろの子の顔をチラリと見たから。

　昨晩、蓮れん花かの部屋にやってきて、すぐに逃にげるようにいなくなってしまったあの雪ゆき代しろ羽は奈なだ。

　まさか、あんな小柄で線の細い子が上級魔剣士だったなんてな……。

　しかし、その彼女がなんで俺に敵意を向けてきてるんだ!?

　恨うらまれるような事をした覚えは無いが……。

　恐こわいので美み影かげ先生の話に意識を集中してやり過ごすことにした。

「――というわけで、人数が多いので四つのグループに分けて、今日はＡグループから模も擬ぎ戦を行ってもらうからよろしくー。ＢからＤグループは観客席から観戦。って言ってもただ見てるだけじゃ駄だ目めよー？　他人の戦い方も良く見て参考に出来るところはそうするように」

　相変わらず怠だるい感じでしゃべる美影先生。

「組み合わせはこちらで決めておいたわ。対戦表はあれね」

　彼女は観客席の上にある電光掲けい示じ板ばんを指差す。そこには五組の対戦カードが表示されていた。一組目は、泉せん明みよう寺じ蓮花　ＶＳ．クロエ・アレクシーウだった。

　二組目は雪代羽奈　ＶＳ．――――神かん前ざき央おう真ま!?

「お、俺!?」

　なんにも身構えてなかったんで驚おどろいてしまった。

「なんで俺なんすか？　俺、未経験者なんですけど」

　当然のことを抗こう議ぎした。しかし美影先生はにんまりと笑って俺に指輪を渡わたしてくる。

　魔束輪ゴエテイアリングだ。

「大丈夫、なんとかなるわよ」

「全然説得力ねえ！」

「昨日だって教えてなくてもちゃんと魔剣使えてたでしょ？」

「あれは咄とつ嗟さにやったことで……」

　彼女は面めん倒どう臭くさそうに頭を掻く。

「あのねえ、なんの為にあなたにこの学院に入ってもらったと思ってるの？」

「それは俺のハーレムを築く為でしょ」

「はいはい、ハーレムすごいでちゅねー」

「なんかすごくイラッとする！」

「まあ冗じよう談だんはおいといて……」

　そこで彼女の瞳ひとみが真しん摯しなものに変わる。

「学院側としては神かん前ざき君の……ソロモン王の実力を計りたいわけよ」

「そうは言っても大した知識も無いド素人しろうとには変わりはないんですが」

「あなたが真にソロモン王ならば知識や技術の無さを補ってもまだ尚なお、余り有るくらいの何かがきっとあるわよ」

「なんですか、その希望的観測！」

「とりあえず私達はあなたのデータが取りたいの。ただでここに置いてあげている訳じゃない事を覚えておいて」

「む……」

　そう言われると受け入れざるを得ない。だって断ったらこの美少女の島に居られなくなってしまうって事だろ？　それは避さけたい。

「分かりましたよ。やりますよ」

「そうそう、それでいいのよ。さーて、楽しみだわねー？　今からわくわくしちゃうわー」

　大丈夫なんだろうな、本当に……。

「それにしても、よりにもよってなんで相手が72柱クラスの上級魔剣士なんすか」

「ああ、それはあたしが打だ診しんしたのよ。それくらいのモノをぶつけてみないと良く分からないでしょ？」

「はあ!?」

「大丈夫、魔神装甲イーヴルギアは戦車の一いつ斉せい砲ほう撃げきを受けようが、核かく弾だん頭とうに突っ込もうがびくともしないから」

「いや、でも相手は現代兵器じゃなくて魔剣ですよね？」

「魔神装甲イーヴルギアは魔神隷従剣レメゲトンソードと同質の力を持つ装そう甲こうだからダメージは少しは中和されるわよ」

「少しは……って、やっぱダメージ受けるんじゃないですか！」

「まあ、その辺は……ねえ？」

「おい！」

「それに本人はすごくやる気満々みたいだからいいじゃない」

　そこでふと背後を見ると、羽は奈ながこちらを冷たい視線で見み据すえていた。一見すると静かに立っているだけのように見えるが、内面から湧わき出るような負のオーラが彼女の体を包つつんでいる。

「……」

　殺される……。絶対殺される……。

　俺はなるべく羽は奈なと視線を合わせないようにして、すごすごとその足で観客席へ。

　第一戦目は蓮れん花かとクロエだから、一度このフィールドから出なければならないからだ。

　それにしても、あの二人か……。

　模擬戦とはいえ、彼女達がぶつかり合う姿はあまり見たくはないものだ。

　蓮花は上う手まく魔神が扱あつかえないのは分かっているが、そういえばクロエはどうなんだろうか？　彼かの女じよは魔剣士となるべく幼少期より訓練を積んできたみたいだが、魔神隷従剣レメゲトンソードに触れるのは今日が初めてだろうし、才能は未知数だ。

　とにもかくにも魔剣祭以外で魔剣士同士の戦いを目の前で見るのは初めての事。ちょっと興味をそそられた。

　俺は一番前の席で模擬戦が始まるのを待つ。

　しばらくすると野球場でいうダッグアウトみたいな場所から蓮花が現れた。

　彼女はそのままフィールドの中央に向かうのかと思いきや、俺の姿を見つけるや否いなや、なぜかこちらに駆け寄ってきた。

　そして真下から俺を見上げ、何か言いたそうにしている。

「どうした？」

　いつまで経たっても何も言い出ださなそうだったので俺から尋たずねた。

「せ……背中、大丈夫かと思って……」

「背中？」

　なんの事だろう？

　すると彼女は少し視線を外す。

「お茶……かかったから……」

　ああ、昨日のあれか。彼女の顔に熱いジャスミンティーがかかりそうになった時、俺が間に入って代わりに浴びてしまった。どうやら彼女はその事を気にしているらしい。

　心配してくれるとは思ってもみなかったので一いつ瞬しゆん、理解できなかったのだ。意外といえば意外。

「それなら全然なんともないぞ」

　実はちょっと火傷やけどしててヒリヒリする。でも大した怪我でもなかったのでわざわざ口には出さないでいた。

「あ……あり……」

「ん？」

　そこで急に彼女は言葉を詰まらせ始める。しかし一向に何が言いたいのか伝わってこない。

　フィールド中央を見るとすでに対戦相手のクロエが準備を整えて待っているようだった。

「そんな事より行かないとじゃないか？」

　親切心からそう教えてやったのだが、彼女は表情を不ふ機き嫌げんに歪ゆがめる。

「ふん、分かってるわよ」

　そうとだけ言い捨てて行ってしまった。

　なんなんだ？　あれは……。

　そういやそのお茶騒そう動どうの時、またあの感覚が襲ってきたんだった。今までの傾けい向こうから鑑かんがみるに、どうやらアレは女の子がピンチになると発動するっぽいな。

　普段から女の子にちょっかいは出しているけれど、アレがくると衝しよう動どうを抑おさえられなくなる感じだ。

　まあ、これだけの女の園そのに入り込んでいたら、どんな男でも多少はおかしくなるってもんだ。エロ紳士としては程ほど々ほどにしておきたいところ。

　それはともかく今は模擬戦だ。

　俺は椅い子すに深く座り直して彼女達の様子をうかがう。

　対たい峙じしていた二人はそれぞれに指輪の中から剣けんを取り出したところだった。

　蓮れん花かの方は以前、俺も目にしたことがある身みの丈たけほどの両りよう刃ば剣けん。

　クロエの方はというと、刀身の長さは蓮花のものとほぼ同じだが、ややシンプルな鋼色の長ちよう剣けんだった。

「あれも魔神隷従剣レメゲトンソードなのか？」

「そうよ、あれはまだ魔魂ソウルコードを一度も通していない初期ブランク状態のもの」

　突然、俺の独り言に答えが返ってきたので驚いた。いつの間にか隣となりの席に美み影かげ先生が座っていたのだ。

「うわ!?　なぜここに？　先生、もしかして俺に気があるとか？」

「何も知らないあなたに説明しにきてあげたのよ」

「あー……そうですか」

　いつものように簡単にあしらわれてしまってげんなり。

「で、初期ブランク状態でしたっけ？　あの剣」

「そう、みんな最初はあの状態。そこに自分と相あい性しようの良い魔神の魂たましいを通わせる度に剣は成長し、進化してゆく」

「まるで生き物みたいだ」

「いえてるわね。でもその成長もそう長くない期間で止まるわ」

「そうなんすか？」

「魔剣を使い込んでゆくうちに、自分がどの魔神と一番相性がいいのか分かってくる。そうするとほぼ剣の形状が定まってくるわ。そうなったらいよいよ契けい約やくね」

「契約って……魔神と？」

「ええ、一つの魔神と契約。中等部では魔剣の基き礎そ知識や魔剣士としての心構えを学ぶ座学が中心だけど、高等部になるといよいよ実技が開始。大体一年生のうちに魔剣に慣れてもらって、二年生の始めのこの時期に扱う魔神を固定するのが定例になっているわ。まあそれで、その子の適性と能力、あと魔剣士階級が確定するわけだけど、剣けん士しとしての成長が止まるわけではないので努力は怠おこたらない方がいいわね。でも雪ゆき代しろさんのように剣を持った途と端たんに72柱クラスの魔神とリンクしてしまうような才能の持ち主は契約の時期を待つまでもないんだけど」

　俺はそのとんでもない才能とこれから戦わなくてはならないのかと思うと、気が滅め入いってくる。

「そういやこの模擬戦、勝敗とかってあるんですか？」

「あるわよ。あそこの電光掲示板を見てみなさい」

　彼女に言われて観客席に掲かかげられているそこを見る。

　掲示板には蓮れん花かとクロエの名前が表示されていて、それぞれ下にポイント表示と残りダメージ量を表すブロックバーが伸のびていた。

「ダメージポイントが１００に達した時点で負けになるわ。だから当たり所によっては一いち撃げきで終しゆう了りようってことも有り得るわね」

「な、なるほど……」

「あ、準備が整ったみたいね」

　美み影かげ先生が言うのでフィールドに目を向けてみると、蓮花達たちは丁度、魔麗装ドレスアツプを終えたところだった。

　蓮花は前にも見た事のある右みぎ腕うでに偏かたよった装甲を持つ白いドレスアーマー。

　クロエの方はメイドドレスにも似た萌もえ葱ぎ色いろのアーマーをまとっていた。

　やはりそれらは優美なラインを描えがくドレスであっても、金属の光こう沢たくを放ち、機械的であり、鎧よろいと呼べるものだった。

　それは恐おそらくこの世で一番美しい鎧だ。

「それにしても驚いたわ。あの子、いい線いってるわよ」

　隣で美影先生がそう言った。多分、というかクロエの事だろう。

「最初の起動であそこまで魔神装甲イーヴルギアの形状がはっきりしてるなんてなかなか無いわ。それに魔剣も。中ちゆう途と編入だったから心配してたけど、意外に早くものにできるかもしれないわね」

　彼女の言う通り、クロエの持っている魔神隷従剣レメゲトンソードが先程と違ちがう形に変化しているのが見て取れた。刃はが湾わん曲きよくし、弧こを描いている。ファルカタという刀とう剣けんに良く似ているが、その大きさは本家の剣とは比べものにならないくらい巨きよ大だいだ。

「さてと、じゃ始めましょうか」

　そう言って美み影かげ先生が自身の携けい帯たい端たん末まつを弄いじると電光掲示板に数字が表示され、カウントを取り始めた。

［３、２、１――――ＳＴＡＲＴスタート］

　同時に戦せん闘とう開始を知らせる低いブザー音が闘技場アリーナ内に鳴なり響ひびく。

　先に動いたのはクロエだった。

「蓮れん花かさん、行きますね」

　彼女がそう言うと、スカートの裾すそと靴くつ底ぞこから魔光子と呼ばれる光の粒りゆう子しが溢あふれ出し、体が地面から数センチ浮く。

　魔剣士がしばしば使うこの推力をフォトンドライブというらしい。

　そのまま摩ま擦さつの無くなったフィールド上をクロエは軽快に滑かつ走そうし始めた。

　しかし真っ直ぐ蓮花に向かって行くのではなく、間合いを計るように彼女の周囲を回り始める。対する蓮花の方はというと……。

《き、ききききたーっ!?　ど、どどどうしたら!?　ええっと……ええっと……緊きん張ちようして分かんなくなってきちゃった……！》

　なんか……すっごくオドオドしてた！

　剣を構えながら、不規則に動き回るクロエを目で追おうときょろきょろしている。

「何やってんだあいつは……」

　見ているこっちが心配になってくる。

　そんな最中、突とつ如じよクロエが仕し掛かけた。

　彼女は蓮花の背後に回り込み、柄つかに手を添え顔の横に構える。するとその刃が緑光をまとった。

　そのまま滑すべり込むようにして斬きりかかる。

　蓮花はこれに反応して、自身の剣で受け止める。

　が、反動が強すぎて受け止め切れず、足裏を擦するようにして後方へ数十メートル吹っ飛ばされた。

　何とか転てん倒とうせずに堪こらえて、そこから体勢を立て直そうと上体を起こす。

　だが、遅おそかった。

　あの素す早ばやい動きで、すでにクロエが背後に回り込んでいたのだ。

　光の刃がクロエの手の中で一回転して、蓮れん花かの背中を切きり裂さく。

「っつ!?」

　彼女の装甲にハニカム状の光の筋が走る。

　今度はダイレクトに攻こう撃げきを受けた為ため、前のめりにその細い体が地面に叩たたき付つけられ、転がる。

「蓮花！」

　電光掲示板に掲げられている蓮花のブロックバーが減っていた。しかもかなり。

　バーの下には40ダメージポイントＤＰと表示されている。要するにあと60ダメージを受けたら終了だ。

　今のはもろに入ったからな……痛そうだったけど……大だい丈じよう夫ぶなのか??

　だが俺の心配をよそに蓮花は、辺りに舞まい上あがる魔光子の煙えん霧むの中からゆらりと立ち上がった。

　その瞳は真しん剣けんそのもので、先程のダメージなどものともせずクロエを見据えていた。それはまるで獲え物ものにいつ飛び掛かかろうかと狙ねらっている獣けものにも似た目だった。

　何か仕掛ける気だ。

　俺はすぐにそう思った。案の定、彼女は剣を横に構えて何かに集中し始めていた。

　その刃に光が絡からみ付き、やがてそれは球状のエネルギー体を形成する。

　それをクロエにぶつけるつもりなのか？

　フィールド上を滑なめらかに動き回る相手にちゃんと当てられるのだろうか。

　だが、それは余計な心配だった。だってそれ以前の問題だったのだから。

　最初はバスケットボール程度の大きさだったエネルギー球が、今では両手で一抱えしても届かないくらいの大きさにまで膨ふくれ上がっていたのだ。

　一体、どれだけのものを放つ気なのかと固かた唾ずを呑のんで見守っていたのだが、どうやら制せい御ぎよできていないだけだったみたいだ。

　なんでそれが分かるのかというと、俺の頭の中に、

《なっ、なにこれ!?　と、止まらない!?　ど、どうして！　ちょ、ちょっと、そんなに膨らまなくていいんだって!!　あわわわ……》

　そんな声が聞こえてきていたから。

　結局、限界まで膨れ上がったそいつは蓮花の意志を無視して暴発した。

　ボムッ

　という鈍にぶい爆ばく発はつ音おんがして形状を保てなくなったエネルギー体が飛散する。同時に観客席に張り巡らされている不可視の魔力障壁が衝しよう撃げき波はを吸収してチカチカと光を瞬かせた。

　観客席にいた生徒達はその衝撃に最初は驚いた様子を見せていたが、すぐに落ち着きを取とり戻す。

　俺はフィールド上に目を向けた。

　壁かべ際ぎわに健在するクロエを確かく認にん。

　蓮れん花かは？　蓮花はどうなったんだ!?

　思わず席から身を乗り出す。

　すると場に煙けぶっていた魔光子が次し第だいに晴れてゆき、その中から地面にへたり込んでいる蓮花の姿が現れた。

　しょぼんとしているが、とりあえず大丈夫そうだった。

　だが――その時、電光掲示板から戦せん闘とう終しゆう了りようを知らせるブザーが鳴り響いた。

　表示を見るとそこには、［勝者・クロエ］の文字。逆に蓮花のダメージは１００に達し、ブロックバーは消失していた。

　なんというか……自じ爆ばくだった。

　でもそんな蓮花を見ても周囲の生徒達はそれほど驚いてはいない様子だった。むしろ、〝いつも通り〟みたいな感じで笑い合っている。

　嘲ちよう笑しようの中、当の本人は落ち込んだ様子で、とぼとぼとこちらに引き上げてくるのが見えた。

　俺は急いで下に降おり、控ひかえ室しつのような場所に戻ってきた蓮花を捕つかまえる。すでに魔神装甲イーヴルギアを解き、見慣れた制服姿だった。

「よっ、惜おしかったな」

「……」

　俺を目にした直後、彼女は一瞬だけ驚いた顔をしたが、すぐに表情を硬かたくする。しかも黙もくしたままだ。

「でも、怪我とかしてないみたいで、大丈夫そうで良かった」

「……」

《大丈夫じゃないわよ…………バカ》

「え？　大丈夫じゃないの!?　どこか痛むのか？」

「っ!?　あなたまた人の心をのぞいたわね？」

　蓮花は慌あわてて剣を指輪にしまった。

「あの程度で怪我なんかしないわよ」

「そ、そうなのか？」

　彼女はツンとした態度で天てん井じように鼻先を向けていた。

　すごく平気そうな顔をしているつもりだろうが、落ち込んだ様子は隠かくし切れていなかった。

　そこで俺は一つ思い付く。

「そうだ、次の模擬戦、俺が勝てば蓮れん花かの評価も上がるんじゃないか？」

「は？　なんでそういう事になるのよ？　それに、そもそも私は評価なんて気にしてないわ」

「まあまあ、それは俺が勝手にやる事だから。蓮花が魔神として呼び寄せた俺がこの場で活かつ躍やくすれば悪い気はしないだろ？」

「そ、それは……っていうか、勝てるわけないでしょ」

　そうでした！

　大口叩いてみたものの、一番大事なことを忘れてた。

　俺は額に手を当て悩なやむ。

　すると彼女は苛いら立だった様子を見せ、

「そんな事より、今からシャワーを浴びたいの。出て行ってくれるかしら」

　と言って俺を部屋の外に追い出し、ドアを閉めてしまった。

　彼女の態度はどうであれ、俺は言ってしまった手前、やれるだけの事はやってみようと心に決めた。

　で、数分後。

　俺は闘技場アリーナの中央で羽は奈なと対峙していた。

　彼女は淡あわい視線を俺に向けてくる。

「学院に混じった不純物を正統な方法で葬ほうむり去さる事ができるとは、とても幸運でした」

「なんで過去形なんだよ」

「そんな事、説明するまでもありません」

「あのさ……なんで昨日からピリピリしてるわけ？　俺なんかした？」

　そこで彼女は沈黙してしまった。

　だが、しばらくして口を開く。

「私は……男が嫌きらい……です」

　ああ、そういうことか。

　恐らく男に対して潔けつ癖ぺきなんだろう。

「じゃあ俺が羽奈が認める男の第一号になってやるよ」

「結構です。男になど私は負けません」

　そこまで余よ裕ゆうでいられると、さすがに俺もカチンとくる。

　男の意地ってやつを見せてやる必要がありそうだな。

　でも、どうやって？

　そんな事を考えているうちに羽は奈なは自身の魔ま剣けんを手の中に呼び出していた。

「なっ……!?」

　俺は思わず驚きよう愕がくの声を漏もらしてしまっていた。

　だってその剣は、今まで見てきた蓮れん花かやクロエの剣とは似ても似つかないものだったからだ。

　現実にある武器にたとえるならばランスと呼ばれるものに近いだろう。だがその大きさが異常だった。特とく徴ちよう的てきな三さん角かく錐すいの鍔つばが彼女の半身を隠してしまう程ほどだったのだ。

　それだけではない。長さも彼女の身長の数倍はあろうかという丈を有していた。表面はメタルブルーの輝かがやきに覆おおわれ、実に爽さわやかな色味だったが、その深部には見る者を萎い縮しゆくさせる何かが潜ひそんでいるように感じた。

　もうこれ剣じゃないよな？

　そういう心の中の突っ込みが彼女に聞こえるはずもなく、羽奈は巨大な魔神隷従剣レメゲトンソードを軽々と掲げ、小さく呟く。

「魔麗装ドレスアツプ」

　蒼あおい魔光子が彼女の体を包み込む。

［序列71番〝ダンタリオン〟の魔魂ソウルコードを確認。能力を起動しました］

　彼女の魔剣から機械的な音声が漏れる。

　するとすぐに羽奈を包んでいた魔光子の光が砕くだけ散ちった。

　中から現れたのは大きく裾が広がった、プリンセスラインのドレスを彷ほう彿ふつとさせる魔神装甲イーヴルギアだった。

　まるで蒼そう空くうを写し取ったかのような透とう明めい感のある色合いと彼女の白肌が、何者をも寄せ付けない高潔さを発している。

　これが72柱クラスの上級魔ま剣けん士し……。

　見た目からして明らかに格が違う気がする。

　姿を変えた羽奈は俺には目もくれず、その場で静かに待っていた。

　そうだ、ぼーっと見てしまったが、俺も準備をしなければ。

　そう思って右手中指にある魔束輪ゴエテイアリングに目をやる。さっき美み影かげ先生から受け取ったものだ。

　そういや、まったく使い方を教わってなかった。

　この前はなんとなく咄嗟に呼び出す事ができたけど、正式なやり方は分からない。

　とりあえず、あの時と同じようにやってみるか。

　そう思った時だ。俺の頭の中に声が聞こえてきた。

《イメージするだけでいいのよ》

　この声は……。

　ふと思い当たって観客席に目を向ける。すると一番前の席から俺の事を見ている蓮れん花かの姿があった。しかもその手には一度しまったはずの魔神隷従剣レメゲトンソードが。

　なんだ？　サポートしてくれる気なのか？

　色々文句は言っても心配してくれてるんだな。

　ちょっと嬉うれしくなった俺は彼女に向かって笑え顔がおで手を振ふって見せた。

《ちょっ!?　な、なにやってるのよ！　こっちは見なくていいから！》

　はいはい。ったく、恥ずかしがり屋やなんだから。

　ちなみにそんなふうに言ってくる観客席の彼女は顔色一つ変えず、真顔でこっちを見ているだけだ。素す直なおに顔に出しちゃえばいいのに。

　さておき、俺は手元に集中する。

《剣が手にあるイメージをしてみて》

「手にあるイメージ、イメージ……っと」

　次の瞬しゆん間かん、本当に右手に剣が現出した。無論それは、初期ブランク状態のノーマルな魔剣。クロエが最初に手にしていたものと同じだ。

　観客席から女生徒達の「おおー」とか「本当に出た」という声が聞こえてくる。

　なるほど、彼かの女じよ達たちは男が魔剣を手にしているのを初めて見たわけだから、そうもなるか。

　それにしてもこの感覚、ほんの僅わずか意識しただけなのに、手足を動かすような感覚で自然と剣が生まれ出たという感じだ。

《次に魔魂ソウルコードの存在を感じ取り、それを剣の回路に流し込むような感覚に持って行って。あとは魔光子が力を形作ってくれるわ》

　魔光子。Ｅ‐フォトンとも呼ばれるそいつはこの前、授業で習ったから知ってる。魔神の魔力を魔神隷従剣レメゲトンソードで機械的に変へん換かんして、人間にも扱い易やすくしたエネルギー粒子の事だ。様々な形に固着させ、力や質量を持たせることができるらしい。

　発現する能力は宿した魔神の種類に左右されるらしいが…………こうか？

　言われた通りにしてみた直後、初期ブランク状態だった俺の魔剣に変化が起きた。

　刀身を二回りくらい覆う、光の刃が発現したのだ。端たん的てきに言えば剣が多少太くなった感じ。まあそれでも、こいつを振り回まわして戦う事を考えればかなりの大きさだ。

「え？　これだけ？」

　俺は唖あ然ぜんとしてしまった。

　でもまあ、ノーマルよりはマシか。

《あとは魔神装甲イーヴルギアね。体に硬い殻からを被かぶるイメージを想像しながら魔麗装ドレスアツプのキーワードを唱える》

　あんまり現実で殻を被ることは無いが……ってか、そのキーワードは絶対言わなきゃ駄目なのか？　ちょっと恥はずかしいなあ。

　……まあ、やってみるか。

　何か身を守るイメージ……そうだな……。

　思考が何かに行き着いて、俺は呟いた。

「魔麗装ドレスアツプ」

　指輪が剣に連動し、魔光子の光が足あし下もとから溢れ出す。肌はだで感じるのは凝ぎよう縮しゆくされたエネルギーの粒子が俺の体の回りで渦うずを巻いているような感覚。

　ものの数秒で魔光子は消え去る。どうやら魔神装甲イーヴルギアを身に付けることができたようだった。

　それは観客席からさっきよりも大きな歓かん声せいが上がったから。

　俺は自分の姿が見られる場所を探す。すると観客席のどこかにカメラが設置されているらしく、電光掲示板の大型モニターに自分の姿が映し出されている事に気付いた。

　西洋甲かつ冑ちゆうを思わせる大きめで特とく徴ちようのある肩甲ポールドロン。腰こし回まわりに広がる草摺タセツト。それぐらいが主な装甲で、あとは篭手ガントレツトと脛当てグリーヴがあるだけの簡素な装備。そして、何よりも目に付いたのはアーマーから発せられる高貴な印象。白色にシャープな黒のラインが配されたデザインはとてもスタイリッシュだった。

「不純物らしい魔神装甲イーヴルギアですね」

　羽は奈なは蔑さげすむように言った。

　だが俺は、安あん堵どの息を吐はく。

「いやー良かったー」

「……？」

「俺もみんなみたいにドレスっぽいアーマーだったらどうしようと思ってたからさー。なかなかクールなの呼び出せてラッキー！　なあ、そう思うだろ？」

「私に聞かないで下さい」

　羽奈は突つき放はなした。

「まあいいや、それよりこれ身に付けたら、なんだかやれる気がしてきた。とっととやろうぜ」

「軽はずみな発言は後で恥はじを掻かくことになります」

　彼女がなんか言ってたが、構わず俺はその場で軽く体を動かしてみる。

　草摺タセツトの裾と足下にあるスラスターから溢れ出でる魔光子によって地面より僅かに浮ういている俺の体は、装甲をまとったにも関わらず生身より軽く、風に乗ったような感覚だった。フォトンドライブによって全すべての身体能力がアップしているのがただ立っているだけでもよく分かる。

　さっき〝なんだかやれる気がしてきた〟と言ったのは虚きよ勢せいでもはったりでも無い。こうした感覚が俺の中にあったからこそ本当にそう思ったのだ。

　この間に観客席の意識が俺おれ達たちに集中していることに気がつく。

　どうやら戦闘開始のカウントダウンが始まったようだ。

　場に張はり詰つめた空気が流れる。

　間もなくして――

　フィールドにブザーが鳴り響いた。

「行きます」

　開始の合図とほぼ同時に羽は奈なが動いた。

　強大なランス型魔剣の切っ先を俺おれに向け、真正面から突っ込んでくる。

　だが、俺は避ける気が起きなかった。

　避ける必要が無いと感じたからだ。

　血が滾たぎる感覚。

　自然と頭の中に言葉が浮かび上がり、覇は気きと共に吐き出した。

〝我に畏い怖ふせよ〟

　それだけで俺を突き刺さそうとした彼女の魔剣が気け圧おされたように止まった。

「動けない……!?」

　羽奈の眉まゆ根ねがピクリと動く。

　慌てて一いつ旦たん後方に退いた彼女は魔光子の煙けむりを立てて止まる。

「何をしたんですか??」

「いや、特には」

　彼女は目を細め、構えを解く。すると傘かさ状になっていた魔剣の鍔がいくつも小さな四角形となって分ぶん離りし始めた。

「なんだそりゃ？」

「私の書しよ架かです」

　書架？　言われてから螺ら旋せん状じように解け始めた四角形の一つ一つをよく見てみると、それは〝本〟だった。百科事典のような厚みを持った蒼い表紙の本。その本一冊一冊が連結し合って、あの三角錐の鍔を形成していたのだ。

「ダンタリオン、目標の魔剣と周囲にある魔光子の流れを解かい析せき、原因を特定して下さい」

［了りよう解かい］

　魔剣が答えると、バラバラになって宙に浮いていた本達たちが羽は奈なの周りに円えん陣じんを描くように集まり、回転を始める。

［検けん索さく開始――――――エラー、書架内に該がい当とうのデータが存在しません］

「どうしてですか……!?　ダンタリオンにかかれば、どんな魔剣士の能力も弱点も暴あばき出してくれる。今までもそうやって……」

「よく分かんないけど例外ってのもあるんじゃないか？　だって俺、ソロモン王らしいし」

　それで彼女のプライドに火が点ついたらしい。羽奈は魔剣の切っ先を俺に向けてきた。

「なら、これはどうですか？」

　円陣を組んでいた本が彼女の背後に回り込み、雁がん行こうのような隊列を作る。

　そしてすぐに、宙に浮く本の一つ一つが短剣ダガーへと形を変へん貌ぼうさせた。

「おっ、そんな事もできるのか？」

「私の本は変へん幻げん自じ在ざいです。私が隷れい従じゆうする魔ま神じんダンタリオンは悪あく魔ま司書とも呼ばれているのをご存知ですか？　あらゆる生物の過去、現在、未来の思考が書かれたこの本達はその思し惟いの数だけ形を変えられるのです。まさに千せん変ぺん万ばん化かの武器なのです」

「なんだそれ、反則すぎるだろ」

　彼女は決して表情は崩くずさず嘆たん息そくした。

「無む駄だ話ばなしをしてしまいました。では、そろそろ終わりにしましょう」

　彼女がまとっていた空気が変わる。どうやらここからが本気らしい。

「愚ぐ者しやに、その血に濡ぬれた刃やいばの雨を」

　羽奈がそう唱えたとほぼ同時、無数の短剣ダガーが俺おれ目め掛がけて降り注いだ。

　俺は身の丈ほどもある巨剣を横に振る。

　剣は意外にも軽かった。

　それだけで周囲の大気が悲鳴を上げ、切り裂かれた空間に巻き込まれるようにして羽奈が放った短剣が全て砕け散る。

「そんなことが……」

　これにはさすがの彼女も訳が分からず、きょとんとしていた。それでも気を取り直して再度同じ攻撃を仕掛けてくるが、やはり結果は同じだった。

　愕がく然ぜんとする羽奈。

　しかしまだ諦あきらめてはいないようだ。唇くちびるを引き結び、何かを決心した様子。

　そして彼女はその場から飛んだ。

　魔光子をスラスターと足下に集め、地上数十メートルの高さまで上じよう昇しようする。

　闘技場アリーナの天井に張り巡めぐらされた不可視の魔ま力りよく障しよう壁へきまでギリギリの高さだ。

　円形に切り取られた澄すみ切った青空に同色の装そう甲こうが溶とけ込む。

　上空で羽は奈なは巨大な魔剣を脇わきで固定し、腰こしを据すえる。

　するとその尖せん端たんに本が螺旋状にまとわりつき、結合する。蒼い光を放ち始めたそれは、さながらランチャー砲ほうのようにも見える。

　周囲の空気がピリピリと震しん動どうし、途と轍てつも無ない魔ま力りよくが集約してゆくのが肌で感じ取れた。

「これで終わりです」

　その一言で巨大な光こう弾だんが放たれた。

　あんなものを平気でぶっ放せるなんて、精神的に相当追い込まれている証しよう拠こだろう。

　俺はフッと微かすかに笑うと、自身の剣を縦に振り下おろした。

「!?」

　羽奈の顔が驚愕に染まる。

　剣けん先さきを覆っていた光刃が天井まで届くほどの長さにまで膨ぼう張ちようし、湾曲しながら光弾を切り裂いたのだ。

　止まらない切っ先は、そのまま羽奈の頭上に迫せまる。

　彼かの女じよは咄とつ嗟さに本を体前に結集させ、蒼い盾たてを形作る。

　だがそれも呆あつ気け無なく、俺が振り下ろした魔剣の前に簡単に砕け散った。

「きゃっ!?」

　衝しよう撃げきで羽奈の体は宙に放ほうり出され、地上目め掛がけて落下してゆく。

　俺は素早く下に回り込み、地面に激げき突とつ寸前で彼女の体を受け止めることができた。

「ふぅ、間に合った」

　大きく息を吐いて、抱だきかかえている羽奈の様子を確かめる。すると彼女はしゃべることも出来ずにおとなしく腕うでの中に収まっていた。

　そこで少し前から考えていた事を口にする。

「俺、この模も擬ぎ戦、降参するわ」

「え……？」

　羽奈は狐きつねにつままれたような顔になったあと、すぐに文句を言おうとするが上う手まく言葉が紡つむげない。

「何を言って……」
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「どのみち俺、女の子に手を上げるとか性に合わないし。今のも斬りかかりながら、なんか違うなあーって思ってたんだよねー。そんなわけでもういいや」

「そ、そんなが言い分が通るわけが……」

「まあなんだ、強い羽は奈なもいいけど、俺はこんなふうに可愛かわいい表情を見せる羽奈の方がもっと好すきだからな」

「……」

　完全に沈黙してしまった羽奈。

　なんだか抱かかえている彼女の体が熱くなっていくのを感じたが、俺はそのまま控え室へと歩き出だした。





‡　‡　‡






　模擬戦を終えた翌日。今日も目め茶ちや苦く茶ちやハードな授業が午前中から続き、今やっと昼休みに辿たどり着ついたところ。ここまできてまだ一日の半分だっていうんだから気が滅入ってくる。

　ちなみに午後も午前と同じ分量の授業が控えている。

　とりあえず飯でも食ってスタミナを補ほ充じゆうしとこう。

　そう思って例の食堂へと向かおうとした。だがその時、俺の背中から呼び止める声が聞こえてくる。

「神かん前ざき君……」

「ん？」

　辿たど々たどしい口調を怪け訝げんに思いながら振り返かえると、そこには真ま面じ目めの代表みたいな容姿の羽奈が、何か言いたそうにモジモジしながら立っていた。

　なぜだかそこには以前までの殺気が無い。急に角が取れた感じだ。

　表情は相変わらず淡たん泊ぱくだが、多少変化が見られる。

「どうした？　そんなに顔を赤くして、熱でもあるのか？」

「そ、そうではなく、神前君にお話があるのです」

「話？　何？　俺のことが好きだとか？」

　ぼふっ

　羽奈の顔が燃えたように見えた。

　そしておもむろに近くにあった机に頭をガンガンとぶつけ始めた。

「お、おおいっ!?　何やってんだ!?」

　俺が慌てて止めると、彼女は赤くなった額をこちらに見せながら言う。

「お願いがあって……きたのです」

　男に対して潔癖だった彼女が俺にお願いだなんて、どういう風の吹ふき回しだろう。

「近々、闘妃インビンシブ夜会ルクイーンが行われるのを知っていますか？」

「闘妃インビンシブ夜会ルクイーン　？　なんだそりゃ??」

「端的に言えばクラス対たい抗こうのタッグトーナメント戦の事です。そして学院一の最強魔剣士を決める戦いでもあります。私はそのトーナメント戦に出場し、優勝を勝ち取れるだけの力量を持ったパートナーを捜さがしています。その相手に神かん前ざき君をと思ったのです」

　俺は顎あごに手を当て、深く頷うなずく。

「なるほど、羽は奈なの言うことはよく分かった。とりあえずその前に俺の人生のパートナーになるっていうのはどうかな？」

「??」

　彼女は何を言われたのか一いつ瞬しゆん理解出来ずに固まっていた。

　だが、そのうちに頬ほおを染め始め――

　ガンッガンッガンッ

「だぁっ!?　だからそれはやめろって！」

　また頭を打ち付け始めた彼女を背後から羽は交がい締じめにして制止した。

「はー……はー……」

　ちょっと息が荒あらくなっている。

　どうやら彼女は照てれ臭くさくなると自分の体を痛め付ける癖くせがあるらしい。

　丁度そこへ声をかけてきた人間がいた。

「あらあら、いつの間に二人はそんなに親密になったのかしら？」

　眉まゆをひくつかせながら言ってきたのは蓮れん花かだった。

　それで羽奈は自身が羽交い締めにされて俺と密着していることに気づき、慌てて離れた。

「そ、そういう事ではありません。私は闘妃インビンシブ夜会ルクイーンへのお誘さそいを」

　そこで蓮花の体がピクリと反応したのを見た。

「それってもしかして、コレをパートナーにしようとしているの？」

「コレとか言うな」

　俺を指差してきた彼女に文句を言った。

「そうです」

　羽奈が素直に答えると、蓮花は優ゆう越えつ感かんに浸ひたったような態度を取る。

「それは残念ね。コレは曲がりなりにも私の魔神ってことになってるから、他の人には貸せないのよ」

「だからコレって言うなって」

「でも先日の模擬戦で悟さとったのです。私の戦闘スタイルと神かん前ざき君の戦い方は相あい性しようが良いと。それは戦った事のある私にしか分からないですから」

「そうは言っても無理なものは無理なのよ」

「そもそも泉せん明みよう寺じさんは闘妃インビンシブ夜会ルクイーンに出場するつもりなのですか？」

「そうよ、悪い？」

「ならば尚なお更さらです。〝魔神に嫌われた魔剣士デツドダツク〟と言われる泉明寺さんが神前君といるより、上級魔剣士である私が組んだ方が有益だと思われます」

　その言葉には蓮れん花かもカチンと来たようだ。

「どういう意味よ」

「そのままの意味です。全く無む駄だであるという」

「なっ!?」

　険悪なムードが漂ただよい始めたので、これ以上エスカレートしないように俺は二人の間に割って入った。

「まあまあ、二人共俺のことが好きなのは分かったからさ。こんな所で俺の取り合いをして修しゆ羅ら場ばるのは止めてくれよ。どちらも傷付いては欲ほしく無いんだからさ」

「なっ、どうやったらそんなふうに取れるのよ！」

「ま、まだそういう関係では……」

　二人は明らかに取り乱していた。

「それにしたって、二人共なんでそんなにその闘妃インビンシブ夜会ルクイーンに懸けてるわけ？　優勝すると何かあるのか？」

　これに答えたのは蓮花だった。

「あるわよ。優勝者は卒業後、正規魔剣士部隊に入隊する際、配属先に推すい薦せんが利きくだけでなく、在学中から希望する部隊に研修生として出向させてもらえるのよ」

「へー」

　すごいメリットなんだろうけど、いまいちピンとこない俺がいる。

　もし蓮花が推薦希望を通すなら、その場所は恐おそらく魔剣士のエース部隊、黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズだろうなってのは分かる。

　じゃあ彼女はどこを希望しているのだろう。俺は羽は奈なに顔を向けた。

「羽奈は希望する場所とか決まってるの？」

「もちろんです。第４魔剣士団第11魔剣士隊、黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズが在ざい籍せきしている部隊です」

　彼女は迷わず言い切った。

　蓮れん花かは意識したのか、羽は奈なを睨にらみ付けている。

「というわけで闘妃インビンシブ夜会ルクイーンは絶対に外せない事こと柄がらなのです。なので試合に先さき駆がけて技術を高める為、二人きりでの練習をお願いします。今度の日曜日などはいかがでしょうか？」

　羽奈がなんか言い出した。無論、これに蓮花は黙だまっていなかった。

「何を勝手に決めているの？　彼かれは最初から私と組むことになっているのよ。練習も日曜日ってことになってるわ」

「そうだっけ？」

　俺が首を傾かしげながら言うと、蓮花の肘ひじ鉄てつが俺の脇わき腹ばらに決まった。

「ごふっ!?」

　なんだかまた悪い空気になってきてしまったところで俺は口を挟はさむ。

「それにしても日曜日かあ……その日はクロエとデートの約束してるんだよなー」

「デ、デートですって!?」

「デ……ト……」

　デートという単語だけで動どう揺ようしてしまっている彼女達に俺は告げる。

「でもそうだな、せっかくだから四人で一いつ緒しよにデートしよっか？」

「「!?」」

　それで二人は狼狽うろたえが濃こくなった。

　そういえば最初に約束したクロエはどこ行ったんだろう？

　教室内に目を向けてみるが、彼女の姿は見当たらなかった。

　そこで突とつ然ぜん、俺の上着のポケットに入っていた携けい帯たい端たん末まつが震ふるえる。

　画面を見ると学内ネットワークから配信された学院側からの呼び出しメッセージだった。

［至急、学院長室までこられたし］

　そこにはそう表示されていた。

　なんだってんだ？　こんな時に。

「ごめん、呼び出し食くらった。話はまた後でな」

　俺はきょとんとしている蓮花と羽奈にそうとだけ告げ、教室を出た。
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　真まっ直すぐに目的地に向かった俺。学院長室は面めん倒どうな事に別べつ棟むねの三階にある。

　そこに辿り着いた俺は結構重じゆう厚こうな作りの二枚扉とびらの前に立っていた。

　目の前の扉をノックする。

「はっ!?　はぁーい……」

　この場に不ふ釣つり合あいな幼声が扉の向こう側から聞こえてくる。学院長の声だ。

　ここ数日で彼女の本名が判明した。鬼ほお灯ずき万ま里り枝えというらしい。

　その万里枝先生の許可が出たので中に入ると、やたらでかい机の向こうにツインテールの小さな女の子がぽちょんと座すわっていた。

「お、お待ちちてまちた」

「噛かみまくりですね」

「はうぅっ……！」

　万里枝先生は涙なみ目だめになった。

「いい加減、男に慣れて下さいよ」

　横からそう口を出してきたのは美み影かげ先生だ。

「だ、だってー……」

「今度『だってー』って言ったら神かん前ざき君の抱き枕まくらを作って学院長の枕まくら元もとに置きますからね？」

「あわわわわ……」

　万里枝先生は赤くなった頬に両手を当てて首を横に振っていた。

「あんたら何気に失礼な事言ってるって気付いてるのか!?」

　呼び出しておいて何がしたいんだ、この人達は。

「ああ、悪かったわね、急に呼び出したりして」

　やっと俺の方に向き直ってくれた美影先生。

　彼女は行ぎよう儀ぎ悪く万里枝先生の机に腰こし掛かける。タイトスカートから延びたむっちりとした太ももが眩まぶしい。そして気け怠だるさの中に艶つやが宿る瞳ひとみで俺を見てくる。

「先日の模擬戦、圧あつ倒とう的てきだったわね。なかなか楽しませてもらったわ。雪ゆき代しろさんに戒かい術じゆつのようなものは発生しなかったみたいだけど、72柱クラスの魔神の力をあそこまで抑おさえ込んでしまうなんて、こちらが考えていた以上だったわ。確かにこれは魔神を隷従させるソロモン王の力ね」

「はあ」

　俺は気の無い返事をしたあと続ける。

「でも、あんまりソロモン王とかっていう自覚が無いんですけど。そもそも日本人じゃないですか、俺」

「ああ、それは遠く離れた先祖から物もの凄すごく薄うすい血で繋つながってるとか、生まれ変わりとか、魂たましいが乗り移ったとか、そんな感じじゃない？」

「適当だな、おい！」

　まともな答えを期待した俺が馬ば鹿かだった。

「それはそうと、なんで俺を呼び出したんですか？　まさかそれだけを告げる為ために呼んだわけじゃないでしょう？」

「ああ、それは学院長から説明があるわ」

　美み影かげ先生は椅い子すに座ってぼんやりとしていた万ま里り枝え先生に視線を送る。するとツインテールの彼女は急に慌あわてたようになった。

「へっ!?　あ、はい、で、では先生が説明しますね」

　彼女はなるべく俺の目を見ないようにして話し始めた。

「えーとですね、近々行われる契けい約やく試験に合わせて、この学院に〝黒王の剣けん〟が搬はん入にゆうされてくるのです。これは元々ソロモン王が現れた時にと制作された魔剣です。いわば神かん前ざき君専用の剣ですね」

「え、今まで使ってた普ふ通つうの魔剣じゃ駄だ目めなんすか？」

「ええ、多分通常の魔神隷従剣レメゲトンソードですと神前君の力を効率良く発揮できないどころか、耐たえられないと思われます。そのうち壊こわれちゃいますね。それに比べ黒王の剣はスペックが格段に違ちがいます。制作中に何度も暴走を繰くり返し、幾いく人もの研究員を犠ぎ牲せいにしてきた曰いわく付つきの魔剣ですから」

「いらんスペックだ！」

「大だい丈じよう夫ぶです。神前君なら〝多分〟使いこなせますから」

「多分てどういうことだああっ!?」

　そこで再び美影先生が口を出してくる。

「魔剣士隊本部の保管庫に封ふう印いんしてあったものを神前君に合わせて今、調整している段階よ。届き次し第だい、契約試験でそれを使ってもらうから」

「いや、そんな危険な代しろ物ものいりませんよ」

「面めん倒どう臭くさい子ね。もうこの学院に来てしまったからには貴方あなたに選せん択たく肢しなどないのよ。大だい丈じよう夫ぶ、神前君の隷従の力が黒王の剣にも通用するはずだから、暴走とかそういうことは無いわよ」

「うーん……納なつ得とくいかないなー」

　俺は渋しぶりながら考える。するとすぐに、いい事を思い付いた。

「条件出していいですか？」

「どんな？」

「その剣を使う代わりにこの学院の実権を俺に握にぎらせて下さい！　俺のハーレム化推進の為に！」

「ふえぇっ!?」

　万ま里り枝え先生は落ち着かない様子で、短い手を目め一いつ杯ぱい横に伸のばし、自分の机を死守しようとしていた。美み影かげ先生は至って冷めた態度で俺に言う。

「そんな条件が通るわけないでしょ」

「じゃあじゃあ、この学院、プールありますよね？　そのプール槽そうを全面ガラス張りにしてもらうとか」

「それならまあ……なんとか」

「おおっ!?」

　通ってしまった。言ってみるもんだな。万里枝先生は、

「せっ、先生は判押おしませんからねっ!?」

　とか言っていたが、その辺はゴリ押しできそうだ。

　そうなると俄が然ぜんやる気が湧わいてくる。

「それでその契約試験っていうのは、どんなものなんですか？」

　これには美影先生が答えてくれた。

「この時期に行う二年生だけの大事な試験よ」

　二年だけ、ってどういう事だろうか？

「この試験は一年生のうちにやってきた事の総そう括かつ的てきな意味合いがあって、生徒一人一人の実力を精査する為のものでもあるわ。そしてこの試験の中で自身の魔ま剣けんに宿す魔神を一つに絞しぼって契約してもらうの。そこからはもう変へん更こうは利かない。だから一年次は自分にとってどの魔神が扱あつかい易いのか吟ぎん味みする時間とも言えるわね。72柱クラスは別格だけど、ほとんどの生徒はこの試験後に己おのれの能力を確定するというわけ。同時に契約した魔神の等級によって魔ま剣けん士しとしての階級も決まるわ」

　ソロモン72柱の魔神はそれぞれに軍団を作り、無数の悪魔を配下に従えていると言われている。前に蓮れん花かが説明してくれた通り、72柱クラスは自動的に上級、それ意外は契約した悪魔の等級に応じて中級と下級が決まるってわけか。

「てか、ソロモン王の俺がその試験に出てどうするんですか？」

「面おも白しろそうでしょ？」

「おい……」

　俺は頭を抱えながら、階級の話が出たことでふとある事を思い出していた。

　下級悪魔すらまともに扱えない蓮花のことだ。

「先生、もしその契約試験でどの悪魔とも契約できなかったらどうなるんですか？」

「ん？　ここに入学している以上、みんな魔剣士の素質はあるわけで、何かしらの悪魔と契約できるものよ？　過去にも契約できなかったなんて例は無いし」

「でも、蓮れん花かは……」

　彼女の名前を口にすると、美み影かげ先生の表情が曇くもる。

「そうね、あの子は……ちょっと難しいかもしれないわね」

「どうなるんですか？」

「卒業後の話だけれど、大体、中級は魔剣士隊に配属、下級は通信や補給、機動衛生関連などの後方支し援えん部隊に配属されるのが通例よ。でも全く能力が確定できないとなると部隊に配属はさせられないわね。実際、着任ともなれば軍事的な衝しよう突とつはほぼ無いとはいえ、防衛に携たずさわる仕事であるし、災害現場に赴おもむくことにもなるのだから」

「そんな……」

「三年次からは本格的な訓練も始まるし、今回のこの契約試験は今後の進路を決める最終試験でもあるのよ。能力がまともにコントロールできなければ一いつ般ぱん人じんも同じ。そんな人間が一緒に訓練に入ったら危険極きわまりないわ。残念だけれども契約試験で結果が出せなければ退学してもらうより他は無いわね。でもそれはそれで……ね？　ここで続けることが彼女にとっても幸せになるとは限らないし。ほら、魔剣士学院を卒業した生徒でも進路を改めてこの島の街で働いてる人間もいるし、正規魔剣士でも退たい役えきして島の仕事に従事している人もいるくらいだから、そっちの道もあるんじゃない？」

　なんなんだよそれ。

　蓮花はあれでも彼女なりに、ひた向きに頑がん張ばってるんだ。訳が分からないうちにここに転入した自分なんかよりはずっと。

　そんな彼女の存在自体を否定されたような気がして俺は無む性しように腹が立った。

「あ、でもそうなると、学院始まって以来の強制退学者って事になってしまうわねえ」

　美影先生はその事をあまり大きな問題だとは考えていない様子だった。

「させねえよ」

「え？」

「俺がそんな事にはさせねえから」

　言ってやった。

　すると彼女は軽く口元を弛ゆるませて、こう答えた。

「そう、じゃあ頑張ってみるといいわ」







四章　デートの日







　一日の授業が終わり、みんな教室からぞろぞろと帰り始めた頃ころ合あい。

　契約試験までの期間、蓮れん花かの練習に付き合うと勝手に決めていた俺は、早さつ速そく彼かの女じよの席に向かって「おい、練習するぞ」と言おうとした。

　しかし、彼女の姿はすでにこの教室内には無かった。

「もういねーのかよ！　どこ行ったんだ？」

　行き先が考えられるのは敷しき地ちの片かた隅すみにある、あの倉庫。

　またあの中でこっそり一人で練習してんのか？

　他に彼女が行きそうな場所で思い当たるものが無かったので、とりあえずそこに向かうことにした。

　倉庫に到とう着ちやくすると、やはり中に気配を感じる。

「蓮花、ここにいるのか？」

　俺は扉を豪ごう快かいに開けて中に入った。すると、そこにいた彼女と目が合う。

　そして互たがいに固まった。

　それが幻げん覚かくでないのなら、目の前に全ぜん裸らの蓮花がいた。

「っ……!?」

　この前は下着姿だったが、今日はなぜだか一糸まとわぬ姿で、剣だけを持ち、色んな所を隠かくすことも忘れて呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしていたのだ。

「あ……ああっ……」

　次第に状じよう況きようが把は握あくできてきたのか震える声が漏もれ始め、白くてもっちりとした肌はだが足あし下もとから頭まで桃もも色いろに染まってゆくのが分かる。

　片手でさっと胸を隠すと、もう片方の手で、

　チャキッ

　魔剣の柄つかが強く握られる音がした。

「おい……待て」

　不ふ穏おんな空気を感じた俺は後あと退ずさる。だがその剣は容よう赦しや無なく振ふり下ろされた。

「微み塵じん切ぎりになりなさい！」

《ばっ、ばっ、ばっ、ばかあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!》

　二重になった声が俺の頭の中に響ひびいた。

　破は砕さい音と共に室内に埃ほこりが舞まう。見れば俺の傍そばにあった跳とび箱ばこが一段から十段目まで真っ二つになっていた。

「ちょっ!?　冷静になれ！」

「どの口がそんな事を言うのかしら？」

《あわわわわわわ……》

「いいから、落ち着け！　それと全然隠し切れてないぞ、色々と」

「!?」

　彼女は一旦自分の状態を再確かく認にんした後、凍こおり付く。そして、

「ひっ!?」

《きゃあああああああっ!?》

　妙みように悲鳴をシンクロさせながら、その場にしゃがみ込んでしまった。

「ほら、後ろ向いててやるから早く着ろって」

　背中を向けるとゴソゴソと急いでいる感じの音が聞こえてきた。

　数分して、

「い、いいわよ……」

　許可が出たので振り返る。そこには眉み間けんに皺しわを寄せた制服姿の彼女がいた。
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「まったく……脱ぬげばいいってもんじゃないだろ？」

「し、仕方が無いでしょ？　この前の模擬戦で……上手く行かなかったんだから」

　そういえば彼女は先日の模擬戦でクロエと対戦し、自身の魔力が暴発、自じ爆ばくみたいな形で試合終しゆう了りようとなったんだった。

「そもそも魔神や悪魔の魔力を制せい御ぎよしきれていないのが原因なのよ。だったらもう少し感度を上げれば魔魂ソウルコードを感じ易やすいのではと思って……それでやってみただけなんだから」

「だからって……やり過ぎだろ？　そこまで脱いだらその先はもう脱ぐもの無いぜ？　たとえそれで上手くいったとしても普ふ段だんから全裸で戦うわけにはいかないだろ？」

「それはそうだけど……というか、そもそもあなたが勝手に入ってくるのがいけないと思うのだけど？」

「まあ、それに関しては謝あやまる」

「あら？　意外に素す直なおなのね」

《どどどうして素直に謝るのかしら？　エロ男なのに！　っていうか、見られちゃった、見られちゃった、見られちゃった！　どっどうしよぉぉぉっ！》

「前に言っただろ？　俺おれは紳しん士し的てきなエロ男だって。あと見られた事は心配するな。ちゃんとこの俺がお嫁よめに貰もらってやるから」

「……」

　蓮れん花かの瞳が一点を見つめたまま動かなくなる。

《えっ、これって、まさか、ぷぷぷぷろぽーず!?　えっ、ええええっ!?》

「そう取ってもらっても一向に構わないが」

　突とつ然ぜん彼かの女じよは、傍にあった棚たなに寄より掛かかって固まった。意識がどこかに飛んで行ってしまっているように見える。

「おいっ!?」

　俺が慌てて近付くと、彼女は素す早ばやく魔剣を指輪にしまい込み、今では肩かたで息をしていた。

　なんだこれ……心が読めなくなると一気に不安になるなあ……。

「それで、なぜここに？」

　ツンとした表情は崩さずに彼女は聞いてくる。

「ああ、練習を手伝おうと思ってな」

「手伝い？　ああ、さっき雪ゆき代しろさんがいる前で言った闘妃インビンシブ夜会ルクイーンへ向けた練習のことね」

「違う違う、それじゃない。蓮花から言ってきたんだろ、魔神が扱えるようになるまで手伝えって」

「確かにそんな事も言ったわね」

「おい」

「でもなんで急にそんな事を言い出したのかしら？　どういう風の吹き回まわし？」

「契約試験の事を聞いてな」

　ビクッ

　それで蓮花の体が分かり易く反応した。そして続けようとした俺の言葉を遮さえぎる。

「ああ、それ以上言わなくていいわよ。私も先生から聞かされたから。その試験の出来如何いかんで私の未来が決まるって事でしょ？　でも最悪な未来にするつもりはこれっぽっちも無いから」

「ああ、そうだな」

　肯こう定ていしてやると、彼女は眉を顰ひそめた。

「なあに？　その態度は。同情なのかしら？」

「いや、どちらかというと愛情だな」

「……」

　蓮花は生気が抜ぬけた人のようになっていた。

「何やってんだ……？」

「あんたのせいでしょ！　こうでもしなければ良からぬ事を考えてしまうのだから」

「いや、もう剣しまったんだから何も聞こえないって」

「そんな事はもう関係無いの。今は私の頭の中で好き勝手動き回るあなたが許せないのよ」

「そこまでかっ！」

　酷ひどいなあもう。

　げんなりしつつも気を取り直し、蓮れん花かに誘いをかける。

「そんな事より練習しようぜ。とは言っても、魔剣に関しては俺、ド素人しろうとだからな。知識も技術も蓮花に及およぶわけもないので、できる事といったらとことん付き合うくらいだけど」

「役に立たないわね」

「しょうがないだろ」

　そこで沈ちん黙もくした彼女は、何か考えている様子だった。そして、

「あなた、何かスポーツの経験は？」

「うーん、今は特には。中学の時にちょっとだけ剣けん道どうをかじったくらいかな？」

「そう、じゃあ今日は魔魂ソウルコードを感じる鍛たん錬れんはこれくらいにして、剣けん術じゆつの練習に切きり替かえましょう。相手になってくれるかしら？」

「え、俺？　ああ、いいぜ」

　この時、軽くＯＫしてしまった事を後こう悔かいしたのは数分後だった。

　倉庫を出て、誰だれもいない闘技場アリーナに向かった俺おれ達たち。

　魔神装甲イーヴルギアは身に付けずに、魔剣のみを持った俺達は、そこで魔まり力よくを使わない純じゆん粋すいに剣と剣だけの手合わせを始めていた。

　刀身がぶつかり合う度に思うのは、彼かの女じよの剣の腕うで前まえが驚おどろくほど優すぐれているという事。たいした経験の無い俺でも、その太た刀ち筋すじのキレや、足捌さばきが尋じん常じようでは無いレベルだということが分かる。裏を返してみれば、素人しろうと目めでも分かるくらいの技術だということ。

　人がここまでのレベルに達たつするにはどれだけの鍛錬が必要なのだろうか？

　才能という言葉だけでは片付けられない何かがそこにはあった。

「ちょっ、ちょっと待った！　休ませて……」

　俺は斬きりかかってくる彼女を手を挙げて制止した。

「なに？　もうスタミナ切れなの？　使えないわね」

「いや俺じゃなくても大たい抵ていの人間は息が切れると思うぞ？」

　そう、だってかれこれ一時間近く休み無しで戦っていたのだから。

「でもなんとなく分かった」

「何がよ？」

　俺は彼女と剣を合わせていて理解した。蓮花は途と轍てつも無ない努力をしてきた奴やつだと。

　魔ま神じんが上う手まく扱えない。だからこそ、それ以外のできる事は全すべて、すでにやってきたのだ。

「積み重ねてきたものは決して裏切らない、ってか？」

「え？　何を言ってるの？」

　蓮れん花かは訝いぶかしげにこちらを見ていた。そんな彼女に俺は微笑ほほえみ返す。

「ちょっと俺なりに魔魂ソウルコードとか魔剣の仕組みをもっと根本的な部分から洗ってみることにするよ。練習ももちろんするけど、魔剣が上手く扱えないには理由が必ずあると思うんだ。そこが分かればもっと効率良く練習ができるはず」

「そ……そうね」

「あ、もしかして、調べ尽くしたって感じ？」

「ま、まあ……それなりに。でもまだ知らない事が出てくるかもしれない可能性は否定できないわ」

「そうか、じゃあやるだけやってみる」

「ええ」

　この日から毎日、授業が終わると二人で練習というのが日課になった。

　前半は魔魂ソウルコードを感じ取る為の精神鍛錬。後半は剣術というメニューをひたすら繰り返かえすという日々。途と中ちゆうから、俺が見つけてきた呼吸法なども加え、今日もみっちりと練習してヘトヘトになった頃ころ、

「それじゃ今日はこの辺にして、また明日にするか」

　と、俺の方から言い出だした。すると蓮花は冷めた目で俺に言ってくる。

「明日はクロエとデートの日でしょ」

「なんだ、覚えてたのか？」

　クロエとは転入初日に街を見て回ると約束していた。

「べ、別にたまたま思い出しただけよ」

「でも今は練習の方が優先だろ。クロエの方は延期してもらうからさ」

「それはそうよ、練習はすごく大事、ほんとすごく大事。でも約束を破る行こう為いは善しとは思えないわ」

「なんだか皮肉っぽく聞こえるんだが……」

「そんな事無いわよ。それに休息も大切な事よ。適度に休まなければ逆に効率が悪くなるわ」

「なるほど、じゃあこの前言った通り、羽は奈なも加えての四人デートだな」

　彼女は急に咳せき込み出した。しかしすぐに落ち着きを取とり戻もどす。

「街に出たら体を休める事にはならないでしょう？」

「そうか、残念だな」

「本当はあなたも休んだ方がいいのよ？」

「そこは大丈夫、女の子の為なら俺は無限の体力を発揮できるからな」

「……」

　蓮れん花かが白い目で見ていたような気がしたが、多分気のせいだろう。
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　日曜日、今日は予かねてから約束していたクロエとのデートの日だ。

　待ち合わせといっても、そもそも同じ寮りよう内ないなので彼女の部屋まで迎むかえに行く。

　ノックすると部屋から出てきたクロエ。彼女は制服姿だった。俺も同様。

　デートなのにと思うかもしれないが、学院の生徒は島内制服着用の決まりがある為だ。なんだか堅かた苦くるしい気がするが、規則なので仕方が無い。

　そんな訳でいつもの格好で俺達は出で掛かけた。

　少し小高い場所に建っているこの魔剣士学院。その学院の門を出てすぐに目に入ってくるのは、至近にある城のような造りの魔剣士隊本部。

　この二つの施し設せつを中心として中世ヨーロッパ風の街並みが眼下に広がっていた。

　転入してきてから学校と寮りようの間を行き来するだけの毎日だったから、こうして敷しき地ち外がいに出るのは俺達にとって初めての事。綺き麗れいに整った街並みを目にするのはかなり新しん鮮せんに映った。

「結構な街なんですね」

「そうだな」

　実際、一つの市ぐらいの規模がありそうだ。これらはみな魔ま剣けん士し達たちを支える為に生まれた〝魔剣都市〟であり、ここだけで衣食住すべてが賄まかなえるという。そしてそこに働く人々も全て女性という話だ。

　学院から街へと下る道を二人で歩く。下りきった所は街のメインストリートへと繋がっていた。

　通りにならぶ家々は古風な西せい欧おうの造りであるにも関わらず、中に入っているのはコンビニだったり、飲食店だったり、本屋だったり、銀行だったりと、極ごく普ふ通つうの現代日本の商業施設。でも、それらが主張せずに景観の中に上手く溶とけ込んでいた。

「なんか面白いですね」

「ああ、景観規制のある観光地みたいな雰ふん囲い気きだな。そういやクロエの国とかは素でこんな街並みとかなんじゃないのか？」

「さあ……どうでしょうか」

　なんだか腑ふに落ちない返答。あんまり触ふれて欲しくないんだろうか？

　俺達はそのまま服やアクセサリーのお店を見て回ったり、ゲームセンターっぽいところに行ったりしたが、彼女はせっかくのデートだというのに終始浮うかない顔でいた。しかも寮を出発した時からずっとこんな具合だ。

　どこか調子でも悪いのだろうか？

　なので少し休きゆう憩けいでもしようと思い、近くにあった全席オープンテラスのカフェに入る。

　表側の通りに面したこの場所からは、少し先に青い海が望めた。

　天気も良く、空気も美味おいしく、眺ながめもいい。

　でもクロエは上の空といった感じで、コーヒーカップを前にぼんやりと虚こ空くうを見つめていた。

「どうかしたの？」

「……え？　何か？」

　自分がぼーっとしていた事すら気づいていないようだった。

「なんかずっと、心ここに在らずといった感じだからさ」

「そ、そうでしたか？」

「何か悩み事でも？」

「いっ、いえ、そんな事は何もありませんよ。海が綺麗だなーなんて心奪うばわれていただけですから」

「そうか？　海はクロエの背中側だけどな」

「ふぇっ!?」

　彼女は慌てて背中へ振り返る。

「あっ、それは、その、ここに座る時にチラッと海が見えたから、それを思い出して感慨に耽ふけっていたというわけなんですよ、あはは。そ、それより、あれってなんですか？」

　自分から無む理り矢や理り話題を切り上げた彼女は、通りを挟んだ向いにある店を指差していた。

　ぱっと見は他の家々と外観がさほど変わらないので何の店なのか分からなかったが、目を凝らしてよく見ると小さい看板が出ていた。

　そこには〝銭湯〟とかいてあった。

　なぜ、ここにそんなものが??

　寮にも大浴場とかあるのに、わざわざここに入りにくる人間とかいるのか？　この街の住人が使うとかか？

「あれはだな、ジャパニーズ銭湯というものだ」

「せん……とう？」

　クロエは首を傾げていた。海外から来た彼女が、日本の伝統的な大衆浴場の事など知るはずもないか。

「そう、あそこは見知らぬ者同士が同じ湯船に浸かり、親しん睦ぼくを深めるという日本の伝統文化を代表する施設だ」

「そうなんですか！」

　どういう訳だか、彼女は瞳をキラキラと輝かせ始めた。

「わたし、銭湯に興味があります！　是ぜ非ひ、央おう真まさんと親睦を深めたいです！」

「そ、そうか？」

　意外な展開に俺の方がビビった。男に触れてはならないという掟があるにも関わらず、男と関わらずに生きてきたせいで相変わらずそういうところは無防備だった。

　ちなみにこの島は女性しかいないので当然、男湯など存在しない。

「だってわたし、央真さんともっと仲良くなりたいですし」

「なるほど、じゃあ一いつ緒しよに入ろうか」

「はい」

　互いに意見が合い、席を立った時だった。

「ちょっと!?　待ちなさいよ！」

　突とつ然ぜんそんな声がして、近くの店の陰から蓮れん花かが飛び出してきた。

　傍には羽は奈なの姿もある。

「おおっ!?　二人共どうしてここに??」

「どうしてじゃないわよ！　どこに入ろうとしてるの!?　不純すぎるわ!!」

　蓮花が物凄い剣けん幕まくで捲し立ててくる。

「でもさ、クロエが一緒に入りたいって言うから」

「そんなの理由にならないでしょ！　クロエも何考えてるの!?」

「何かまずかったでしょうか？」

　首を傾げ、ぽややんとするクロエに対して、蓮花は頭を抱かかえていた。

「そういえば蓮花、今日は体を休める日だって言ってなかったか？」

「え……私はたまたま街に用事があっただけで……そうしたら、たまたま目の前でいかがわしい事をしようとしているあなたをたまたま見つけただけよ」

「なるほど、やっぱりデートがしたかったんだな」

「そんなこと一言も言ってないでしょ!?」

　彼女は憤慨しているが、明らかに不自然。

「ってことは羽は奈なも俺とデートしに？」

　すると彼女は視線を泳がし始める。

「わっ、私は先日お願いした通り、練習に付き合って頂きたくたくたく」

「ああ、恋の練習ね」

「ふ、普通の練習です」

　羽奈は頬ほおを紅潮させた。

　この二人、もしかして寮からずっと俺達のことをつけてきたんだろうか？　そうでもなきゃ、こうもタイミング良く現れるはずも無い。

　俺は苦笑しながら彼かの女じよ達たちに言う。

「でも明らかにイチャイチャするつもりで――」

「違うわよ」

「違います」

　彼女達は物凄い速さで否定してきた。

　素直じゃないなあ。俺の周りはどうしてこうツンデレばかりなんだ？

「すまん、約束が曖あい昧まいなままになってて悪かったな。じゃあ今からって事でいいかな？　みんなでのデート」

「だ、だから――」

　言いかけた蓮れん花かを俺は手を前にかざして制止する。

「いいじゃないか、だって楽しいぜ？」

「楽しいのはあなただけでしょ？」

　口を尖とがらせる蓮花。その隣となりで羽奈が急に一礼してきた。

　表を向いた彼女の眼差しは真しん剣けんそのものだった。

「申し訳ありません。今日は真ま面じ目めな話があって神かん前ざき君の後を付けさせて頂きました」

　やっぱり付けられてたんだ。

「話って？」

「はい、先日もお話ししましたが闘妃インビンシブ夜会ルクイーンでのパートナーの件についてです」

　それには蓮花も反応を示した。

「今後の事もありますのでハッキリと決めて頂きたいのです。私と組むのか、泉せん明みよう寺じさんと組むのかを」

　羽奈が真しん摯しな瞳ひとみを俺に向けてくる。

　その横で蓮れん花かが、わざと興味が無さそうな態度を取りつつも不安そうにしていた。

　決断を迫られた俺は、

「それなら早さつ速そく、みんなで風ふ呂ろ入ろうか」

「ど、どうしてそうなるのよ！」

「お、おふ、おふ……」

　狼狽うろたえ始めた蓮花と羽は奈な。

「いやさ、その話、大事そうだから、湯に浸かりながらゆっくりと聞こうと思ってな」

「意味が分からないわ」

「そ、そういう事は、ま、まだ早いと思います」

　俺は短く息を吐はいた。

「冗じよう談だんじゃ無く、俺、風呂入りたいんだ。だって普段、寮の大浴場ってみんなが使ってる間、入れないだろ？　それに加えて結構長なが風ぶ呂ろな子達が多くてさ、それを待っているうちに寝ねてしまうってことがよくあって、ここ数日シャワーのみだったんだよね。これは深刻な問題じゃないか？　たまにはゆっくりと湯船に浸かりたいと思ってさ」

　蓮花は戸と惑まどい気味ながらも言ってくる。

「それは……大変かもしれないけど、別に今すぐでなくてもいい話よね？」

「うーん、なんかもう我が慢まんできない感じかな」

「どんな状況なのよ……だったら一人で入ればいいじゃない」

「だってここ女湯しか無いんだぜ？　誰かに交渉してもらわないと入れないだろ？」

　蓮花はそこで沈ちん黙もくする。何か考えているようだ。そして、

「分かったわ。ちょっと行ってくる」

　そう言って、一人銭湯の中へと入って行った。

　間も無くして戻ってきた彼女は俺に告げる。

「丁度今、誰も入っていないそうよ。一時間だけ貸し切りという条件で了りよう解かいを得てきたわ」

「おおっ、さすが蓮花！」

　褒め称えると、彼女はむすっとした態度でそっぽを向く。

「無理を言って頼たのんでいるのだから、早く行ってきなさいよ」

「ああ、それじゃ早速行ってくる」

　俺は入り口を潜くぐりながら上半身だけ振り返り、手を挙げる。

「あと、みんなも待ってるぜ？」

「なっ!?　何を言って……」

　蓮花は口を金魚のようにパクパクとさせ、羽奈は言葉すら出ずに息を詰つまらせていた。

　ただ一人、クロエだけが、

「はい、後から行きますねー」

　と気持ち良く返事をしていた。

　さて、中に入った俺はちゃっちゃか服を脱いで浴室に足を踏み入れる。

　内部は俺の知ってる銭湯と違ちがって、すべてが大理石でまとめ上げられ、とても落ち着いた雰囲気だった。

　そこで手早く体を洗い、ちょっとしたプール並の大浴よく槽そうへと浸かる。

　なんだか久しぶりに、ゆったりと風呂に入れた気がするな。

　あまりの気持ち良さに微睡まどろみ始めた頃合いだった。

　ガラガラッと浴室の戸が開かれる音がした。

　水の垂れる足音と共に、湯ゆけ煙むりの中に三つの人ひと影かげが浮かび上がる。

「おっ、やっぱりきたのか。なんだかんだ言って、結局一緒に入りたかったんだな」

　こちらに近付いてくる三人。その姿が明瞭になるのをお湯に浸かりながら期待して待つ。　だが、目の前に露あらわになった彼女達の姿に俺は愕がく然ぜんとした。

　なんと水着姿だったのだ。

　しかも三人共、露出度のかなり低い、揃そろいのスクール水着。

「なんだその格好は!?」

「これなら誰かさんの卑ひ猥わいな視線に晒さらされることも無いでしょうから」

　蓮れん花かが仏ぶつ頂ちよう面づらで言った。

「私はこれでも心許ない気がします……」

　羽は奈なは露出した白い肌の部分とか、無い胸をしきりに気にしていた。

　そんな二人の前にクロエが躍り出てくる。

「央おう真まさん、これがジャパニーズスタンダード水着らしいんですが、どうですかね？」

　異国人とスク水。これがなかなか新鮮な組み合わせでよろしかった。なにより、そのはちきれんばかりの豊かな胸がかなりポイントが高い。

「最高だと思う。実にいい」

　それでクロエは嬉うれしそうに頬を染める。

　だが俺は、

「実にいい。いいんだけど……今の俺が求めているのはこれじゃないんだ！　なんで水着なんだよ。銭湯ではそういうの禁止だろ？」

　俺が嘆いていると、お尻の方の布地を気にしていた蓮花がその手を休めて答えてくれた。

「ここの店主に事情を説明したら許可が下りたのよ」

「なぬっ!?　余計な事を……」

　俺は浴槽の中でぷるぷると拳を震ふるわせる。そこでふと疑問に思った。

「そういえば、その水着はどうしたんだ？　随ずい分ぶんと用意がいいじゃないか」

「それなら私がアレで作り出しました」

　羽は奈なが浴場の入り口付近を指差した。そこには巨きよ大だいな長物が斜ななめに立て掛けてあるのが見える。

「もしかして……魔ま剣けんか!?」

「ええ、千せん変ぺん万ばん化かのダンタリオンの本があれば、人数分の水着を生成するなど容易たやすい事です」

　まさかこんな事に魔力を使うとは思いも寄らなかった。

「そもそも私達はお風呂に入りにきた訳ではないのよ」

「そうです。ここにいる間にどちらのパートナーになるのかを決めてもらいます」

　真剣な眼差しを向けてくる蓮れん花かと羽奈。

　それに対して俺はお湯の中で両手を横に広げてみせた。

「まあ、話だけは聞こうじゃないか」

　俺がそう言うと彼女達は軽く体を洗い流した後、湯船の中に入ってくる。そのまま俺の横までくると、少し距きよ離りを置いて三人で身を寄せ固まった。

「なんだよ、もっとこっちくればいいのに」

「こ、ここでいいわよ」

　一番近い場所にいた蓮花が身を退く。すると隣の羽奈にぎゅっと肩がぶつかって、更さらに隣にいたクロエの豊かな胸が強調される。

「少しきついです……」

　真ん中で小こ柄がらな羽奈がつぶされて細い声を漏らしていた。

　しかしそれで蓮花が俺の方に寄ってくるわけでもなく、クロエも、

「銭湯って、気持ちいいですねー」

　と一人マイペースだった。

「で、話ってなんだっけ？」

　俺が尋たずねると、濡ぬれた髪かみを頬に這わせた羽奈が二人の間で苦しそうに言ってくる。

「ですから……私と泉せん明みよう寺じさんのどちらかにパートナーを決めて頂きたいと」

「そうは言ってもなー、俺自身、自分の力とかよく分かってないんだぜ？　戦いの基き礎そもできてないしな」

「それは承知しています。その上で神かん前ざき君の力を貸して欲ほしいのです」
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　そこで俺は軽く笑ってみせた。

「それって、パートナーとか体裁のいい事言ってるけど、ただ単に俺の中のソロモン王の力を借りたいだけだよな？」

「そう取ってもらっても一向に構いません」

　彼女は悪びれる様子も無く、淡たん泊ぱくにそう言って退けた。

　俺は思う。羽は奈なは蓮れん花かと同じ黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズを目指しているようだけれど、そうまでしてそこを目指す理由はなんなのかと。

「事情はよく分かんねえけど、ちょっと買い被りすぎだぞ？　もしかしたら俺は二人にとって毒になるだけの存在かもしれないしな」

「そんな事は……」

　羽奈が言い掛けたところに俺が言葉を被せる。

「そういや、さっきから闘妃インビンシブ夜会ルクイーンの事ばかりだけど、それってもう少し先の話だろ？　それよりも目前に契けい約やく試験があるじゃないか。今はそっちの方が大切なんじゃないか？」

「契約試験ですか？」

　羽奈は本気で忘れていたかのような態度を見せた。

「私はすでに魔神が確定しているようなものですから、試験自体は受けますが、ほぼ形だけになると思います」

　その言葉を受けて、蓮花の表情に一いつ瞬しゆんだけ影が落ちたように見えた。

　契約試験に向けて彼女は必死に練習しているってのに、羽奈にとってそんな事は端はなから眼中に無く、もっとずっと先を見ている。

　なんだか歯痒い気持ちになった。

　そこで俺は彼女達に結論を告げる。

「どのみち俺はここに来たばかりで、身の振り方をどうしたらいいのかまだよく分からないし、今すぐどうこうだなんて決断はできないな。ってことでパートナーの件は保留で」

「それは困ります」

「ちょっと、どういうことよ」

　二人は食い下がってくるが、俺は湯に浸かりすぎていたので、そろそろ茹だりそうだった。

「じゃ、そういう事だから。先に上がるぞ」

　俺は合図として、羽奈の頭に軽く触れて立ち上がろうとした。

　途と端たん、浴室の入り口に立て掛けてあった彼女の魔剣が反応する。

［魔力の無効化を確認］

　それは前にも模も擬ぎ戦の最中に聞いた機械音声。

　これはもしや……。

「っ……!?」

「なっ!?」

　予感がした直後、羽は奈なと蓮れん花かの声にならない悲鳴が浴室に響き渡った。

　水面下なのではっきりとはうかがえないが、どうやら彼女達三人の水着が一瞬にして消し飛んだのだ。

「ああ、わりい」

　反射的に謝ったのは俺のせいだと分かっていたから。

　俺が羽奈に触れたことでソロモン王の隷れい従じゆうの力が働いたのか、彼女の魔力が抑おさえ込まれてしまったらしい。魔ま光こう子しで形作られていた水着が消失したのだ。

「あわわわ……」

「こ、こっち見ないでよ！」

　彼女達は胸むな元もとを腕うでで隠かくして、お湯の中に小さく縮こまってしまった。

　クロエだけが平然としていたが、蓮花達たちによって強制的にしゃがまされる。

　桜色に染まった彼女達の柔やわ肌はだを見つめながら俺は、にんまりと笑った。

「これはなかなか面おも白しろそうなので、もう少し見てようかな？」

「なっ!?　何を馬ば鹿かなことを言ってるのよ！　早く出て行きなさいよ！」

「そうか、じゃあ出るよ」

　羽奈はダンゴ虫のように丸まって水中に潜ってしまうし、蓮花も怒おこってるので俺は素直に湯船から出る。

「!?」

　すると蓮花は急に何かを察して背中を向けてしまう。

「えっ、どうしたんですか？　蓮花さん？　あれ、わわっ」

　よく分かって無かったクロエも、彼女に無理矢理後ろを向かされていた。

　当然だが、それは俺おれが何も身に付けていなかったからだ。

　冷たい大理石の床ゆかに上がった俺は、このまま出て行くのもつまらないなーと思いとどまり、タオルを腰こしに巻くと近くにあったバスチェアの上に座すわった。

「出たぜ？」

　俺の声に彼女達は恐おそる恐る振ふり返る。そして、

「なんでまだいるのよ！」

「とりあえず、言われた通り出てみたぞ？」

「そういう意味じゃないわよ。これじゃ私達、いつまで経たっても出られないじゃない」

　蓮れん花かは腹を立てながらも、本気で困っている様子だった。

「だってわざとだし」

「ぐっ……」

　屈辱とばかりに歯は噛がみする。

　そこへ息が続かず水中から顔を出した羽は奈なが、蓮花に寄りかかる。

「のぼせてきてしまったみたいです……」

　彼女の白かった鎖骨の辺りが今では紅色に染まっていた。

「そ、そういえば……私も」

　蓮花も額を押さえながら赤い顔をしていた。

　そこへ張りのある肌に汗あせを滲ませていたクロエが一人、お湯を掻かき分け始めた。

「私もなんだか熱くなってきてしまいました。そろそろ出ます」

「ちょっと!?　待ちなさいよ！」

　蓮花は慌あわててクロエを止める。

「今、上がっちゃ駄だ目めよ」

「え、どうしてですか？」

「どうしてって……あいつが見てるからに決まってるでしょ」

「央おう真まさんが見てると何かまずいことでも？」

　蓮花は対話を諦あきらめてクロエの体に腕を回して勝手に上がらないようにする。

「もういいわ、とにかく今は駄目なの」

「えー、もう限界ですー」

　そんな姿を見ながら俺は、悦に入って含ふくみ笑わらいをする。

「ほらほら、早く上がらないと茹で上がっちゃうぜ？」

　俺は彼女達を急かすように追い立てた。

　羽奈とクロエはのぼせ顔でぼんやりとしている。

　蓮花は悔しさに塗れた表情を俺に向け、言ってきた。

「げ……げっ、外げ道どう!!」

　そんな感じで一ひと頻しきり蓮花達を弄った後、俺は彼女らが本当にのぼせてしまってはいけないと、先に銭湯を出た。

　当然、後から出てきた彼女達（クロエを除く）は不ふ機き嫌げんになっていた。

　そんな彼女達へのフォローも俺は疎かにはしない。

　ちょっと遊びすぎてしまった埋め合わせとして、近くにあったカフェで冷たい飲み物を奢おごってやったりなんかした。まあそれで、機き嫌げんが直る訳でも無かったが……。

　今日は街を見て回る予定だったが、彼女達はどっと疲れてしまったようで、結局その日はそのまま寮に帰ることになった。
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　寮に戻り、普ふ段だん通りの日常を過ごした俺。

　食堂での夕食を終え、いつものように蓮れん花かの部屋のクローゼットの中で休んでいると、ウトウトとしてきてしまい、いつの間にか寝てしまった。

　ふと気が付くと室内は真っ暗で、誰もいない。

　時計を見ればまだ消灯には時間がある。寝てたといってもそんなには経っていなかった。

　で、蓮花はどこ行ったんだ？

　さっき一緒に部屋に戻ってきたはずだが……。

　俺は彼女を捜さがしに部屋の外に出る。

　ちなみに寮内の生徒達には、俺が蓮花の部屋に間借りしてるってことはすでに周知の事実となっていた。

　寮内で彼女の姿を見つけられなかった俺は、本校舎へと続く渡わたり廊ろう下かへ向かう。

　案内灯ぐらいしか点ついていない薄暗い通路を歩いていると、唐とう突とつに頭の中で声がし始めた。

《央おう真まのバカ！　央真のアホ！　央真の……えっと、うーんと……いっ、淫いん獣じゆう！》

　これは……あれだな。

　この感じ、もうそれほど考えなくても分かる。蓮花の心の声だ。

　しかも俺の事を央真って名前で呼んでくれている。心の中だけの話だけど。

　でもこれはいい傾けい向こうだ。そろそろ俺にデレる日も近いのか？

　それにしても、どこにいるんだろうか。声だけ聞こえても居場所が分からない。

　とりあえず、なんとなくだが廊下にある窓から外を見てみた。

　すると、中庭にある茂みの中に剣けんを持った彼かの女じよの姿を発見。

　なんだ、あそこか。

　俺は近くにあった昇降口から庭に降おり、彼女の傍そばまで寄って行く。

　辺りは外灯も無く、薄暗かったが、だからこそ月明かりに照らされた蓮花のしなやかな体が、より美しく映えた。

　彼女は剣を真まっ直すぐに構えていた。

　刀身を見つめ、呼吸を整える。

　そして再び動き出した。

　それは仮想の敵を想定しながらの太刀捌さばき。いわゆるシャドートレーニングのようなもの。しかもかなり集中しているようで、俺の気配には気付いていないようだ。

　それはそうと、休息はちゃんと取らないと駄目だとか言っておきながら、なんで自分だけ隠れて練習してんだよ。

　俺はそのまましばらく彼女の様子を見ていた。

　蓮れん花かは額に汗を滲ませながら、練習を続けている。

　刃はが空を切る度に脳内声が漏もれ聞こえてくる。

《もうっ！　私、央おう真まに恥はずかしい格好、見られてばっかじゃない！　シュークリーム食べ過ぎちゃった、お腹なかなのにっ！　どうせならもっとダイエットしてから……》

「いやー普ふ通つうに綺麗だったけどな」

「うわあぁ!?」

　俺が急に話しかけたもんだから、いつも冷れい徹てつさを取り繕っていた彼女もこの時ばかりは驚おどろいて腰を抜かした。

「いっ、いつからそこにいたのよ!?」

「うーん、ちょっと前からかな」

「音も無く近付かないでよね。びっくりするじゃない」

　彼女はお尻に付いた土を叩たたき落としながら立ち上がった。

　俺は人差し指で頬を掻く。

「特に忍び寄ったわけでもないんだがな」

「どうかしら、あなたの事だから盗撮でも狙ねらっていておかしくないわ」

「おいおい、俺はそんな卑劣な事はしないぜ？　やるなら堂々と正面から撮らせてもらうし」

「どのみちダメよ」

「だって俺だけの為ために撮さつ影えい会かいを開いてくれるんだろ？」

「そんな予定、いつ出来たのよ」

「いや、だってさっき『もう少しダイエットしたら央真に見せていいわー』って言ってただろ？」

　ハッとなった蓮花は慌てて魔剣をしまい込む。

「そ、そんな事、一言も言って無いわ！」

「うわ……まだ言い張るとか」

「うっ、うるさいわね！」

　蓮れん花かは顔を紅潮させながら唇くちびるを引き結んでいた。

「まあいいや、ほら」

　どうでもよくなった俺は、持っていた水のペットボトルを彼女の頬にあてがった。

「ひゃうっ!?」

　小さな悲鳴を上げた彼女は、冷たさに首を縮ませた。そのままそのボトルを両手で受け取る。

「俺が飲もうと思ってさっきそこで買ったんだけど、いい汗あせ掻かいてるみたいだからやるよ」

「恩着せがましいわね」

「嫌ならいいんだぜ？」

「ここで断ったら、引っ込みがつかなくなったあなたが可哀相だから貰もらってあげるわよ」

　いちいち文句を垂れた後、キャップを開けてぐびぐびと飲み始めた。相当、喉のどが渇いていたようだ。

　そこへ俺が、思い出だしたように一言付け加える。

「あ、それ俺が一口だけ飲んだから間接キスだな」

「ぶふぅっ!?」

　彼女は思い切り水を吹き出していた。

「嘘うそだけどな。というかその反応は酷ひどくないか？　ああ、ウブな蓮花じゃ仕方が無いか」

　ニヤニヤしながら俺が言うと、彼女は苛いら立だちを露わにし始めた。

　口の端がひくひくと動き出したところで俺は話題を変える。

「そういやなんで練習してるのさ？　蓮花も休み取るって言ってたのに。昼間も出で掛かけてたんだから疲れ取れないだろ」

　それで彼女は視線を逸らした。

「別に……暇ひまだったから〝軽く〟やってただけよ」

「〝軽く〟には全然見えなかったけどな」

「いいでしょ、理由なんかなんでも。ただ部屋でじっとしてたら、居ても立っても居られなくなっただけよ。それに……あなたにも、これ以上付き合って貰うのはどうかと思うし……」

　語ご尾びがもごもごとしていて言葉が潰れてしまったが、言いたいことは分かった。

「俺の事は全然気にしなくていいぜ。蓮花と同じ時間を共有して、さらに奥おくへと踏み込んだ親密な関係になる事を狙ってるだけだから」

「……」

　ああ、また黙だまり込んでしまったか。

　それにしても、寝ても覚めても練習ばかりの蓮れん花か。何が彼女をそこまで駆り立てるのだろうか？

「あのさ、俺まだ聞いてなかったんだけど」

「何？」

　彼女は無ぶ愛あい想そうに受け答える。

「蓮花は黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズを目指してるって言ってたよな？　その理由をまだ聞いてなかったなーと思って。なぜ、そこまでしてその場所に行きたいのか、良かったら聞かせてくれないか？」

「嫌よ」

「速攻で拒きよ否ひられた!?」

　だがしかし、そこで彼女は考え込むように沈ちん黙もくし、しばらくして唐突に話し始めた。

「憧れだからよ」

「憧れ？」

「そう、黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズの一人、【右みぎ腕うでのルプス】。彼女が私にとっての憧れで、目標だから」

「なんだ、ファンなのか」

「そういう意味じゃないわよ」

　彼女は心外といった顔をした。

「恩人なのよ。私が幼い頃ころ、そのルプスに命を救われた事があるから」

「??」

　急に予期してなかった話が出てきたもんだから俺はぼんやりとしてしまった。

　蓮花は思い出すように星空に目を向ける。

「ショッピングモールが全焼するほどの大きな火災に巻き込まれてね。死を覚悟した時に現れたのが彼女だったわ。ルプスがいなかったら今の私は無いの。一緒にいた家族は助からなかったけど……でも、その時に悟さとったのよ。力が無ければ何も守れないって。だから私は彼女と同じ場所を目指すの。もう悔しい思いをしたくないから」

　言い切った彼女は清々しい表情をしていた。だがすぐに。しゃべりすぎてしまった自分に気づいて慌てる。

「あ……私、余計な事を……」

「別に余計じゃないと思うけど？　蓮花が黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズを目指す理由も分かったし。それに〝その気持ち分からないでもない〟から」

「え？」

　俺の答えに彼女は不思議そうな顔をした。

「ちょっと状じよう況きようが違うけど、俺も幼い頃、事故に遭あってるからな」

　蓮れん花かは目を丸くしていた。

「俺の場合は家族じゃなくて、全く知らない他人の女の子なんだけど……その子に助けられて――」

　記き憶おくを辿ろうとすると、またあの断片的な映像が俺の頭の中で瞬またたきを繰くり返かえす。

　炎ほのおの海の中、倒たおれ伏ふした少女。

　その傍かたわらでひざを突いて愕然としている幼い俺。

　だが何かがはっきりと繋がらない。

　釈然としない。

　そんな記憶。

「まあだからといって、俺は蓮花ほど強くはなれなかったけどな」

　言った後、彼女は鼻先で笑う。

「どの口が言ってるのかしら？　あの雪ゆき代しろさんを打ち負かしたのだから、十分すぎるくらい強いじゃない」

「そういう意味の強さじゃないんだけどな……。それに俺の力は突とつ然ぜん降ふって湧わいたようなもんで、自分でもよく分からないものだからなあ」

「贅沢な悩みね」

　すごく恨みがましい感じで言われた。

「まあ俺の事は置いといてさ」

「あなたが言い出したんじゃない」

「そうなんだけど……」

　返す言葉を失う。

　ふと前を見ると、月明かりに照らされた彼女が、出会った頃と同じツンとした表情で立っていた。

　そんな彼女を見ていると、自然と頬が弛む。

「そうだ、明日からも練習するなら付き合うぜ」

「いいわよべつに。やましいこと考えてるだけみたいだから」

「ああ、もっと踏み込んだ関係を狙ってるってやつ？　あれは冗談だって」

「どうかしら？」

「正直に言うと九割くらい本気だけど」

「っ!?　少しは誤魔化すとかいう気は無いわけ？」

「無い！　だってこの気持ちは本心からくるものだからな」

「……」

　彼女は能面のようになって口を噤つぐんでしまった。

「というわけで、一いつ緒しよに頑張ろうぜー？」

「好すきにすれば……」

　ぼそりと呟つぶやいた蓮れん花かは、くるりと背中を向け、そのまま自分の部屋へと帰って行った。







五章　契約試験







　蓮れん花かと俺は放課後を目め一いつ杯ぱい使って練習をするという日々を続けていた。

　しかし、そんな毎日もあっと言う間。

　契約試験当日がやってきてしまった。

　闘技場アリーナには二学年全員が集まり、観客席を埋めている。

　契約試験は一対一の対戦形式で行われ、模擬戦と同じダメージポイント制が用いられる。そのポイントが尽つきる前に、戦せん闘とうの中で最終的に自分が使い易やすい魔ま神じんを選定してゆくというやり方だ。

　試験は朝から夕方までかかる上に、一週間かけて行う長丁場。

　百人余りの生徒が二人ずつフィールドに出て対戦っていう流れなので、それくらいかかるのも当然か。

　そんなんだから、なかなか順番なんて回って来ない。

　しかも対戦相手はクラス内だけに限らず、全組から機械的にランダムで選出されるので、いつ自分の番が来るのか分からず、みんな緊きん張ちよう感を保ち続けるのが大変そうだった。

　現在、昼前。俺は観客席に座りながら、携けい帯たい端たん末まつの画面と睨めっこしていた。そこには対戦を終えた生徒達たちの名簿が表示されている。

　あんまり進んだ気はしないが、これでも今日の行われる対戦の四分の一くらいの人数は消化しただろうか？

　ふとフィールドに目を向ける。すると今は次の対戦に向けての整備が行われているところだった。

　まだまだ先は長そうだな。

　まあ俺は、例の黒王の剣とやらが到とう着ちやくしないことには出番は無いらしいが。

「神かん前ざき君、例のものが到着したわよ」

　思ってる傍からそんな事を言ってきたのは美み影かげ先生だった。銀ぎん髪ぱつの裾すそを後ろに梳いた彼女は俺の隣となりに座ると、そのむっちりとした足を組む。タイトスカートからはみ出た太ももが今日も素晴らしかった。

「例のものって、例のものですよね？」

「ええ、例のものよ」

　紛まぎれも無く、黒王の剣のことだ。

「本当に大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「どうかしらね？」

「そこは嘘でもいいから大丈夫って言って下さいよ」

「あ、神前君、Ｐｉｍｏピモ食べる？」

　彼女は話の途と中ちゆうで唐突にそんな事を言い出した。

　差し出してきた手には見慣れたミニチョコアイスのパッケージがあって、六つ並んだうちの一つにピックが刺さっていた。

「先生からの口移しなら頂きます」

「あ、そう」

　そう言って彼女は自分だけで食べ始めた。

　普通にスルーされた。

　寂しかった。

「それだけを伝えにきたんですか？」

「ん？」

　唇にチョコを付けながら振り向むく彼女。

「今、アイスの方に脳内神経が集中してましたよね？」

「ああ、そうそう、例のものだけど管制室に一時保管してもらってるから。あそこね」

　思い出したように美み影かげ先生は観客席の上の方を指差した。

　そこはこの闘技場アリーナを一番上から見下ろせるような場所で、室内には場内の電気的な設備を一括して制せい御ぎよする為の装置がある。

「んで、これから始まる対戦が終わったら、次、神かん前ざき君に出てもらうから」

「いきなりですか。といっても、いつかは出ることになるんだろうし……はいはい、行きますよ」

　この次か。

　そう思いながら、これから始まる対戦の組み合わせを表示している電光掲けい示じ板ばんに視線を向ける。

［雪ゆき代しろ羽は奈な　ＶＳ．泉せん明みよう寺じ蓮れん花か］

　俺は目を見張った。

　とうとう出番が来たか。

　フィールドを見やるとすでに蓮花達は対たい峙じしていて、丁度、羽奈が魔神装甲イーヴルギアをまとうところだった。

　例のランス型魔剣を振るうと、前に俺と対戦した時と同じ、あの玲れい瓏ろうな蒼あおを湛えるドレスアーマーの姿になった。

　対する蓮花も同様に魔麗装ドレスアツプを行う。羽奈のように魔神が確定していない彼女の魔剣は、特に起動音声を告げる事無く魔神装甲イーヴルギアを現出させた。

　例の右腕に装そう甲こうが偏かたよった、白いドレスアーマー。

　それもまた変わらぬ姿だった。

　そんな魔神装甲イーヴルギアに身を包つつんだ彼女の表情は真しん剣けんそのもの。この試験に賭けているのが、こんな遠く離はなれた観客席までひしひしと伝わってくる。

　あれから毎日、俺は彼女の練習に付き合っていた。上う手まく魔神が扱あつかえないのは相変わらずだったが、後半になるとそれも何回かに一回はそれなりに安定するようになってきていた。全すべての経過を間近で見てきた俺としては今日のこの試験、彼女が望んでいる72柱クラスは難しいかもしれないけど、練習どおりやれば下級悪あく魔まくらいはこの戦闘中に契約できるんじゃないのかって素人しろうと目めで勝手に思っている。なによりも学院を辞めさせられないようにする事の方が大事だ。辞めなければ可能性はゼロにはならない。

　しかし――

「よりにもよって相手が72柱クラスとは……」

《なんで、よりにもよって72柱クラスなのよ……》

　俺の呟きと蓮れん花かの脳内声が被った。タイミング良く同じ事を思ったらしい。

　ついてないな。こうなったら、彼女との戦いの中で自身の魔神をちゃんと見極められる事を願うしかない。

　対戦相手を見据えた蓮花は勝負に挑む者の目をしていた。だが内面にある緊張は隠し切れていないようで、何度も柄つかの握りを確かめているのが見て取れた。

　そこでブザー音。

　気持ちを整える余よ裕ゆうも無く、対戦が開始された。

「まさか泉せん明みよう寺じさんと当たるとは思ってもみませんでした。でも、これも良い機会です。この対戦に闘妃インビンシブ夜会ルクイーンのパートナーを賭けませんか？」

　そう言った羽は奈なは魔ま剣けんを下段に構えたまま、不動の状態。まったく動く様子が無い。

　対する蓮花はまるで羽奈の言葉は耳に入っていないようで、彼女をじっと見み据すえているだけだった。

　そう、今の彼女には目の前の試験しか見えていないのだ。

　無む駄だだと悟った羽奈は歯噛みして、自分から動いた。

「仕方がありません。すぐに終わらせます」

　これに蓮花も反応する。

　彼女の剣に光のエッジが灯る。魔光子を凝ぎよう縮しゆくして形作った切れ味の鋭するどい刃だ。

　しかも、いつになく安定している様子。

　スカート後部のスラスターから魔光子が溢あふれ出し、推力を受けた蓮花は斬きりかかる。

　羽奈は向かってくる彼女に対して魔剣を握にぎる手に力をこめた。

　次の瞬しゆん間かん、

「うっ!?」

　駆けだしていた蓮花の体が見えない力で押おし戻され、魔剣に灯っていた光の刃も細かい粒りゆう子しとなって霧散してしまった。

　何がどうなってんだ？　俺が訳が分からずに見ていると蓮花の内側の声が聞こえてくる。

《威圧されただけでとか……どうしろって言うのよ》

　まさかとは思うが……剣気だけで蓮花の魔ま力りよくが不安定になって消し飛んだって言うのか？

　そこにあるのは圧あつ倒とう的てきな力の差だった。

「やはり、駄目そうねえ」

　隣にいた美み影かげ先生は視線をフィールド上に置いたまま呟く。

「この調子だと、契約する前にノックアウトだわ」

　嫌なこと言わないでくれ。

　俺の気持ちが伝わったのか、蓮れん花かは下唇を噛かんでいた。

《どうすれば……どうすれば……》

　焦っている気持ちが声となって聞こえてくる。

　おいおい、別に焦る必要は無いんだ。この試合に勝ち負けは関係無い。対戦中に自身の戦闘スタイルを確立する事こそが重要なんだ。その事を忘れるな。

　そう思いながら見守っているだけの自分に歯痒さを感じた時だった。

　強いプレッシャーが辺りを支配し始めたのだ。

　この感覚は目の前で行われている戦闘からくるものではない。

　では、どこから？

　頭上の空気が張り詰つめたような気がした。

　バシャァァァァァァッン

　刹せつ那な、ガラスが割れたような大音響が闘技場アリーナ内に轟とどろいた。

　音がした方向は上方。

　この場にいた全員の視線がそこに注がれる。

　闘技場アリーナの天てん井じようは吹き抜ぬけになっていて空を望むことができるが、厳密には魔力障壁が張ってあり、不可視の天井になっている。その魔力障壁の一部が割れて、欠片となったものがキラキラと瞬きを見せつつ空気中に溶とけて消えてゆくところだった。

　そこで誰だれかが、「何、あれ!?」と言いながら上を指差す。

　天井の上に人の姿があったのだ。

「人間……？」

「でも、なんかちょっと……」

　傍にいた生徒達が口々に言う。

　俺は携帯端末のカメラ望遠を使ってそいつの姿を確かめる。

　画面に映った姿は、皆みなが言うとおり人型をしていた。だが、全身が軍事ミリタリー色とも言える濃緑の装甲で覆おおわれている。無論、頭も同様の装甲に包まれていて顔も分からない。むしろロボットではないのかと思えるくらい機械的に見える。

　でもそこに無骨さは無く、細い手足と鋭えい利りな肩甲ポールドロンからは非常にスマートな印象を受けた。敢えてたとえるなら鋼鉄の騎士――〝鉄騎〟という名が相応しい。

　そして恐らく……というか、ほぼ確実にその鉄騎が魔力障壁を破は壊かいしたのだろうということは分かる。

「そんな……魔力障壁を破壊できる存在なんてこの世には上級魔ま剣けん士しくらいしか……」

　口からピックを落とした美み影かげ先生の顔は蒼そう白はくになっていた。

　こうしている間にも鉄騎は腕に仕込まれていたブレードを展開させる。右腕と一体化したそれは見たことも無い形状の剣だったが、刀身に走る回路サーキツトの光は、どことなく魔神隷従剣レメゲトンソードにも似ていた。

「あれも魔剣士なのか……？」

　思ったままの言葉が口を突いて出た時だった。不意に美影先生が返答してくれる。

「あんな魔剣士の存在はどこにも登録されていないわ」

「でもあれ、魔剣ですよね？」

　俺が聞くと、彼女は顎あごに手を当て小さく呟いた。

「おかしい……オリジナルはこちらにあるのに……」

　オリジナル？　なんのオリジナルだ？　聞き返そうと思った矢先、周囲の生徒達が騒ぎ始める。

　鉄騎がその魔剣で魔力障壁をさらに破壊し始めたのだ。

　剣を突き立てられた障しよう壁へきは薄うすいガラスのように呆あつ気け無なく飛び散る。

　ようやくそれで自身が通れる大きさの穴になったのか、鉄騎は割れた魔力障壁の間をかいくぐり、闘技場アリーナ内へと舞い降りる。

　背中にあるバーニアのようなものから魔ま光こう子しを吹き出し、落下速度を減速させ、フィールド上に静かに降り立った。

　それだけで場内に自然と緊張が走った。

　その鉄騎は何者で何をしにきたのか誰も分からない。だが、暴力的に闖ちん入にゆうしてきたこいつが友好的であるとは到底思えない。

　この鉄騎に対して最初に刃を向けたのは一番近くにいた羽は奈なだった。

「何者ですか？　答えなければ斬滅します」

　彼女は己おのれの魔剣を鉄騎に向け、その切っ先で威圧する。だが、すぐに、

「っ!?」

　羽奈の顔色が変わる。

　加速した鉄騎が一気に距きよ離りを詰め、その手で彼女の魔剣を掴つかんだのだ。しかも羽奈はその手を振り払はらうことも、押し返すこともできずにその場で苦悶していた。

「ど、どうして……そんなはずは」

　相手はたいして力を入れているようにも見えないが、羽奈は剣を取とり戻もどすことができない。

「ならばこれです」

　剣けん先さきを掴まれたまま、羽は奈なは魔剣に意志を伝えた。

　それで鍔つばに仕込まれたダンタリオンの書しよ架かが宙に展開、短剣ダガーに形を変え、鉄騎を包囲する。

　羽奈自身も残された刀身に魔力を集中。背後のスラスターから魔光子が溢れ出す。

　フォトンドライブの推力で押し切るつもりだ。

「いきます」

　無数の短剣ダガーと手にしている切っ先が鉄騎の装甲を貫く姿を予測する。

　だが実際には――羽奈の剣が砕けた。

　鉄騎が、まるで紙を丸めるくらいの容易さで彼女の魔剣を握り潰したのだ。

　同時に展開していた短剣ダガーが粒子になって霧散する。

「わ、私の魔剣が……!?」

　自身の剣を失い戸惑う彼女。だがそこに追い討ちをかけるように鉄騎の剣が振ふり下おろされた。

「っ!?」

　一いつ瞬しゆんの出来事だった。激しい打撃音と共に羽奈の体は壁かべ際ぎわまで吹っ飛ばされていた。

　激げき突とつした場所で魔光子の欠片が飛び散る。

　煙けむりのように舞い上がった粒子が晴れると、そこにはあまりに強い力で抉り取られた地面があり、その上で彼女が倒れていた。

　羽奈の魔神装甲イーヴルギアは魔光子の火花を散らしながら消失。彼女自身は、吹っ飛ばされた衝しよう撃げきで気を失っていた。

「きゃあああああああああああ」

　観客席にいる生徒達の間で悲鳴が上がる。

　目の当たりにした状況と、確実に敵意を持った存在に恐怖が走る。

　なによりも72柱クラスの上級魔剣士がいとも簡単に倒されてしまった事が大きかった。

「本部の救護班を呼んで。あと、みんなの退避を」

　美み影かげ先生が傍にいた生徒に指示を出していた。

　そして本人は手の中に自身の魔剣を呼び出す。

　あいつとやる気なのか？　なら――

「先生、俺おれも行きます」

「何言ってるの、神かん前ざき君も一緒に退避しなさい。いくらあなたがソロモン王でも、あれからは嫌いやな感じがするわ。だから早く」

　だったら、せめて羽は奈なの救助を手伝わせてくれ。そう言おうとした時だった。

「美み影かげ先生こそダメですよ！」

　止めに入ってきたのは万ま里り枝え先生だった。ツインテールを振り乱し、必死の形相だった。

「先生はこれ以上魔剣を使ってはならないと、そういう約束でしょう！」

　どういうことだ？　なんの理由があってそんな制限が？

　だが今はそんな事を聞いている場合じゃない。

　気け怠だるい表情だった美影先生はいつの間にか真剣な眼差しをしていて、万里枝先生に向かって低い声で訴うつたえる。

「今は緊急時です」

「ダメなものはダメです。ここは私が行きますから」

　万里枝先生は有無を言わせず、その場で魔神装甲イーヴルギアをまとった。

［序列49番〝クロセル〟の魔魂ソウルコードを確かく認にん。能力を起動しました］

　それは端はし々ばしに水晶をあしらったような透とう明めい感あるドレスだった。氷の女王というものがあるが、この場合は氷の小姫といった印象だった。手にはかなり細身の魔剣が握られていた。

「学院長、失礼ですが、あなたではアレの相手は無理です。だったら黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズに応援要請を」

「それはするにはしましたが、彼かの女じよ達たちは太平洋上で起こった大型タンカーの爆ばく発はつ事故の処理に向かっていて、すぐには戻ってこれません」

　そんな感じで二人は言い合いになっていたが……

　今はそんな事で揉めてる場合じゃねえだろ！

　俺は一人、フィールドに飛び出していた。

「神かん前ざき君!?」

　背中から止める声が聞こえてきたが無視した。

　俺はまず羽奈を回収しようと走った。

　だが目の前にあったのは鉄騎と対峙する蓮れん花かの姿だった。

「あのバカ……!?　何やってんだ!?」

　敵を見据えた彼女は完全にやる気だった。

　上級魔剣士の羽奈が瞬殺だったんだぞ？　お前が敵うわけないだろ！

　しかし、俺の心配に反して鉄騎は蓮花を無視して身を反転、観客席に向かって跳躍した。

「どこへ行く気だ??」

　奴やつはそのまま観客席にある魔力障壁を剣けんで切り裂き、スタンドで跳躍を繰り返しながら上って行く。その先にあるのは――管制室。

「まさか……黒王の剣が目的!?」

　管制室の壁かべを破壊した鉄騎は中にあった細長いケースを手にする。それを取り返そうと万ま里り枝え先生が向かって行くのが見えた。

　あの中に剣が？

　すでに敵は彼かの女じよを視界に捉え、迎むかえ撃つ体勢を取っている。

　まずい！

　そう思うよりも早く、体が動いていた。俺は素す早ばやく魔剣と魔神装甲イーヴルギアを身に付け、疾走した。

　フォトンドライブを駆り、観客席を大きく飛び越える。

　それで上空から降ふってきた万里枝先生の小さな体を抱だき止めた。案の定、奴に弾はじき返されたのだ。

「大丈夫ですか？　万里枝先生」

「へ？　ふぇぇぇ!?　だっ、だいびょうびゅれふ!!」

　俺に抱かれていることに気づいた彼女は、顔を真っ赤にして手足をばたつかせていた。

　良かった、怪け我がは無いみたいだ。

　こうしている間に鉄騎はケースを持ったまま逃走に転じていた。

「ああっ、黒王の剣が！」

　万里枝先生が腕うでの中で叫さけんだ。

　奴の狙いは思った通りだった。

　黒王の剣を強奪した鉄騎は、闘技場アリーナの上部壁を乗り越え、向こう側へ消えて行く。そして――

　それを追う人ひと影かげがあった。

「ちょっと、待ちなさいよ！」

　声を張り上げたのは蓮れん花かだった。彼女は鉄騎が逃走した後をなぞるようにスタンドを飛び越こえて行く。

「おいっ！」

　待つのはお前だ！　そう言いたかったのだが、すでに彼女の姿は壁の向こう側に消えていた。

　お前が追跡してどうする気なんだよ？　返り討ちに遭うだけだろ。

　居ても立っても居られなくなった俺は、こちらに近付いてきた美み影かげ先生に万里枝先生を預ける。

「万ま里り枝え先生は大丈夫そうです。羽は奈なの方もお願いします」

　伝えたい事だけ伝えて、俺は身を反転させる。

「神かん前ざき君？　まさかあなた……ちょっと!!」

　美み影かげ先生の制止する声が背中に聞こえていたが、俺は構わず蓮れん花かの後に続く。

　闘技場アリーナの外に出ると学院の敷しき地ち外がいにフォトンドライブの光が二つ見えた。

　その先にある未開拓の森の中へ向かっている。

　俺は最大加速で二つの光を追った。





‡　‡　‡






　三日月型をした弦げん月げつ島とうの両端は未だ整備の行き届かない深い森が広がっている。

　そのうちの西側の森の中を俺は駆けていた。

　こうして森の中を疾走していると、前方にいるはずの蓮花達たちの気配が全く感じられないが、眼球の前に表示されている空間ディスプレイにはちゃんと二つの魔光子反応を示す点がマップ上を移動している姿が映っている。

　今はまだ無事みたいだが、勢い勇んで追っていった彼女の事が心配でならない。

　そんな時、不意に二つの光点がマップ上で制止した。
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　なんだ？　何かあったのか？

　そう思った直後、前方から爆音が轟いた。衝しよう撃げき波はで葉枝が一いつ斉せいにざわつく。

　俺は森が見渡せる高さまで跳躍する。

　すると少し先に見える、木々が開けた場所から黒煙が上がっているのが見えた。

「あそこか！」

　下手に手を出だして、反撃を受けたんじゃないだろうな？

　地面に着地した俺は焦る気持ちを抑おさえ、森の中を一気に駆け抜ける。

　木々を左右に避け、最後に一際大きな幹を回り込むとその先に先さき程ほどの黒煙が見えてきた。

　辺りが見渡せる広々とした場所に飛び出した俺。

　雑草くらいしか生えていないそこは、日の光を遮さえぎる森のベールも無い。

　明かりの下に照らされていたのは地面がえぐり取られたようになって焼やけ焦こげた跡。しかもそいつはまだ燻り続けていた。

　そして、煙る霞みの向こうに人影を発見する。

　それは地面に倒れ込んでいる蓮花の姿。その彼女の真上で鉄騎が剣を振りかざしていたのだ。

　俺はこの場に飛び出した勢いのまま、両者の間に入り込み、振り下ろされてきた剣を自身の剣で受け止める。

　手元で軋きしむ音がする。

　思った以上に重い剣だった。

「……央おう真ま??」

　後ろでかすれた声がする。蓮れん花かはきょとんとした目で俺を見ていた。

「やっと名前で呼んでくれたな。って、そんな事言ってる場合じゃねえか」

　俺は剣を押し返し、そこに出来た僅わずかな隙で蓮花の体を抱かかえて跳ぶ。再び森の中に入り込み、岩陰で彼女を降ろした。そして早々に一喝する。

「何やってんだよ、死んだらどうすんだ!?」

「死なないわよ」

「なんでそんな事が言えるんだよ。羽は奈なをあそこまで追い込んだ奴だぞ？」

「別にそんなのどうでもいいじゃない。ようは結果よ。ほら、ちゃんと取り返せたし」

　そう言って彼女が見せてきたのは、いかにも頑がん丈じようそうな細長いケースだった。

「おっ!?　どうやって取り返したんだ??」

「ふふん、それは内緒よ」

「なんでだよ！　そこ隠かくすとこじゃないだろ」

　いくら考えても蓮花があいつからケースを取り戻す姿が想像できない。

「そもそも蓮花はこの中身が何なのか知ってんのか？」

「さあ？　でも先生達が必死の形相だったから大事なものだってことは分かったわ」

「お前……それだけの理由で追いかけたのか？」

「べつに、それだけ……って訳じゃないわよ」

　彼女は言いい淀よどむ。代わりに心の内が漏もれ聞こえてくる。

《だって、あいつのせいで試験が中断されてしまったのよ？　私にとって最後のチャンスなのに。だったら、どんな形であれ結果を見せなければいけないじゃない》

「やっぱりくだらない理由じゃねえか」

「っ!?　また勝手にのぞいたわね!?」

　蓮花はキッと俺を睨み付けた。

「それよりそんな理由で命張ったのかよ。事態が事態なんだから、試験なんてもう一回くらいやり直してくれるだろ？　そんな非情な人達でもあるまいし」

「やり直したって意味は無いのよ」

「え？」

　彼女はどこか達観したような面おも持もちでいた。

「さっき羽は奈なと戦ってみて分かったの。今の自分じゃ何度やっても彼女には勝てないって」

「だったらなんで？」

「羽奈を打ち負かしたあの変なのを私がやっつければ、必然的に72柱クラスより格上ってことになるからよ。そうなればたとえ魔神と契けい約やくできなくても誰も私を蔑さげすむ者はいないわ」

「はああ!?　何言ってんだ？　どうやったらそんな答えが出てくるんだよ！　羽奈が手出しできなかった相手にどうやって勝つって言うんだ？」

　蓮れん花かは小さく笑いながら手にあるものを見せてくる。

「答えはここにあるわ」

　それは黒王の剣が入った金属製のケースだった。

「そういえば……」

　言い掛かけた時だった。隠れていた岩の後ろから殺気を感じたのだ。

「蓮花っ!!」

「えっ!?」

　俺は叫ぶより早く動いていた。彼女の体を抱えて跳ぶ。

　退避して振り返かえれば、今まで隠れていた岩はまるで豆腐のように真っ二つに切きり裂さかれていた。その切り口は景色が映り込みそうなほど恐おそろしく滑なめらかで、そればかりが目に入る。

　俺はこの断面の鋭利さに見覚えがある。

　そうだ、クロエを捜さがしに学院の裏手にある風車まで足を運んだ時だ。突とつ然ぜん、俺と蓮花の頭上に羽根車が落ちてきた。その羽を支えていた軸じくの切り口がこれと同じように鋭利なものだった。意図的に仕組まれたものだろうと思ってはいたが……犯人はこいつか！

　立ち上がって振り向くと、そこに鉄騎が立っていた。

　奴は鋼鉄の仮面の下にある機械的な瞳ひとみを頻りに動かすと、ある一点で制止させる。

　赤い明めい滅めつ。

　奴の目が蓮花の手にあるケースを捕捉したのだ。

　黒王の剣を取り返しにきたのか。

「蓮花さがってろ」

「えっ？」

　ぼんやりとしている彼女に向かって一直線に鉄騎が動き出した。

　俺はその間に素早く入り込んで行く手を阻む。

　それで俺の魔剣と、突っ込んできた奴の魔剣とが激突した。

　激しい金属音と共に刃は先から火花が散る。

　ダイレクトに伝わってくる衝撃はかなりのもの。

　これは……！

　最初に奴の剣を受け止めた時に感じた剣の重さは、何かの間ま違ちがいじゃ無かった。

「やっぱりそうか……」

　魔神を隷れい従じゆうさせる力が全く作用している感覚が無いのだ。

「こいつ……俺の、ソロモン王の力が効かねえ」

　ということは、魔剣のようなものを持っているが、やはりこいつは魔剣士ではないのか？

　鍔つば迫ぜり合って互たがいに剣を弾き、再び振り上あげた刃でぶつかり合う。

　だが今度は受け止めることが出来なかった。

　パキンという音がして俺の魔剣が根元から折れたのだ。

「なっ!?　脆もろすぎるだろ！」

　そう口にしてから万ま里り枝え先生の言葉を思い出す。

　そういや、ソロモン王の力に耐たえきれなくなって、そのうち壊こわれてしまうとか言ってたな。それが今とかタイミング悪すぎだろ。

　しかし愚痴る暇ひまも無い。

　容赦の無い追撃。それを転がりながら避よける。

　すぐに茂みの中から立ち上がり、体勢を整える。次の攻こう撃げきに備える為ためだ。

　だが、起き上がった目の前に奴の姿は無かった。

　どこへいった??

　周囲に視線を這わそうとした時だった。

「っぐ……」

　小さな呻き声が俺の鼓こ膜まくをくすぐった。

　嫌な予感がして振り返る。

　そこには喉のど元もとを鉄の爪で掴まれ、宙にぶら下がる蓮れん花かの姿だった。

「蓮花っ!?」

　強い力で締め上げられている彼女は、たとえ魔神装甲イーヴルギアがあっても苦しそうだった。現に強固な魔力障壁の塊かたまりでもあるその装甲にもヒビが入り始めている。

　血の気が失せ始めている彼女は、そんな状態であっても俺に視線で訴えてきていた。

「央おう……真ま……」

　かすれた声で名を呼ぶ。そして彼女は渾身の力を振り絞しぼって、手に持っていたケースを俺に投げて寄よ越こした。

　鉄騎が僅かに反応するが、ケースはすでに俺が受け止めていた。

　よし、これで武器は得た。

「今すぐ助けてやるぞ」

　俺は急いでケースを開ける。

「こいつが黒王の…………は??」

　中に入っていた物を見て、俺は目が点になった。

　だってそこにあったのは剣ではなく、剣の〝柄〟だったのだ。

　残されたケースのどこを探しても、本当にシンプルな形をした柄しか入っていなかった。

　これで、どうしろっていうんだよ！

　くそっ、何にも状じよう況きようが変わってねえ。

　しかも鉄騎はそいつをこちらに渡せ、交こう換かんだ、と云わんばかりに蓮れん花かに体をこちらに向けてくる。

「いいぜ？　こんなガラクタいくらでもくれてやる。だから早く彼女を降ろせ」

　こんなもの持っていても仕方が無い。何よりも蓮花の身の方が第一だ。

　俺は黒王の剣という名のただの柄を投げ渡すつもりで身構えた。

　と、その時。

「ダメ……渡わたしては…………ダメ！」

　呼吸すらままならないというのに、蓮花のやつがそんな事を言ってきた。

「何バカなこと言ってんだよ！　こんなもんより命の方が大切に決まってるだろ！」

「当たり前……よ」

「え？」

　彼女は苦しいはずの状況で、なぜか穏やかな表情になる。

「私は死ぬつもりなんて……元より無いわ。それは……私の手柄。だから……渡しちゃダメ」

「この期ごに及およんでまだそんな事を」

「あと……こいつを倒すのは私。あなたは……そこでおとなしく……見てなさい」

「どこをどう見ても、そんな状態の人間が言う台詞せりふじゃないだろ」

「うるさいわ……ね」

　彼女は吐はき捨てて、自分の首を締め上げている鉄の爪を、消え入りそうな声を発しながら剣の柄頭で殴りつけ始めた。

「このっ……はな……せ……はなせ……はなせっ！」

　虚しい金属の音が響くだけで、剛力な爪はびくともしない。

　等間隔で鳴なり響ひびく打撃音と共に、彼女のもう一つの声が聞こえてくる。

《どうしてそんなに平然としてるの？　私がやっている事は蚊が刺さすほどの事としか思っていないの？　みんなと同じで見下しているの？　無視なの？　嘲あざ笑わらっているの？　もう誰も失いたくない。その為に強くなりたいだけなのに。私は無力で、努力しても無力で、無力で、無力で……》

「おい」

「何よ……」

《助けて》

「それ以上は、もういいぜ」

「何がよ……」

《助けてよ》

　俺は彼女に微笑ほほえみかけてやった。すると彼女は少し驚おどろいたような表情を見せる。

「前に〝私の魔ま神じんとして〟手伝えっていったよな？　だったら今から俺が――

〝お前の魔神になってやる！〟だから素す直なおに救われろ」

　不意に俺の中で幼き日の記き憶おくが蘇る。

　どうしても、ぼやけていてハッキリとしなかった部分の記憶が鮮明になる。

　空から降ってくる炎ほのおの塊。そいつから俺を守るように立つ少女の姿。

　彼女は俺の身替わりとなって――――死んだ。

　だから俺は禁忌の存在と取り引きをした。

　彼女を蘇らせてくれ――と。

　その時からだ。

　俺の肉体の中には邪じや悪あくで外げ道どうなものが同居している。

　それは決してソロモン王などというものではない。

　遠く懸け離れた存在。

　全ての魔神と悪魔を隷従させる絶対的な力を根源に持つ者。

　そいつの名は――――

「俺に力を貸せ！　――――――魔王、ルシファー!!」

　要求したと同時に血が滾り、体の中から強大な魔力が溢れ出てくるのを感じる。

　魔力の流れは右みぎ腕うでを通じて黒王の剣に注がれ、柄だけだったそいつの先からは稲妻にも似た光の筋が伸び、回路の如き模様を宙に描いた。

　すぐさまその回路配線サーキツトパターンを骨格として黒い光がからみつく。

　すると数秒後には、黒光で形作られた巨剣が手元に出現していた。

　そいつは森羅万象を闇やみに飲み込み、滅する、強力な重力場のみで形成された実体無き黒光の剣。

　体に流れる魔力を通して全すべてが理解できる。

「さあ、彼女から手を放してもらおうか」

　俺は鉄騎を睨み付けた。

　同時に体から溢れ出た覇は気きが周囲の空気を振動させる。

　草木がざわめき、岩が共鳴する。

　鉄騎もまたその威圧に気圧され、濃緑の装そう甲こうをカタカタと震ふるわせる。

　戦慄わなないて身動きすらできないようだ。

　そのうちに震えた手から、蓮れん花かが滑り落ちる。

　俺は奴に向かって薄笑いを浮うかべながら歩みを進めた。

　向こうは俺からヤバイ雰ふん囲い気きを感じ取ったのか、じりじりと後退する。

　雰囲気の変わった俺のことを地面にへたり込みながらぼんやりと見てくる蓮花。

　そんな彼女の横を通り過ぎ、俺は奴を岩壁の前へと追い詰めた。

　攻撃に転ずるより他無くなった鉄騎は、腕にあるブレードに魔光子を結集させる。

　そいつは72柱クラスの魔剣士である羽は奈なを一いち撃げきで粉砕した剣だ。

　奴はその剣で斬り付けてくる。

　俺はその太た刀ち筋すじに合わせるように自身の剣を当てに行く。

　刃と刃が交わった瞬間、火花が散る。

　だが、そのまま鍔競り合うことは無かった。

　相手の剣が粉々に圧壊したのだ。

　重力場を持つ、黒王の剣に触ふれた為だ。

　しかし剣を失っても尚なお、鉄騎はすかさず鋭い爪を持った左手で俺の頭を突つき刺そうと狙ねらってくる。

　俺は切り上げた剣で払い除ける。

　それだけで奴の爪は根元から砕けた。

　いとも簡単に全ての武器を失った鉄騎は沈ちん黙もくする。

　奴がこの後どう出るのか？

　でも、そんな事は俺にはどうでもよかった。

　目の前の敵を塵も残さずに殲せん滅めつしたいという欲望に駆かられていたのだから。

　この感覚は今までに幾いく度どか感じてきたもの。

　本能的に持つ暴力的な欲望を呼び覚まし、焚き付け、増大させるような激しい力の流れ。

　俺の中に存在する魔王がそうさせるのか？

　剣を握にぎる手に力がこもった時だった。

　目の前で沈黙していた鉄騎に動きがあった。

　両りよう肩かた、両腕、胴どう体たい、両足、それぞれの部分から排出イジエクシ弁ヨンバルブと思われる蓋のロックが外れ、跳ね上がったのだ。その解放されたバルブから冷却液と思われるものが吹き出して周囲の地面を凍らせた。

　全ての冷却液を出し切ると、鉄騎の体から陽炎のようなものが立ち上り始める。

「なんだ？」

「まさか……契約解放!?」

　後方で身を起こした蓮れん花かが瞠どう目もくしつつ、そう口にした。

　契約解放。その意味はこの俺でも知っている。

　魔剣士が魔神との契約を一方的に破棄する行こう為いの事を言う。

　そしてその行為は〝魔災〟と呼ばれる災厄をもたらす。

　契約という手綱を失った魔神は現世で姿形を成すことができず、暴走を始めるのだ。

　忘れる訳がない。

　俺の身代わりになったあの少女も魔災にやられたのだから。

　鉄騎から立ち上った陽炎は荒れ狂う竜巻となる。

　地面を削り取り、周囲の木々をも巻き込んでどんどん巨きよ大だい化してゆく。

　魔災の規模や性質は契約してた魔神によるが、酷ひどいものは一つの街を消し去るほどにもなるという。

　魔神を解放した鉄騎は竜巻の中心で動かずにいた。当然、奴だってただでは済まされない。

　ではなぜ、奴はこんな手に打って出たのか？

　鉄騎は武器を破壊され、戦う手段を失った。

　そう、奴は俺おれ達たちを巻き込むつもりで自決という判断に出たのだ。

　陽炎は尚も鉄騎の躯体から放出を続けている。

　竜巻は更さらに勢いを強め、膨ぼう張ちようし、まるで飢えた魔ま獣じゆうのように咆ほう哮こうを上げ、俺達を呑み込もうと地面を食い破り始める。

「央おう真ま！　逃げて!!」

　蓮れん花かが背後で叫んでいる。

　それに対して俺は鼻を鳴らし、嗤わらった。

　逃げる？　なんだそりゃ。

　おかしな事を言う奴だな。

　だって、そうだろ？

　これからが楽しいんじゃないか。

　手元から黒王の剣に力の流れを感じた。

　それで刀身が先程までの数倍の長さと太さに膨れ上がる。

　大きく振り上げ上段に構えると、鉄騎を見み据すえる。

　一呼吸置いて――

　叩たたき斬きった。

　黒王の剣と鉄騎との間で質量を持った竜巻が唸り声を上げて抵てい抗こうする。

　俺は柄つかを押おし込み、非常に冷静な口調で剣に意志を伝えた。

「つぶれろ」

　重力が変化し剣圧が強くなる。

　鉄騎を中心とした地面に円形の陥没が出来上がる。

　それで竜巻は完全に消し飛んでいた。

　だが俺は、尚も攻撃の手を弛ゆるめない。

　つぶれろ、つぶれろ、つぶれろ。

　意志を伝える度に剣圧が増し、周囲の地面に亀き裂れつが走る。

　それでいて俺の心の中は酷く静かで、物事もつぶさに見えていた。

　つぶれてしまえ、つぶれてしまえ、つぶれてしまえ。

　俺は残された無抵抗の鉄騎に対して剣圧をかけ続ける。

　動かなくなった奴の装甲はそこかしこにヒビが入り、機械部品が露あらわになった場所では火花を散らしていた。

「ふははっ」

　思わず笑い声が漏れる。

　この時の俺はすごく愉悦に満ちた表情をしていたに違ちがいない。

　目の前で壊れていく存在が、俺の中の満たされない何かを埋めてくれるようで心ここ地ちが良かったのだ。

　そんな時だ。

「もう止めて！」

　突とつ如じよ、悲痛の叫びが上がった。

　蓮花だ。

　彼女は悲しげな瞳で俺を見ていた。

　そんな顔をして、どうしたっていうんだ？
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　疑問に思っていたことを彼女はすぐに答えてくれた。

「それ以上やったら、死んじゃう！」

「……？」

　俺は足あし下もとに横たわる鉄騎に目を向ける。

　するとそこには、砕けた頭部装甲の一部から鮮あざやかな金きん髪ぱつがのぞいていて、地面に流れ出ている光景があった。

「!?」

　それで俺は正気を取とり戻もどす。いつの間にか魔ま王おうの狂にあてられ、呑まれてしまっていたらしい。

　それより人だ。鉄騎の中に人がいる。

　無機的な印象から、ただの機械かと思っていたが、人が操っていたのか。

　呆ぼう然ぜんとしていると、突とつ然ぜん足あし下もとで魔光子が舞い上がった。

「なんだ!?」

　粒りゆう子しが煙る中に立ち上がる人影。

　それはボロボロになった鉄騎の姿だった。

　奴は片側しか生きていない背面のスラスターから魔光子を噴射して、覚おぼ束つか無ないながらも宙に舞い上がった。

「まだ動けるのか!?」

　驚く俺をよそに、鉄騎は森の奥おくへと消えて行ってしまった。

　俺はその後を追う気にはなれなかった。







終章







　穏やかな日が差し込む窓辺。

　そこにある小さな折り畳たたみ椅い子すに俺おれは腰こし掛かけていた。

　目の前には白で統一された病院のベッド。その上には首に包帯を巻いた蓮れん花かが上体を起こして横になっていた。

「痛むのか？」

「こんなの、たいしたことないわ」

　首もとをさすっていた彼女は、相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらでそう言った。

　ここは魔ま剣けん士し隊本部横に併設されている付属病院。

　鉄騎との戦いで傷を負った彼女を俺が連れてきたのだ。幸い蓮花の傷はたいしたことは無く、検査入院程度で一日で退院らしい。これも強固な魔神装甲イーヴルギアのおかげだろう。

　同じ病院に運び込まれた羽は奈なの方も受けた衝しよう撃げきは大きかったが、身体的には特に問題は無いと聞いている。

「まったく無茶しやがって……」

　後先考えずに鉄騎を追ったことを思い返して嘆たん息そくした。すると彼女は怒おこった顔をする。

「無茶じゃないわよ。ちゃんと物は取り返せたでしょ？」

「そういや、まだ聞いてなかったな。あんな奴からどうやって黒王の剣を取り返したんだ？」

　そこで彼女は含み笑う。

「ふふふ、私はずっと自分が扱あつかう魔ま力りよくは爆発エクスプロージヨンが主体だと思っていたの」

「制せい御ぎよ不能のな」

　ちょっと付け加えたらムッとされた。

「でも央おう真まと練習をしているうちにそれが爆発ではなくて、〝爆発に見えるもの〟だって事が分かったのよ」

「どういう事だ??」

「私が扱っていた能力は空間の転移と置換だったってこと。空間を転移させると、穴が空いた場所は元に戻ろうとする力が働くわ。その穴を埋めようとする時に発せられる重力エネルギーが爆発に見えていただけ。空間置換の場合は場所を置き換えるだけなので爆発は起こらないわ」

「ってことは、蓮れん花かに前まえ髪がみ焦こがされたって言ってた子の髪かみは実は燃えたわけじゃなくて、今はどこかの見知らぬ空間で漂っているってことか」

「そうなるわね」

「……」

「その力を利用して、あいつの手から黒王の剣だけを私の手元に転移させたのよ」

「いや待て、いつの間にそんなに正確に魔力が扱えるようになってんだ？」

　それで彼女は口を尖とがらせてむくれる。

「それは、あの練習が無む駄だだったと言いたいの？」

「え？　ああ、俺と一いつ緒しよにやってたうちに習得したのか？　すげーな、成長してんじゃん」

「べ、べべべつにすごくはないわよ。それくらい成果が出なければやってられないわよ」

　彼女の頬ほおはほんのり火ほ照てっていた。

「でも、あれだな。そうなると俺がここに飛ばされてきた理由も分かるな」

「え？」

「空間置換ができるんだろ？　遠く離はなれた場所にいた俺が一いつ瞬しゆんにしてこの島に飛ばされてもおかしくないってこと」

「そうね……」

「それに俺が使った黒王の剣けんの能力にも似ているような気がするし……もしかして俺の中にある魔王を蓮花の魔神として呼び出したんじゃないか？」

　魔王は72柱の外にある存在だが、そう考える方がすっきり収まる気がする。

「私の……魔神」

「そうそう、〝俺がお前の魔神になってやる〟って言ったけど、あながち間違って無かったってことか」

「あ、あの……あれって本当に？」

　蓮花は視線をシーツの上に泳がせて、急にオドオドし始めた。終始淡々としている彼かの女じよにしては珍めずらしい反応だ。

「ん？」

「私の……その……魔神……って話」

「本当も本当、なんなら魔神ってだけじゃなくて、いますぐ恋人同士にもなろうか？」

「……!?」

　彼女は口を開けたまま固まっていた。

　しばらくして硬こう直ちよくが解けると、彼女は真っ赤になって怒いかり散らす。

「ばっ、馬ば鹿かなこと言わないでよ！　誰があんたなんかと！」

「じゃあとりあえず魔神として身の回りの世話をしてやるよ。リンゴでも剥むいてやろうか？　アーンしてあげるぞ」

「い、いらないわよ！」

「なら、汗あせ掻かいてるだろ。体を拭いてやろうか？」

「殺すわよ？」

「せっかく人が好意で言ってるのになあ」

「あなたのは邪な気持ちの方が大きいのよ」

「でもまあこれで安心だな」

「何がよ？」

「俺が蓮れん花かの魔神だってことで言い張れば、この学院を辞めなくて済みそうだ」

「……どうかしらね？」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫」

「なんでそんなに楽観的なのよ」

「それはほら、何があっても俺がそんな事をさせないし」

「……」

　彼女は押し黙だまってしまった。

　こんな時、魔ま剣けんがあれば彼女の本当の気持ちが聞けるのに。

　そうこうしているうちに、彼女がジト目をこちらに向けてくる。

「そもそもなんで、央おう真まの中に魔王なんてものがいるのよ？」

「それは内緒」

　カチンときた彼女はその細い指で俺の両頬を引っ張った。

「教えなさいよ」

「だきゃら、ないひょだって」

「教えないと、刻むわよ？」

「ほれは、ひゃんべん」

　今思えば、女の子をいつもよりちょっと踏み入って虐めたくなってしまうあの衝しよう動どうは、俺の中の魔王のせいなのかもな。

「チュウしてくれたら教えてあげてもいいぞ？」

「げっ……げげ、外道！」

　そんなやり取りが病室内に響く。

　いつも無ぶ愛あい想そうな彼女は、俺の顔を見ながら僅かに微笑んだような気がした。

　俺は女の子の笑え顔がおが好すきだ。

　でも、その笑顔が失われる時――

　俺は本当の意味での外道になる。





‡　‡　‡






　病室で過ごすこと一時間。

　蓮れん花かはこれから大事を取っての検査だというので、俺は一いつ旦たん、寮りように戻ることにした。

　学院へと向かう整備された道。その両脇わきには木々が茂っている。

　その道を歩いていた俺は、茂みの横で倒たおれ込んでいる少女を見つけた。

　慌あわてて駆け寄よると、だんだんそれは見知った顔に見えてくる。

「クロエ!?」

　彼女の蒼白な顔がそこにあった。

「どうしたんだ、何があった!?」

　俺はその場に屈み、クロエの上半身を支える。

　しかし、彼女は俺の姿を視界に捉えると、今まで薄うすく開けていた瞳を力尽きたかのように閉じてしまった。

「おいっ」

　強い口調で問い掛ける。

　応答は無い。

　全身を見回してみたが、目立った外傷は見当たらなかった。

　再び顔に目を向ける。

　彼女の頭を支える俺の腕うでからは、鮮やかな金髪が流れ落ちていた。

「これは……」

　そこで、ほんの少し前の出来事と目の前の光景が重なって見える。

　鉄騎の破損した頭部装甲からのぞいていたのも、こんな色の金髪だった。

　まさか……。

　俺は嫌いやな予感を胸にかかえたまま、彼女の体を横に抱だき、来た道を病院に向かって走った。








〈了〉









あとがき







　学生時代に母親に言われた一言。

「今月はお小こ遣づかい奮ふん発ぱつしちゃうわね。――――あんたの薄い本売ったお金だけど」

　まさに外道！

　どうも、藤ふじ谷たにです。新作『外道王子の魔神隷従レメゲトン』をお届けします。

　さて、今回なぜこの作品を書くに至ったのかといいますと、前作の略りやく称しようが『ネトラれ』だったので、今回は『サ○ラレ』（主人公×ヒロイン限定の）で行ってみたらどうかなーと……そう思ったわけです。

　というのは嘘で、完全に偶ぐう然ぜんですが（汗）。

　真ま面じ目めに言いますと、本作はそもそも二つの企画をかけ合わせたことで生まれた作品なのです。

　一つは外道な生徒会長が学園を独どく裁さいする学園ラブコメもの。

　もう一つは伝説の剣（デュランダルとか天下五剣とか）が持つ力を現代技術で再現した魔剣エミュレーター駆り、戦う、バトルもの。

　この二つを合わせたことで、女の子を弄るのが大好きだけどフェミニストな央真とヒロイン達が生まれました。そんな彼らですが、いかがでしたでしょうか？　楽しんで頂けたのならば幸いです。

　ここで謝辞です。

　井上巧様、多数の設定画を起こして頂き、申し訳ないと思う反面、格好良くて可愛いヒロイン達に興奮してしまいました。ありがとうございます！

　担当さん、今回は同時進行という大変な作業にお付き合い頂きありがとうございました。

　あ、同時進行で思い出しました。藤谷のもう一つの作品『俺のリアルとネトゲがラブコメに侵蝕され始めてヤバイ』の８巻が本作と同時発売になっています。こちらは最終巻となりますので、今まで購読して下さった読者様はお買い逃し無いようお願い申し上げます。「初めて聞くよ？」という方はこの機会に１巻をお試ししてみて下さい。もちろん、まとめ買いも大歓迎です（笑）。

　それではまた、お会いできる事を願って。


平成二十五年七月吉日









◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


藤谷ある先生／井上 巧先生
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